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Pt, 肝臓 内 異物 注入 後に 於 ける 所 第 入 節 内丸 肉腫 に 於 ける 所 見 
見 PRR MM Fh 
第 四 節 Dr RE Be Deo TAPS A= GT 2 BAR 結 論 
所 見 MS. 文 江 


CH 腎臓 肉 放 に 於 ける 所 見 
第 一 章 緒言 及 文 江 
腫瘍 組織 は 其 の 周 園 正常 組織 に 比 し 限局 性 に 特に 著 明 な る 組織 増殖 を 示す 
も の に し て 殊 に 悪性 腫瘍 に て は 生 育 迅速 な る を 以 て 其 の 血 流 の 吐 盛 な る こさ 
(SUBMIS UCHR TER ES lS SARA, ARRAN, AR 
肉腫 等 に 於 ける も 容易 に 肉眼 的 に 認め 得 ら る ゎ ゝ も の な り ・. REDET 
= 血管 分 布 乃 至 血 流さ の 開 係 の 密接 な る こさ ミ は 常 然 想 到 し 得 5 る ゝ 所 な 


KK 22 AS % (= 堀内 氏 は 血管 結 落 が 家 鶏 肉腫 の 移植 及 増 殖 に 及ぼ す 韻 
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FABL, MMM EER (SNES BRISA ARER UNS BHO FS 
育 に は 著 明 な る 抑制 作用 あり , APMRERIK CS TOMB MY TIL SAL, 
“ 絹 紋 氏 は 同じ く 家 鶏肉 腫 に 就き 寅 駿 を 行 ひ 動 静脈 何れ を 結花 す る も 腫 場 の 
殴 育 に は さ し た Z 逐 響 な けれ ざさ も 腫瘍 の 柳 育 は 動脈 を 結 落 せ る も の に あり て 
は 一 般 に 封 照 より 劣 れ る も の 多く , 静脈 を 結 茜 せ る も の は 却 つ て 贅 育 答 可 
良 な る も の 多 し させ り ・. 更に OBES RANE LNG RHA AL HH LIED 
異動 販 或 は 静脈 を 結 禁 切断 する さき は 策 育 増殖 概して 不良 な り . 然 れ さも 時 
に 例外 あり , 即 肉芽 組織 形成 の 不 充 分 , 水腫 汰 態 の 招 座 等 に より て 周 賠 の 機械 
BASSE) aca Ze AE LAO WRC HE FED 5 DRIN HS THO CBE FT 
殖 が 良好 な る ここ あり. PARKER EDEN KO FH ArT 
BET ET LEER DD HUN KO EEK AR FF SEN. OGRE 
FIs RANE ISO S BGR 17 OTE DEREN ELLI LI AK ER MIET LI 
S753 % BME OF (BL CSSA Te BE eR LIES FETT IS PALE 
Ct ErHKORERE TES Teo. “F. D. BuLLock and G. L. RHODEN- 
BURG FRISAFÄR Ze HART RUE MTT PRS = FES UT ARKO 水腫 を > 
さる 可 か ら ず , NEGO RPE HOPE HG TO Wikre HIE T D IR 
EUS BE RES HAA BUS > KEITEN OO. 
NETTES ES ERAS RK He BS, 或 は 手術 に 常 
) MRD HVA MV LUA ILA MED b RICH LTRS RD EL. 
ZIRE = ED EDER TFT ZH SE AMM MAT ARIS LIK EAN O THEO 
BRN UEO SS (BSR THO. 9 SAMPSON 氏 は 摘出 せら れ た る 子宮 筋 
腫 に 15 Yo > Fr ei HME l& Venetian red, 静脈 に は Ultramarin blue 
Sis X ICIS A Lig Ze 75: Le ( 白 鉛 , 赤 鉛 , KOREA) Ze A, ゲ 
ラチ ン 」 3 の 割合 に 混和 し て 血管 に 注入 L, 或 ひ は 肉眼 的 に 注入 物質 の 色彩 に 
より 動静 脈 の 分 布 血 態 を 研究 し , BIS X 光線 造影 独 の 注入 に より て 子宮 筋腫 
BAG Ze, 父 は 筋腫 を 薄板 状 に 切り 立 骨 宮 臣 に 撮影 し 約 100 例 の 材料 に つき 研 
FEE OY. 其 の 結果 子宮 筋腫 は 子宮 筋 組 織 よ の も 動脈 血管 豊富 に し て 腫瘍 大 な 
れ ば 大 な る 程 著 し き こぶ て , 静脈 は 之 に 反し 豊富 な ら ざ る こさ, 小 な る 筋腫 は 
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筋 組織 より も 血管 の 分 布 少 き こさ , EECHLTE-ALEBADTEDNK 
の ある こさ 等 を 認め 腫瘍 の 退行 幾 性 ミ 血 管 の 分 布 状 態 に つき 研究 し た り . ii 
林 上 肉腫 に 圭 す る 血管 の 慈 度 に つき て 最も 早く 研究 を 勤 表 せる は " 交 藤 教授 

の. 氏 は 生 骨 に 血管 造影 独 ミ し て 「 ト ロト ラス ト 」, 「 ロ ンプ ブル 」 等 を 用 ひ 肉 
腫 に 替 し 価 流 の 星 盛 な る こ さこ を 注 意 し , D> SPERMS ICTS 
動脈 より 形成 せら れ 了 肉腫 が 増大 する に 従 ひ 第 二 , 第 三栄 養 動 脈 は 増生 せら れ , 
m も 肉腫 の 簿 養 動脈 の み が 拓 張 増大 する の みな ら す 腫瘍 栄養 に 直接 開 係 な き 
員 管 も 赤 撫 大 する を 認め , © OMG Ae FMT (= PRIS SAUL GEE SRH AU 
る 血管 は 正常 に 復 ノ 記 する こ ミ を 講 し 得 た り . 9ARTHER HINTZE Kill > 
ルニア 」 の 血管 を 研究 し 良性 腫瘍 ミ 比 し 得 べ きか ゝ る 先 天性 時 形 の 血管 は 解 
測 肌 上 の みな ら ず 生理 的 に 他 の 器 宜 の 血管 こ 全 く 同 様 な る 開 係 を 保つ も の な 
りさ する ゐる ADA STUBEL の 所 説 を と 線 像 に より 誠 明 (し, か ゝ る も の の 血管 は 振 
大 し 長 軸 を 増し 分 枝 を 増生 する さも それ は 健常 部 の 血管 に 於 ける ミ 同 様 に 
Mir = 7 」 の 大 さ に 圭 し 正 比例 し て 陽 富 に な れる も の に し て 全く 協調 的 態 
度 を 持 す る も の な る が , ZUR し 悪性 腫瘍 の 血管 は 撫 大 増生 新生 伸長 等 の 箕 
化 の みな ら ず , 新生 血管 は 其 の 組織 及 排 列 包 態 に 於 て 全く 病 的 特性 を 有 し , 
系 統 的 な ら ざ る 不正 血管 網 (Inigationsnetz) を 作る . 之 は 腫瘍 細胞 より 上 産出 
せら れる 「 ネ ホル モン 」 に より 腫瘍 組織 内 に 隣接 血管 よ 0 新生 血管 を 分 上 入 せ ! 
>, MICH eM LD, 面 し て 自己 の 茶 養 の 主要 路 ミ な EHE 
um CFO. MRIEERO nn & OD (= FRR 7 HE LTE A PAIL HST 
血管 撮影 を な し 血管 は 腫瘍 中 を 放射 線 装 に 分 布 し 其 の 状態 甚だ 不 規則 に 
て , 所 詩 不 正 血 管 網 を 形成 すもも の な る を 示せ り ・ 

以上 は 女 献 に 現 は れ た る 悪性 腫瘍 に 封 す る 血管 の 態度 に 開 す る 全 完 の 大 妥 
に し て 内 職 々 器 腫 場 に 於 ける 系 統 的 研 完 を な せる も の ある を 聞か で . ALR 
第 肉腫 を 材料 ミ な し 之 を 家 兎 の 腹部 内 職 組 織 に 移植 し , 一 定時 日 を 疑 過 し 内 
腫 の 獲 育 し た る 後 , MEME LS THO PRIS LS AE HS CLF RR 
re OND ASL e Ste O SBA GS» ALT, VAP 2 eR Ss 
+. 











第 二 章 RRAE 

家 束 肉腫 を 無菌 的 に 切除 し 之 れ を 小 筋 刀 を 以 て 泥 状 に 至る 迄 よく 細 切 し 
れ に 約 3 倍 量 の 生理 的 食 塵 水 を 加 へ よく 捜 拓 すれ ば 積 * 白濁 せる 肉腫 「 ェ ム 

ル ジ ォ ン 」 を 得 . 注射 針 は 1/3 の 針 先 の も の を 用 ひ 肉 腫 「 テ ムル ジ ォ ン 」 液 中 に 
疫 菌 せる 騰 脂 縮 の 小片 投じ, ARGH Ze URI Rt SIRS | UCB 
料 ミ せり . 

健康 な る 家 兎 2 計 内 外 の も の を 無菌 的 に 開腹 LTR, BRE, RL, 肝臓 , FF 
臓 , ANTS, DB BILDERN 0.2-0.8cc を 注射 し 腹壁 を 閉 ぢ , 2 周 
間 乃 至 3 週間 の 間 に 於 て , FERRI HS D EEBRIK HS TIS RD RA ME MIE I= FE 
5 LOA MA IEA Lito. AICI ERICH T は 家 兎 を 「 ェ 
— Fr CRED Lb MEMO TIC bb 5A by TEA し と 線 撮影 を 
行 ひ た り . TOIEARCHSTRATZEILHTERE NL. 

倫 血 管 造 彰 腹 の 選 控 に つき て は 少し く 経 験 せる 所 を 附 記す べし . MESSE 
Fl = し て 死 骨 に の み 用 ひら れる も の に ⑪) 凡 酸 | バリウム 。(2) 白 鉛 , (3) 赤 鉛 , (4) 
支那 打 も ゲラ チン 」 液 ,「 ア モト ン セ ルロイ ド 」 液 に 混和 せしめ た る も の , (5) 
ry ee Pow, 6) ウム プラ トー ル 等 あり . 生 骨 に 用 ひら 5 れる も の に は (1)「 ブ 

化合 物 , (2) 汰 度 化合 物 , (⑬)「 アプ ブロ ヂ ー ル j』($「 ウ ロ セ レク タン 」(5)「 べ 
ルビ レン j』(6)「 ペ ベル アブ ロ ヂ チー ル 」 (7)「 ロ ンプ ブル j。 (8)「 ト ロト ラス ト 」 等 あの. 

災 酸 バリ ウム 」 は ! グ リモ リン 」 及 水 の 等 量 液 に 25-30 BOWIE CAR 
中 に て よく 研磨 し , な る 可 く 微細 な る 「 エ ムル ジ ォ ン 」 さ な し て 血管 造 背 響 さ 
な す . ne 


難 に し て 従 つ て その 人 微粒子 は 小 血管 を 栓 2 要 な る 碧 管 の 撮影 に 失敗 す 
る こそ あり . 故に 小動物 の 芝 駿 に は 概して 適 営 な ら 6 ざる こさ を 経験 せり . 然 


れ ざ も "ANASTASIA RUBASCHEVA 氏 の 肝臓 及 騰 紙 の 血管 レ 線 像 を 本 剥 に 
ト り 研究 せる 記載 を 見 る に 鮮明 な る 像 を 掲げ た の . 朱 ( 支 那 産 ) は 20 KOM 
に 「 デ ゲラ チン 」 液 (Leim Injektionsmasse) を 加熱 溶解 せしめ た る も の に 混 じ 
て よく 提 捧 し て 造影 剤 さ な す . 本 剥 も 微細 な る 血管 に 迄 注入 せ じ ゅ 得る こ ミ 
困難 な り . 故に 小動物 の 四 双 に は 適 賞 な ら ざ る こさ を 経 双 せ り . 然 れ ざさ も オオ 























301 


PULLS BX PEO MME EHS TET AA CRAZE EIER 
& OBIS Bh 0. 

Cy ear rn BALL TV & 9 DEKOR 
する ミ 稀 せら ゐる. FAIS MIMI OOF EPS LOGS S 8 f- MT  T 
の 注入 困難 な る こさ を 知れ り ・ 

「 ゥ ム ブ プラ トー ル 」 は 二酸化 「 ト リウ ム 」 の 「 ゲ ル 」 に し て , ED 
に は 使用 する 能 は ざる も その 造 彰 力 鮮明 な る こ ミ て , 比較 的 廉 償 な る こく 等 に 
より 和 駿 的 研究 に は 使用 すべ き 全 値 あ る も る の な のり. “" 玉 上 臣 氏 は 最近 底 表 せる 
論文 に 於 て 「 ウ :- プラトー ル 」 の 造 閑 力 の 鮮明 な らち こさ を 論 及 し 久 BENE- 
DICKT MENKES 氏 は 死骸 及 生 毅 に 於 ける 血管 及 光 巴 管 の と 線 也 的 研究 に ( 
OLT FS tome rel 5 r eV TIERE AAO S HEME O. 

AEA YL FEE AS A OF SID BLO SF TEE RSD SHED 
Ef & BIE U Th MTEC OIE A BRE RIED » 2 A BRAWZEIA S 
し て 使用 に 適する も の さい ふ を 得 べ し . ES UTRISBIRAGREOHEMET 2 
「 ト ロト ラス ト 」 を 用 ひ た り の 、 

a RAREAMBORFS 

AS EE GR Ae jE DB (EO FE OREGANO APA KBE REF NS 
し . AHHIZIST B32 O TIT DICRABS2LHO, HiT aR ie 
於 て 著 し き を 見 る 

各 動物 に 就き 個々 に 多少 の 異常 ある べき を 思ひ 敷 匹 の 家 各 に 就き 衣 酸 ! バ 
リウ ム 」 の 水溶 液 を 胸部 大 動脈 よ の 注入 し 血管 系 統 を 追及 せり . (SBE 
13), 09,05) 中 心 部 より 未 栓 に 追 つて 述 ぶ れ ば 次 の 如 し ・ 

REBAR. 胸部 大 動脈 が 横隔膜 を 通じ て 腹部 に 出ろ や 直 に 内 職 軸 動脈 を 
分 岐 す . 内 臓 軸 動 脈 は 更に 肝 動 脈 , 腫 動脈 , 左 骨 冠状 動脈 こさ な り , 肝 動 脈 は 
RE BAS AFD EAR DR AGF A BR TREK Ze ZF we IIR 
k OWA eae’ け 岐 す . 

AMES 2% BAS GIRS LC HOKE S ER SO EI FF RS BF UK 
AOD ay $22 HH UPD ID ED EDEL O ORR AREIN IED, Zr 








Fig. 1. 


ALD. 
A.Coe. 
A.M.A. 
A.SR. 
R.SR. 
A.R. 


下部 に 於 て 第 二 腰 椎 の 高 き に 於 て 』 
楽 養 を 司 り その 分 枝 は 人 骸 に 訟 ける ミ 略 


右 中 , 諾 結腸 動脈 , 後 十二指腸 , EEK, 


HES L. 


WETS BN AK 
RL ho) He 
Fail Bo Fes) AK BY Ho 
ail PF BY BK 

‘all RAR 
Falk 





A.O. 
A.M.P. 
A.U. 
Als. 


A.LE. 
A.LI. 


見 部 


Retroperitoneal vascular distribution. 





卵巣 動脈 
“NER 
TER 
BR 
外 腸 骨 動脈 
内 腸 骨 動 有 





動脈 に し て 先端 は 右 
表 網 動脈 MATA 
CSI ARHIE 於 ける 
SR eS DBA 
BHR OD He HS RN 
BL. KARI Er 
血管 は 左右 胃 網 動脈 
Sk ORL, PRB に 
至る も の は 骨 十 二 指 
腸 動脈 より 來 る ・ 

肝 動 脈 は 先 づ FEAR 
葉 に 分 枝 を 出し 本 枝 
は 更に 二 枝 に 分 れ 一 
枝 は 右 内 側 葉 に 至り 
一 枝 は 更 に 間もなく 
二 枝 に 分 れ 各 諾 内 側 
葉 左 葉 に 至る . WARE 
に 至る も の は BA 
葉 に 至る 本 枝 よ り 分 
岐 し , 方 形 葉 に 至る 
も の は 左 葉 に 至る 本 
枝 よ り 分 岐 す . 

前 腸 間 膜 動脈 . 内 
臓 軸 動 脈 よ り 約 1cm 


大 動脈 より 分 枝 し 小腸 大 腸 の 大 部 分 の 
AL TE ER, 小腸 動脈 , 
起 様 垂 動脈 こさ なる. 超 様 垂 動脈 の 
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WHE BESTS 
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Fig. 2. Diagram of pelvic arteries. 腎 動脈 腸 間 膜 
er; MRA RK 0 
moor AC), yep. AS. 
fi < FARBER T 
腹部 大 動脈 よ り 
„ALC. 
EHE 
ALL. N A.S.M. 分 岐 す . RS 
A.U. rsp. A.Df. mE 2 同 高位 に あら ず 
ALE. —A.Ur. . 
Pi ar LTE ZEN 
ACF. 4 人 より も る 日 位 に あ 
APF. --A.P.E. 2 22 DU CaM 
A.V.I 
4 も 右側 は 左側 よ 
A.Ob. V 3 
( ar 
ua TER 
SEN 岐 し その 走行 は 
“ASL. 2 j 
NAH OE 
APE. SGM AA. 腹部 大 動脈 MUSAB AA A 
A.H.M. Sk ET Ya vr BE ti DOK hes 
AVI. 下 勝 眺 動脈 ALLL. 腸 腰 動 且 
nv. woe | ASM. EEE NDR 
2 = A.U. rsp. A.Df. = ttf . RH = en 
AOb. 義人 動脈 AL 内 仙人 " 動脈 は 腹部 大 動 
API 内 除 部 動脈 AU A GNA 脈 よ り 出 る や , 
ACL. RGR AVS. EP DBI He oe CRUE 
ADP. 背 者 陰 幸 動脈 ^ で alles os See 
A.H.E. 外 着 動脈 A.C.F. 側 廻 旋 股 動脈 脈 を 分 岐 し 副腎 
A.P F. 深部 股 動脈 


ASL. it HOB . に 至る 分 枝 は 細 
く し て 大 部 分 は 腎臓 の 周 彫 に 至る . ARIA TAMIR H し て は 上 , 中 , 下 , 
副 引 動 脈 あ り 又 門 臓 友 膜 に 玉 ゎ も の に は 内 精 系 動脈 より 出 た る 分 枝 あ り CHI 
PERS dell Arcade ZEN TACHLRTELIHTE FMM KH OD 
a UL CHEE TT ARREST EEO aN SER O 

精 系 動脈 . 第 六 腰 椎 の 高き さ に 於 て 腹部 大 動脈 よ ORT. 右側 は 左側 より 
も 答 。 早 く 分 枝 す る こさ 多けれ さも 同 高 の も の あり , 又 諾 側 の 方 右側 より 早く 
分 枝 す る も の あり . 本 枝 は 骨膜 膝 に 入り 屈曲 叢 を 作り 精 系 に 溢 ひ 暑 丸 に 至る . 
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卵巣 動脈 . 雄性 に 於 ける 精 系 動脈 の 分 岐 部 に 一 致 し 雨 側 共に 殆 さ 直角 に 横 
走 し て 罰 巣 に 至り 子宮 動脈 の 分 枝 ミ 史 合 す 

BRS. 精 系 ( 卵 菓 ) 動脈 よ 9 も 策 ヽ 尾方 に 於 て 大 動脈 より 分 岐 し た 
結腸 及 直 腸 (NER) LE 2. 

中 薦 骨 動脈. 腹部 大 動脈 が 縄 腸 骨 動 脈 に 分 る ゝ 直前 に 於 て 其 の 背 側 より 出 
で 骨盤 の 彰 壁 に 溶 ふ て 走り 尾 の 中 央 を 先端 に 至る . 

綿 腸 骨 動 脈 腹部 大 動 販 は 雨 側 の 線 腸 人 動脈 こ な る , MUTTER BES 
更に 内 腸 骨 動脈 及 外 腸 骨 大 動脈 の 二 枝 に な る . 前 者 が 後者 ミ 分岐 す る 前 に 
分 枝 ミ し て 腸 腰 動 脈 を 出 し 腰 音 部 筋 必 及び 腹壁 に 至る 

外 腸 骨 動 脈 . SM ATE 0 RR ORO Fe 5 O CAMB E 0 EEE = さ な 
る . AD HLH = 72% ATK PS WT = OO Ae HL, ZEHN, 
後 上 腹 動脈 及 外 除 部 動脈 こさ な る . 前 者 は 前 方 に 向 ひ て 走り 腹 敬 に 至り , 内 乳 
ERDE SH AN RER SM ET. 後者 は 尾方 に 走り 雄性 に て は 陰 舞 及 

SILOSMRI BO, 雌性 に て は 外陰 部 に 至る . RISO REED F 
を 通過 する や , 直 に 深部 股 動脈 を 分 岐 し 大 用 の 内 轄 筋 に 至る - 

内 腸 骨 動脈 . 絶 腸 骨 動脈 より 分 岐 す る や 間もなく , 骨盤 各 の 外側 に 於 て 勝 
HMO TEEN, RIFE CUS CED RR EAR, EVENS 5 0 TSR 
Rate (aS S.C BE ILS EA RTE, 雌性 に あり て は 子宮 動脈 を 出 「 

宮 の 形 態 に 一 致 し て 先端 は 羽 紀 に 数 多く の 分 枝 を 出 し , PAG SET. 
倫子 宮 動 脈 よ り は 上 膝 動 脈 を 出す . 面 し て 内 腸 骨 動脈 の 本 枝 は 骨盤 壁 の 外側 
を 尾方 に 走り 季 骨 動脈 こ な る . 

LBM. PANIED SMM Ze EH [IS FEO TT A RR eH LEH EA. 

KCEARIFL & 0 Free HH CEARII I= FE PARED Ze HS. 次 に 内 方 に 向 ひ 
Peet し 直腸 下部 に 下り , ARE TEENS LTE BO, 一 
RAS AB LS MEARE FE. 

Ve FP BY OD AAR ISIE FL N CC EPR RS HG, oD TTL 22 RE TF 
び 骨 盤 腔 に 入り , 内 除 部 動脈 及 外 薦 骨 動脈 さこ な る . 

3 陰部 動脈. 背部 陰 束 動脈, 深部 除 普 動脈 ( 陰 核 動脈 ), 尿道 動脈 , 外 董 動脈 








に 分 枝 す . 

SAE. ROS Jit CEO HE AMI SMES. 

EBM. 七 個 の 腰椎 に 一 致し て 七 本 の 腰 背 動脈 は , BBAMICO HAE 
り 出 で て 直 に 耳 側 に 分 岐 し 背 側 筋 内 及 皮 下 組織 に 至る . 

静脈 は 殆 ざ 同名 動脈 さ 走 あ を 原則 ミ す れ さ ざさ も, 少し く 異 れる 所 人 のみ を 摘 記 
すべ し 。 

股 静 脈 より 挫 れ る 外 腸 骨 静 脈 は , 動脈 の 走行 に 一 致し て 雨 側 よ 0 KAS & 
の は 合流 すれ ざ も , ABTSMRISKIC BO PARK © HAD NSA APU SE PME 
の 走路 より も 造 に 大 用 の 内 側 か を 走り , 骨盤 腔 に 入り 會 陰部 及 骨 盤 腔 内 の 血 
流 を 集め 衝 骨 静 須 こさ な り , 同名 動脈 に 潤 ふ て 上 行 し , 弧 腸 骨 動 脈 の 腹部 股 動 
脈 分 岐 及 より 少し く 尾 位 に 於 て 雨 側 の 生 骨 本 脈 は 合流 し , 一 本 ミ な 0 て 上 行 
始め て 外 腸 骨 静 脈 の 合流 部 に 入る , 故に 縄 腸 骨 静脈 名 づく べき 部 分 は 極め 
て 短く し て 直 に 腹部 下 大 静 賑 さ なる. 

精 系 静脈 は 往々 左側 は 左 哨 静 脈 に 入る こ ミ あり . 石 側 は 常に 同名 の 動脈 ミ 
共に 走り 直接 腹部 下 大 静 脈 に 入る ・ 

上 腸 間 膜 静脈 は 門 脈 の 本 流 を な し 骨 完 静脈 を 集め て 肝臓 に 入る. 

他 の 静脈 は 全く 同名 動脈 さ 共に 走り 特に 記述 する ここ を 要 せ ず . 

SOM 諸 内 臓 々 器 移植 肉腫 の 血管 レ 線 像 
第 一 節 de 

正 各 に 腫瘍 を 移植 すれ ば 2 週 日 3 週 日 に し て 直 衝 1.0 一 3.0cm. Dh ts 
る 腫瘍 を 形成 し 多く は 其 の 粘膜 面 の 中 心 に 潰瘍 を 形成 し , 動物 は ょ 週間 以上 
生存 し 仁 あ も の 少し . 移植 部 は 比較 的 血管 の ) 少 き 部 を 選び 大 雪 に 近く その 前 
RE HATH O. 

I, PR ATS PS ERO 4) 4 GPA = BET HD ALAC, MOP nos (= IE 
EVR D ALB AGM KO APRA BPS TC FAS EIKE I 3.540 
ce を 注入 すれ ば 適 営 な り . (2KENIDKEL T) ARIE TE AE 5 RU7z HH 
剤 は 最も 抵抗 少 き 所 に 最も 先 に 最も 充分 に 区 つ る に 至る . 即ち 注 入 個所 に 最 
も 近 き 所 は 適 常 量 を 超え 易く , 注入 個所 より 最も 離れ た る 所 , We STE Mt 
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Hho < LIES A DB S APTS BR LER SAD O. 例 へ ば 内 臓 軸 動 
MRE OTEA SD ZIEH REP ZCH ROHR Td HEAD Ze 6 
ざる が 如 し . 之 は 死後 直後 に 注入 する 場合 に て も, ERE TR MIRO 
トド に て 注入 する 場合 に て も 同様 に し て , BBOR LY RIL w (NSB 0. 
腹部 大 動脈 よ 間接 に 注入 する 時 は 内 臓 軸 動 脈 に 夫 す る に 殆 さ 直角 に 曲り た 
る 行路 を ミ ら ざる べから ざる を 以 て RA RANDE FAs MMS 7% 
る . 骨 及 肝 氏 に 於 て 適 営 量 を 超え た る 時 は 環 脈 像 の 題 あ > ゝ た め に , 所 見 の 刊 断 
(= PRS e 75 LB AS CS BEL SS CAO POS BAK, FASE APR 
を 題する に 下る . Wc HS TSA MOR BMG LU 2 BMA TH] 
DEAR BOB DIL 0 NAM K し 小 孔 を 再び 縫合 し , 注射 
右 を 以 て 適 常 量 の 室 筑 を 胃 内 に 送 入 し , 然 る 後 撮影 せり . 
Cro. 
第 1 例 . BiG. (第 3 賠 

Fig.3 Sarcoma in gastric wall. 移植 28 日後 撮影. 
ンプ DAG Ai BE |< a 
指 頭 大 の 腫瘍 わり . 
mT BIZ し て 基 の 
精 膜 面 中 心 に 小 な る 
潰瘍 面 わ り . 血管 は 
腫瘍 を 中 心 と し て 周 
I. YAY Mar 
MrMAL, 且つ 蛇 
行 し つ ゝ 腫瘍 内 に 入 
る も の あり 。 又 血 管 
分 枝 の 新生 増生 に ょ 
り て 血管 の 湯 富 な る 
こと を 明 に 認 む る こ 
と な 得 べ し と 。 


if 2 BA. ofS 2 HR. 





M. 胃 Stomach 
L. 肝 臓 Liver 移植 20 日 後 撮影. 


Tr 肉 fifi Tumor FD KAM a ME I ELE 

















us 





%j1.5cm. の 腫瘍 わり . BRI LHRH 38cm. の 腫瘍 わり . 
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CRAG I Hat « C= A 


り 硬度 軟 な り 。 BAAD: CCMAORMS UBLNSD. HE HA こ 
し 前 例 と 同様 な り 。 RR Reet AU CRY Rte A EL. 


第 3 例 . 583 He. (第 3 fal) 


移植 21 HERE, OMIM TE | RO BMS HLH 2.5em. OUI REIL 2 


腫瘍 わり 。 KEMRTTIZ (LAS H0.5em. の 財形 な る 潰瘍 ん 形成 し 


有 有 流し 周 園 ば 坦 防 状 に 


隆起 す . ME LPM LU RNS LOL ADM LI KRALL BAP? OTH 


Fig. 4. Sarcoma in gastric wall. 





M. iz} 

L inet 
yi Ni 3 
ML a | 


A, PLAS LMOTE し き な 見 る . 
第 5 例 . 第 5 He. 
移植 20 日 後 撮影 。 胃 の 前 壁 大 竹 に 


ANE = MEM Ae The RE EG DY, 
も, 之 な 開き て 撮影 せる 像 に 於 て は 腫 場 を 申 心 と 


Stomach 


Liver 
Tumor 
Spleen 


合 し 殊 に BORE 
PC AS |= 新 
生 増 生 さ せら る ゝ な 
見 。 中 心 の 潰瘍 た な 


る 部 は 元 つ て 血管 
の 少 き を 認 む . 


第 ま 例 . ofS 4 

移植 2 日 後 撮影 . 
HD wi REA GP HE ¢ 
HEH) 1.5em. の 腫 
BH). Ae we I 
CC RAS TAT = (2 WE 
の 形成 な 認め ず . iil 
れ ど も その 中 心 の 粘 
RELI RA BUA 
BRUM 5 2. 血 
管 は 腫瘍 た 中 心 と い 
て 小姓 及 大 如 側 ぶり 
細 枝 Me る な 認 
む 。 本 例 に 於 て も 血 
管 は 腫瘍 の 周 ait Is 


JES HY 15cm. DBE MRT BMD YK 


EEE HSC (LED fic EE Ae RUT Ei 
し て 周 園 より 血管 


の ) 集 れ る な た 見 る ん 


得 べ し 。 BEM HOTELS MLA CMA, それ より 出る 
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PROD WEFT CL AEE BBM FERS CL, 
6 Pil, 6 HE. (第 5 賠 ) 
Fig. 5. Sarcoma in gastric wall and spleen. 移植 18 日 後 撮影 

dD Kaa ES 
部 に 於 て AEH) 1.0 
cm. DAF Mm FT Die 
WHY, 腫瘍 た 中心 
と と て 血 容 の Ke, 
ME, 新生 な 認 むる 
tem TES 
ASA = YC LAE 
RB Ab i> し て 血 
POSE Loe 
る も の な り 。 

第 7 例 . 第 7 SK. 

移植 19 日 後 撮影 . 
胃 の 大 考 に 近く 肝 職 に 四 し て その 前 壁 に 示 指 頭 大 園 形 扇 在 な る 腫瘍 あおり . 精 膜 面 に は 
#) 0.8cm. DAE AAT Se im LIA し 周 邊 は 隆起 す . 本 例 に わり て は 腫瘍 は 
大 細 に 近く 位置 する 朋 に 前 後 祝 引 像 に わり て ば 腫瘍 の 位置 鮮明 な 鈴 け ど も, 之 ん 開き 
て 撮影 せる 像 に わり て は 腫瘍 に BCA SO 血管 綱 の 増生 せら る ヽ ゝ な 認 む る こと を 
Te. ft DG I= WAL BM LT ONE CHIL MFHT ZC, 





第 8 例 . 第 8 He. 

移植 25 日 後 撮影 胃 es に て 大 答 有 方 に 於 て 小指 頭 大 の 扇 在 財形 な る MED U. 
本 例 に 於 て ほ 腫 瘍 の 衣 育 弱く し て 血管 の 集合 著 し か ら ず . 

9 Bil. 59 He. 

移植 23 HM. 胃 の 大 姓 に 近く 前 壁 に 直径 3cm. OME WARS 腫瘍 わ お り 。 肉 


PAE |= (LEH) 1 cm. の 財形 の 潰 揚 ee NEED Bl 増生 せ 
SAND FTIHOTMEI ELIA, 


#3. 
DAT AN TER AT RE = HS INE UE CS AEE LS AR EA 
Hi LI SARIS S < ei PBI LU LS BB Ai Wk eR LIK LIA & 


DOD PWR OD HLS HALE A SEK A O WEBS 22 HEL Ad. 
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* 


場 の 組織 増生 機 韓 の 星 成 度 ミ 血 流 ミ 相 店 行 せ ざれ ば , 腫瘍 組織 の 中 心 は 退行 
PERE eH LIN PASS. 血管 は 小節 側 大 租 側 より 出る 分 枝 が 腫 場 を 中 
心 こ さして 集 り 來 り , 血管 腔 は 振 大 せら れ 或 は 昌 行 し , 分 枝 は 更に 分 枝 を 新生 
LCR S70, MB ORBR SA. 腫 卿 が 大 な れ ば 大 な る 程 そ の 像 題 著 に 
LC, MBO RFS Ss EOI LM TIERE PBMCS. HOCK OTB 
形成 せる 中 心 部 に あり て は , POMERISHMOTZ LS 2A. 
第 二 節 PRE MEIC SR 

Pie — sete PA Ve HEAT AERO TIEREN SDL. FZ UA 
DANS RCA Ze TERA SFA EEDHAR 0. Sco SpwIEA TAULIED 
り . BERETS BORIS IEA DET BEL AO EL SRK AREA 
る も の あり 0. 
Ep. 

第 1 例 . Bo che). 


Fig. 6. Sarcoma in spleen. Enlarged view of the area 


enclosed by a dotted line in Fig. 5 





移植 18 II Geh, MRM Ie = LEH) O.7em. の 腫瘍 わり 。 BER MLL EME Ts 2 ABI HS 
TIERARTEN 2 MOD H DM ILMO FFE IB 基 の 陰影 
AMET, MGA RET SMO AMIRI EF Bre HLS. FS 6 MLAS 5 fill = HS Cae 


る も の な た 増大 せる も の な り . 
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第 2 例 . of 10 5. (第 7 園 ) 
Fig. 7. Sarcoma in spleen. 移植 29 日 後 撮 影 . 

MER tp se i= EH) 
2.5cm. の 腫 場 わり . 
中 心 は 坦 死 に BY HK 
化す . 造影 客 が 健常 
部 に 入れ る 部 は 血管 
分 枝 の 外 に HEABD 
TR > MERHIKD 陰影 を 
認め 。 腫 揚 の 部 は 其 
RRS Ot 

BRA VLA も TERE 
陥れ る 部 は 全く 血管 
(RIL RHA BO fF 
在 す る こと な き が 穫 め に 健常 部 に 存する が 知 き 琉 弁 状 の 陰影 を 認め ず . 

第 3 例 . 第 11 Hk. 

移植 19 日 後 撮影 . RAD He FLY 1.5em. ee る 腫瘍 わり . 腫瘍 の 存する 部 
ERTL ores: , 血管 の 細 枝 は 腫瘍 の 中 心 部 より HO Eh 
BI PS CRAKS FE し 健常 部 より 生 ヽ KM 

第 4 例 . of 12 i 

移植 26 日 後 撮影 Me TER) 1.0cm. の 財形 な る 腫瘍 わり , 本 例 に 於 て は 造影 戸 
TEATS WEIS し て 健常 部 に 簡 質 窒 の 陰影 た 願 さ る 1 腫瘍 の 邊 線 に の みせ MRO 
陰影 を 認め 腫瘍 血管 の 像 を 認 む る こと を 得 た り . 





Fig. 8. Sarcoma in spleen. 第 5 例 . 第 18 競 
(第 8 M) 

AHL 18 日 後 撮影 . 
DARA vp Hei EH 
2cm. の jay RAR 7% 
る 腫瘍 わり . 肝臓 に 
US BS BE 
場 と 多量 な る 腹水 存 
移植 18 日 後に 死 
に せる も の な り . W 











ee 


ymk マー 





ed 


NE FENG 
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BAS ES ML RB EL TS EY Ke SCE RHA CONT SL ka 
認 む る な を 得 . 

第 6 例 . of 14 ak. 

移植 18 日 後 撮影 . 腸 臓 の 中 央 に 直径 約 1.5cm. の 扇 邊 財形 な る 腫瘍 わり . 前 例 と 選 
じ とく 肝臓 に 於 ける 韓 移 性 腫瘍 と 多量 な る 腹水 を 認め 死亡 で る も の な り . 腫瘍 内 に 至る 
血管 ば 健常 部 に 比 し て 細 枝 の 増生 せら る ゝ な 見 る 。 

第 7 il. 第 15 Hi. 

移植 21 日 後 撮影 . 悼 臓 の 中 央 に 長 さ 約 5cm. の 橋 回 形 の 腫瘍 わり . BROKH=TOD 
ー な 侵さ り . 腫瘍 の 部 の 動脈 血管 ば 健康 部 に 比 CCAS し て 血管 の 増生 せら れ た る 
を 認 む る こと な を 得 . 

第 8 例 . 第 16 He. 

移植 21 日 後 撮影 . RRO psi 2.5x1.0cm. の 腫瘍 わり . 中 心 ば 壊死 た Sey, 
腫瘍 は 腫 臓 の 約 二 分 の 一 を 占め , 健康 な ぁ る 部 ほ 腫 瘍 の 雨 端 に 残れ る の みな り . 前 例 と 
同じ く 腫 瘍 内 た 走る 血管 ば 健康 部 に 比 し て 湯 宮 な る な 認 む る こと な 得 。 

綿 括 . 

一 般 に 家 兎 腫 職 は 比較 的 小 な ろ る こさ ミ 血 管 に 富める 職 器 な る を 以 て て 健常 な 
る も の も 動脈 血管 父 を 巧 に と 線 寛 中 上 に 題 す こ ミ 困難 に し て 造影 絢 が 少し く 
過多 に 注入 せら る ゝ 時 は 瀬 夢 性 の 陰 間 を 早 し , 篇 め に 動脈 血管 像 は 捧 は る ヽ 
に 至り 之 を 認 む る 能 は ざる こさ あり . UEFA ThE 
場 を 移植 朋 育 せ しむ る に 動脈 血管 は 健 常 部 に 比 し て 多く 存 し , 増生 せら れ た 
る 細 枝 の 像 を 認め 得る も 腫瘍 の 評 育 に より 髄質 費 の 存在 する ここ な き に 至る 
EU TCE OMS § BOM REES ACER. 面 し て 腫 場 を 楽 養 す る 血 
管 は 腫瘍 の 周 穫 に 比較 的 多く , POOR OSD MATS MPR wo 
DRESS. 

第 三節 FRABICROSHR 

家 和 の 肝臓 は 多 葉 に し て GERHARD 氏 の 成 書 に て は 軍 に 左 石上 下 四葉 ミ な 
すさ 記載 すれ ざさ も, 9 筐 原 氏 の 比較 解剖 硝 的 見 地 よ のり の 研究 は 精細 に し て 氏 
に よれ ば 左 葉 , 左 内 側 葉 , 右 内 側 葉 , 尾 状 葉 , HE. 方 形 葉 の 六 葉 に 分 も た り . 
肝 動 脈 は 各 葉 に 一 本 宛 の 主 な る 分 枝 を 出し , 先 づ 尾 汐 葉 突 趣 部 に 一 枝 を 出し 
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Fig. 9. Diagram of arterial distribution in normal liver. RC EAR 
A 左 内 側 葉 “ifs 
ノエ ラド に L ALS 3 

ie ! 4 BURN 

に 分 枝 を 


ae rd BATHE 

ine 至る も の 

は 尾 装 葉 

突起 部 分 

fee. 枝 よ り 分 

ren | Oe れ 。 KT 
尾 時 突起 部 BF 





枝 は 右 内 
側 葉 に 至 


Fig. 10. Sarcoma in liver. 
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る も の さ 左 の 二葉 に 至る も の さ に 分 れ , 後者 は 更に 左 葉 及 諾 内 側 葉 に 至る も 
の に 分 る. MRE ES LOWS MEARE OF, 方 形 葉 に 至る も の は 左 
WATER EK OFPA. 

FBO ice (= (SH RO NEB FAHRERN Lb, 次 で 生理 
“ie: wi CC ae 
より 「 ウ ム ブ プラ トー ル 」 を 「 プ ロ 足 1.7-2.0cc 注 入 し し 線 の 撮影 を 行 ひ 更に 門 


脈 系 統 の 撮影 の 入 に 前 腸 間 膜 静脈 より FEAT 7 m HE 3.0 左 を 注入 せり ・ 
第 1 例 . 第 17 HE. (G5 10 Gil, 第 11 Gil) 


Fig. 11. Sarcoma in liver. Portal system injected with thorotrast. 





移植 23 HI, ROTER OMBI= HH 2.0cm. ORBA Re る 腫瘍 わり, 中 
LEIS WS. IRD FERED A LY LCT: BREIL MEE TAZ D FEA BE L 
Me CHEAT TEN MRA DIT I PRR BAB, BEIT 2 ARIS it 血管 
DEC IAS, KETMAC SMT LEO OD MRE MMT 2 必要 に より 著 
し く 血 流星 監 と な れる も の な り . Wi M—-OMAIZO 3 PMR MIM VM > 注入 し か 
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BL Dre WS | FORT OPMMIL 7 DBAs FROGRMDRe StS ZAR 
むる な 得 べ し . 

第 2 例 . Tf 18 Hk. 

移植 20 Hei, AFRO ATA OE = RES > MO 間 に 於 て 2.5x1.5cm. DKM 
UH DE), MEG LAE SY ES ERD RAK LEI Re TRE Bre BL. 
PR AED 585 TE AES = A TUN HOF ERO MRA PEMA (LIAR SA UO 
USB ZEST. 

第 3 Pil. 第 19 Hk. 

移植 16 日 後 撮影 , NUMERO AI 示 指 頭 大 の 境界 答 ト 不鮮明 に し 
て 滋 潤 性 の 増殖 を な せる 腫瘍 わり , 諾 葉 及 諾 内 側 葉 ほ 重り 合 ひ た る ED &k > HN 
DBR MY, 肝 動 脈 血 管 像 を 見 る に 右 内 側 葉 本 枝 の 腫瘍 に 向 ひ て 走れ る 1 の 
は 著しく 撫 大 し 蛇行 し て 腫瘍 中 を 走り 更に 多く の 細 枝 を 出せ る を 見 る . 左 葉 左 内 側 葉 
の 血管 枝 ば 二葉 が 疹 著 し て 相生 り 合 へ る 息 め に 少し く 鮮 明 を 鈴 け ども 腫瘍 血管 核 と 比 
すれ ば 何れ も 細 小 な り . 同一 の も の の 門 脈 系 統 血管 撮影 た 見 れ ば 腫瘍 の 部 分 の み ば 門 
WRAR (LSE U4 ( HOPE BAMlL 3 F, 

4 Pil. 第 20 SH. 

移植 25 HR. ATA UE = SCRE ¢ BROOM |< AEH 1 cm. の 球形 の 腫 場 と 
WEBER D WIFI BS AONB DY. MAR OAT MAG PRA TR) lem. の 球形 
な な せる 肉腫 わり. 肝 動 脈 の 右 内 側 葉 に 至る ち も の ょ り 腫 瘍 に 至る 分 枝 は 何れ も 著しく 
増生 せら れ 腫 場 を 取り か こむ が 如き 像 を 示し 健康 部 と 比 し 甚 し き 差 異 わ る な 認 む る な 
待 叉 左 葉 の も の に 於 て も 腫瘍 た 中 心 に し て 細 枝 の 増生 せら る ゝ を 認 む る こと な 得 . 

5 Pil. 第 21 GK. 

移植 23 HH, AA ED NE AEH 722 4.55 cm. 
DEE PERO BRi= 3.0x1.0cm. の 腫瘍 わり , RELA Fete t MMe. MR 
BiB し 灰白色 を 呈し 内 容 極め て 少し . MAMA T 2 AED 腫瘍 部 ば 
門 脈 分 枝 全 く 清 退 し て その 像 を 現さ きず , 左 葉 の 腫瘍 に 於 て も 1 規則 正しき 陰影 な 見 る 能 
は ず 。 

弟 6 例 。 第 22 呪 . 

移植 20 日 後 撮影 , HMO ATE CEM & BROMI- HEH) 15cm. の 少 て 
権 園 形 の 腫瘍 わり . 肝 動 脈 の 分 枝 ほ 一 ば 右 内 側 葉 の 本 枝 ょ り 楽 り 。 -U AED 
の 方 形 葉 に 至れ し る も の が 腫瘍 の 左側 方 ふり 來 り て 其 の 管 腔 を 撫 大 し 腫瘍 ん 園 続 し , AM 
枝 を 増生 せる を 見 る . 門 豚 系 統 の 像 に 於 て ぼ 腫 瘍 の 部 の 門 版 の 清 退 に ょ る 無 構造 た 見 
4, 
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第 8 例 . 第 28 He. 

移植 23 日 後 撮影 肝臓 の 右 内 側 に 於 て HREM D AT WIG I= 直径 約 2.5cm. の 球形 な 
NGG), 動 脈 血管 ぼ 腫 瘍 た 中 心 と し て 集 り 腫 瘍 内 に も 細 枝 の 多 敷 に 走れ な な 認め 
健康 部 に 比 し 明 に 血 流 の 星 成 な る を 認 む る こと な 得 . 

9 Pil. 第 24 He. 

“ 

移植 16 HH, FWD Ar AU TEEN ょ RRO IT HABA AO in), 
MER SRT TT. PGND Fy RED ET LO » 腫瘍 に 向 ひ て 走り 腫瘍 内 に て 多く 
DAMA HL, 更に 癒着 さる 大 網膜 の 血 答 と 陣 合 せる を 認 む る こと な 得 . 

第 10 例 . 第 25 He, 

移植 31 日 後 撮影 。 肝臓 の 右 内 側 葉 に 於 て 騰 状 征 と 邊 絡 の 間 に 3.0x4.0cm. DH 
條 鮮明 に し て 之 に 切 割 を 加 ふ る に 米粒 大 の 円 瘍 の 多 敷 相 集 り て 一 つの 腫瘍 た 形成 せる 
が 如き 状 を 示せ る 浸 潤 性 増殖 を な せる も の あり 。 同様 な る Me 呈 せ る 2.0※1.0cm. 
た の 腫瘍 を 堪 葉 の 右側 方 に 存在 せる を 見 る 。 線上 に 境界 明 な る 腫瘍 の 陰影 な 見 る 能 
は ざる も , 腫瘍 存在 部 の 肝 動 脈 分 枝 [ そ の 管 腔 を 失 大 し 蛇行 せろ わり,<。 又 その 部 は 細 
枝 の 増生 せら れ た る な を 認 む . 

if 11 例 . 第 26 HE. 

移植 20 日後 撮影 。 肝臓 の 右 内 側 葉 と 左 葉 と の 間 に 1.5x2.5cm. DHE HY, AT 
内 剛 織 に 小 な る 韓 移 性 風 瘍 わり , 肝 動 脈 の 方 形 葉 を 終 て 面 瘍 に 至る 分 枝 は その PEPE 
拉 大 し 蛇行 せる を 認 む . 又 腫 瘍 部 に 於 て は 門 脈 系 統 の 樹 枝 駄 の 陰影 の 鈴 如 せる な 見 る . 

第 12 例 . 第 27 ye, 

移植 20 日 後 撮影 . RROD ACA ME OMI 小豆 大 の HY. 他 の el 
RGA ODY CLOMY, され ども 肝 動 脈 の 血管 像 に 於 て は 腫瘍 に 至る 細 枝 は 
MERKEN P= ES AMR L 他 の 健常 部 に 比 し 造 に 多き こと な た 認 むる な を 得 . 

“m 括 . 

以上 肝臓 に 移植 せら れ て 義 育 せる 肉腫 に 封 し て 血管 の 分 布 装 態 を 線 括 する 
EEE TFT DB YEO BEEN ERD ERIS ZO FERS HRA LIT LO > SEO, 更 
に 腫 場 内 に 細 枝 を 増生 UATE DEE BAG SH DE SENDE 2 
wt, 既に 壊死 に 了 史 り た る ち も の は その 周 園 に の み 多 く の 細 枝 の 集まれ る を 見 
る . か ヽ ゝ る 笑 化 は 腫瘍 の 大 な れ ば 大 な る 程 著 明 な れ SE GRIGG 12 の 如き 
WFR NMG AK H OT & AAS MAF DO PAPA Bik AR U AREA EDA 
り ・ TM U TEE TE EAB IZ HAO 2 FAM HES SAAT ERB IE A= A PRR = 
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し て の 機能 を 失 ひ , SR: に は 門 脈 の 特異 な る 樹 枝 状 の 規則 正 し き 形 態 を 見 
る 能 は ざる に 至る . ED OIGO BAC FOIE TER EMMONS 2 
新生 に 依り 増進 せら れ た る 血行 起り , 一 方 に 於 て は 機能 血管 な る 門 脈 系 の 衰 
MERKT. 

R55 OE FF S HLMUTDHER S SSD ED ERIE EO TN AA, 

- 異 物 を 注入 し た る 場合 に は 血管 は 如何 な る 態度 を 取ら や を 概 せ ん こし て 
MA り . 肝臓 に 異物 を 注入 せん さす る に 太 き 注射 針 を 用 ふる 時 
は 注射 也 よ り 出 血 し 易く 又 一 旦 注入 し 得 た る 異物 も 血液 ミ 共 に 逆流 する こ ミ 
あり ・ 家財 時 針 に よれ ば 暴 物 の 注入 容易 な ら ず . REMKAKO MAL L? 
の を 約 3 倍 量 の 生理 的 食 塵 水 に て 「 エ ムル ジ ォ ン 」 さ な し , 一 分 の 一 針 先 を 以 
て 其 の 0.3-0.5ce を 注入 し , 3 ARID LAGE Liz 4 RIE OA 22 ITO TE 0. 

第 1 例 . 1528 HE, 

異物 注入 28 日 後 撮影, 諾 葉 の 肛 縛 に 近く 直径 約 0.3cm. ON Be 2S BRAM 
Bas), WEY Vit REC RRR A ARO WF BLA = PIMA BEARD 2 能 は ず 。 U 
線 像 の 上 に は その 除 彰 を 認 む る こと 困難 な り , D> Sb Oi KCI RI- 愛 化 な 
Be sey. 

2 Bil. 第 29 He 

異物 注入 23 AHA, POCA SEO BRITE 6 米粒 大 の BHO MRO FE 
Eu), 肉眼 的 に は ai と 同様 の 所 見 に し て 。 VBURO LIT ER DEY ART 2 def 
す , 動脈 血管 像 に 姓 化 た 見 る 能 は すず . 

第 3 例 . 35 30 HE. 

異物 注入 43 日後 撮影 VENETIEN LC RK 黒色 到 あり. 血管 系 
統 に 著 妖 を 認 む る こと 能 は ざる こと 前 例 と 同様 な り 。 

以上 三 例 の 綿 駿 例 に よ 0 異物 の 注入 は 動脈 の 分 布 汐 能 に 艇 化 を 惹起 せ し む 
る こさ 能 は ざる を 知れ り . 即ち 肉腫 細胞 が 移植 せら れ 研 育 する さ 共 に 党 然 楽 
状 の 和 需要 を 時 に 仰ぐ べき 必要 より 血管 の 増生 充 銃 ミ な り , 何等 増殖 的 機能 を 
区 押 せ ざ る 異物 の 介在 に 封 し て は 殆 さ 血 流 の 反 應 な きこ さ を 知れ り 

SO 腸 壁 及 腸 間 膜 肉腫 に 於 ける 所 見 
腸 の 撮 靖 の 目的 に は 前 腸 間 膜 動脈 より 「 プ ロ 」 放 5.0-6.0ce の 人 造 弥 列 を 注入 
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すれ ば 適 営 な り . 家 腸 壁 に 生 ぜ る 腫瘍 の 撮影 は 内 容 を 除 夫 する に あら ざれ ば 
鮮明 な る 陰 逐 を 得る 能 は ず . PITA PIEA OR, AA RRL, FL 
を 閉 ち , 適 党 SA 隆 せ し め て 後 撮影 せり . か ゝ る 操作 を 
ZIELE -AMERLIERTENTKASEMOHUAHTAIITKSIRH 
し , 故に 「 ト ロト ラス ト 」 よ り も 「 ウ ム プ ラ ト ー ル 」 を 使用 する を よし くす. 

EC ie Bi. 

第 1 Pi. 第 31 HE. 

移植 28 Hei, 皿 腸 の 壁 に 直径 約 3cm., 2.5 cm., lem. の 三箇 の 球形 を StS 
AM), 精 膜 面 は 充血 し 基 の 大 な る も の は 中 心 園 形 の 潰瘍 た 形成 さり . 腫瘍 の 大 な 
S4LD(ADIZ KCL MIMS HO METER し 腫瘍 の 底部 に 於 て 細 枝 の 多く 葬 合 せる を 
認 む る こと な 得 . 腫 場 (B) に 於 て は (A) に 於 ける 程 閉 し か ら ざ る も 仙 少 し く MOR 
張 さ る を 認め 腫 場 の 周 邊 に 於 て 細 枝 の 多き を 見 る 。 小 な る 腫瘍 (C) に 於 て は MOB 
ee BOTS ILD, EBETIEERANIIANZENFOTHREER N 2 LE IE 
な り . 

第 2 例 . 第 32 ye, 

移植 25 日 後 撮影 。 廻 腸 に 於 て 直径 約 1.5cm. 及 1.0cm. の 球形 を な せる 肉腫 わり . 
JEM CADIZ SY CILMI SRO FOR ZARB (B) ID U) CLO A |= A 
枝 の 増生 せる を 認 む . 

第 3 Pi. 325K. SRH, SB). 

2 例 家 兎 の 腸 問 膜 に 甲 位 し て 生 ざ で る 肉腫 な 撮影 せる も の な り 。 腸 間 膜 の 主要 血管 
a き 膜 に は 肉眼 的 に ば 殆ど 血管 の 存在 を 認め 得 ず 。 面 も その RT 
特 移 性 腫瘍 を 生ずる こと あり . 是 等 は 直径 1.0cm 以上 に 達する こと 殆ど な く , その 
表面 は 淡紅 色 を 呈し 肉眼 的 に も 血 流 の 時 盛 と な れる な 首 表し 得る に 至る . VRE 
に 於 て は 新生 せら れ た る 腫 場 に 極め て 細 き 血管 撤 の 走る を 見 。 他 の 健常 な る 腸 問 膜 の 
殆ど 無血 管 な る 構造 と 司 別 する こと な を 得 .。 即ち と 線 視 買上 に 護 明 し 得 ざ る が 如き 毛細 
ED GO B/E LER ON CMA LIF ORAMT IC ENZLIOLMTZ 
を 得る も の な り . 

第 よ 例 . 第 34 He. 

移植 28 日後 撮影 廻 腸 の 腸 間 膜 に 韓 移し て 生 ざ せる 肉腫 に し て 最も 大 な る も の は 0.7 
em. 小 な る も の は 0.8cm. の 直径 を 有する 扇 在 財形 な る 腫 場 な り . 表面 淡紅 色 を 星 
す 。 基 等 の 腫 場 に 於 て 腸 間 有 血 管 の 光 忠 板 上 に 著 明 に 題 は れ た る こと な を 認め 得 ら れ , 
前 例 と 同じ く 腫 場 の 費 生 ょ 共に 毛細 管 の 撫 張 せる も の と 思考 せ さら る . 
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Fig. 12. Sarcoma in mesenteric membrane. 





Fig. 13. Sarcoma in mesenteric membrane. Enlarged view of 


the area indicated by a dotted line in Fig. 12. 





第 5 例 . 第 39 5 
移植 83 日 後 提 影 。 麺 腸 の 腸 間 膜 に 小 な る は 0.5cm. 大 な る は 1.0cm. の 直径 を 有 す 
REIT A ERT BAR OMBEAM DY, 表面 何れ も 湊 紅 色 な 呈す . 前 
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ERTL TEN FO MIRC ARABS Ld AFH. 

6 Pil. 第 36 He 

移植 20 H RR, 空腸 々 間 膜 に 直径 約 1.0cm. 乃至 0.5cm. KAT SEA 2 
BES). MBELTELZLOR), この 例 に 於 て も 同じ く 新 生 腫 瘍 に 向 つて 毛細 血 
窟 の 撫 張 増生 せら る ゝ を 見 る . 

7 Pil. 第 36 He. 
HM ERAMI OC Hl Bs D eo I= 0.3cm. OA BAA TZ MBM DY. 健康 部 
PTR ¢ AMA = ARB UB WELLE SILK Ubi SAMS TO MD 
He GCE A ART SZ xb ARF. 

SS Bil. 第 38 He. 

移植 28 HM, ABO le ew |= FH) 1.0 cm. DERKA SANG t, 
EIS DIL SAG DY. 何れ も 前 例 と 同じ く 表 面 淡紅 色 を 呈し , ME Oem 
Me OMI ZBL, 

9 Pil, 第 89 Be, 

移植 28 日 後 撮影 , SABRE“ fH の AbD), —(2(A) AHO 2cm. OAH % 2% 
we OD EIKE II = BROW NK ATL CME T. AME BAST. 粘膜 面 ば 腫瘍 の 條 
RIL CS PERE SL PDL AIR UT BIRT. LO — (2 (B) BIL AIS C25 
x2.0cm. DJA D PSM = C CARA TAT LEB Ae 72 し て 隆起 す . SETH IL EANK I< OF 

Se fi Ae S CRT TR IATL Bt ER IED PRL BE COC ERE DI BI CC A ER 
す . UPR BA Se ZLIB Y TAI CCMA TES, re る 血管 は 
ake CMG ONSITE TH 2 Dame URN. Rue る 中 心 部 ae 
CMF ORIN と . PRE A C5 UT: SIEM AL APPR AID AY ERAN AT tt Y , 


第 10 例 . 第 40 SE. (Ba). 

移植 28 HE, BB BEIX (A) EY) 2.0cm., (B) RH 1.5cm., (C) ARH 
0.5cm. の 財形 な る 腫 場 わり . (ADRCB)IZKRT Kar Tori: "rn て 更に 細 枝 
の 増生 せら る ゝ な 認め 。 久 あ る 分 枝 は 著しく 蛇行 せる 状 を 示さ り 。(C) は 小 な る 腫瘍 
な れ ど も 腫 場 に 隣接 さる 血管 より 二 本 の 細 枝 の PRE ZL OD 腫瘍 内 な 走れ る な 見 


ee 


第 11 ur 41 He 
移植 27 HE, MEA RIPE BHC 2 KO BUM MLC RAS LON 


J, (A)OMIZR THE 0.5 20.7 cm. SAFE TT2 肉腫 と (B) OM ITH CBE 
0.5 cm. の 了 肉腫 と わり . PASSES Y RET SMO RNZLDHS IL 2 Mt 








320 


Fig. 14. Sarcoma in coecal wall. 





の 増生 又は 新生 UCHR Ae a tk LTR ARE ZZ. こと な 得 . 


第 12 例 . 第 42 He. 

移植 28 日 後 撮影 。 盲腸 壁 に 生 ぜ る 韓 移 性 肉腫 な り . 直 簡 約 0.7 cm , RAST. 
腫瘍 は 小 な れ ど も 盲腸 壁 を 輪状 に 走る 既存 動脈 より 細 枝 の 増生 は せ られ て 血 流 の MER 
る こと を 示せ る 見 る . 


第 18 例 . 第 43 Hi. 
移植 16 日後 撮影, 盲腸 壁 に 直径 約 0.7cm の 不正 回 形 の 腫瘍 あり . 前 例 と 同じ く 
腫瘍 未だ 小 な れ ど も 少し く 振 張 し 且つ 蛇行 する 小 血管 の 像 を 認 む る こと な 得 . 


第 14 例 . of 44 HK. 

移植 31 日 後 撮影 。 盲腸 に 於 て ABO Bel A SMHS oe = ML Lis! 
盲腸 壁 に 結 奥 状 た を 呈 せ る 2.0x1.5cm. の 肉腫 わり . その 他 盲 腸 壁 に 直径 約 0.8-0.5 
em. の 小 な る 財形 扇 在 の 連 タ 移 性 肉腫 わり . 前 者 に 於 て 腫瘍 内 を 走る 血管 ば 明 に 蛇行 し 
其 の 管 腔 は 撫 大 さら れ 分 枝 問 に 更に 細 枝 を 多く 出し 史 合 せる 像 を 認 む る こと な 答 . BE 
腸 壁 に 生 ざ る 肉腫 は 多く 小 に し て 或 る も の は 血管 細 枝 の 集合 さる を 認め 得る も の あれ 
LU, MALO LS ELANZELSZLOHY, 


第 15 Pil. 第 5 Ge. 
移植 23 日後 撮影 。 盲腸 陵 に 約 0.5cm. の 球形 を な せる 二 箇 の 肉腫 わり . AIT 
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LEW Ae SMILTEA PK ROMANE SLOMY, 動脈 系 は 静脈 系 の 陰影 に 
4 REG I= (LES SAE CCMA ITEM bn OF 
Hitt Bre LS, 

if. 2 

VBS BE RRS = PSO 2 ER RFR DK, BREN HO て は 腫瘍 
ERB OLX UGK KH EN ATRAHOPR RAL, 分 枝 間 に 更に 細 
枝 を 出し 網状 を な す . この 現象 は 腫 場 の 大 な れ ば 大 な る 程 明 な る が 中 心 潰瘍 
に 陥れ る 部 は 血管 の 陰影 少く 腫瘍 の 周遊 に の み 多 し . BRE AEA MBF IK 
於 て も 同様 な る 所 見 を 呈し , 腫瘍 の 比較 的 大 が る も の に あり て は 血管 の 蛇行 
る 状 を 明 に 認 む る こさ を 得 、 

細 腸 に 於 ける 家 兎 の 腸 間 膜 は 極め て 潤 く 主要 血管 の 走路 に の みろ 僅少 の 結 締 
組織 ミ 脂 肪 組織 の あり て , FA THM S 4b, 血管 走行 路 の 間 を 張れ る 部 
は 穫 明 に し て 肉眼 的 に は 殆 さ 血管 の 細 枝 を も 認 む る 能 は ず . MEL TD > OB 
間 膜 に 往々 腫瘍 の 謝 生 する ここ あり ・. 是 等 は 肉眼 的 に 見 て も 表面 淡紅 色 を 時 
L, 色 に 血 流星 盛 さ な る こさ を 想 到 し 得 ら る ゝ 所 見 な る が , VRB LICH 
て も 健康 部 の 腸 間 膜 に は 何等 の 際 彰 を 認 む る 能 は ざる に 反し , 腫 場 に 向 ひ て 
は 毛細 管 の 振 張 し て 走れ る を 認 む ちる こさ を 得 . 印 ち 以上 の 現象 は 何れ も 肉腫 
DEE FF = FEO MTR OME BACT DS も の ミ 云 ふ を 得 べ し 

SAR 腎臓 に 於 ける 所 見 

世 臓 に 肉腫 を 移植 する こき は 家 兎 は 1 月 以内 に 死亡 する こ ミ 多く , FR 
資質 の みな ら ず 腹部 後 盛 , 肝 識 等 に 韓 移 を 起す こ ミ 往々 あり . FRM UR 
撮影 SRD 内 職 軸 動脈 及 前 腸 間 膜 動脈 を 結花 し 置き , 胸部 大 動脈 より 「 ゥ 
ム プ ラ ト ー ル 」 有 又は! トロ トラ スト 」 を 「 プ ロ 」 肝 10.0cc 内 外 を 注入 すれ ば 動脈 
系 の み の 適 営 な る 造 彰 を 得 べ ( 

第 一 項 . 腎臓 肉腫 に 於 ける 血管 の 分 布 . 

ARD. 

第 1 例 . fh 46 GE. (第 15 彫 )、 

移植 32 日 後 撮影 ARI. Zc RO ARSE MAIN RU 2.5<6.0cm. DAM 
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Fig. 15. Sarcoma in kidney. 





A. 1. C. 助 問 動脈 A. intercostalis. A. O. SH High we A. ovarica 

A. R. ip) Be A. ıenalis A. I. L. 腰 背 動脈 A.iolumbalis 

A. SR. al Gye A. suprarenalis. 
り . Bok it OR SOME bY. 腫瘍 の 前 部 に 於 け P(e 
Ban). Aca RRL CC AK し て 曲 走 し つ ゝ 腫瘍 上 を 走り , ID BR O Abe 
出し , 健 側 に 比 し , 著しく 差異 わる こと 一 見 明 な り . 腫瘍 の 前 方 に は 第 十 二 助 問 動脈 
の 先端 延び 座り て 敷 枝 を 分 岐 し , 副腎 動脈 の 分 枝 は 網 潜 を な し て 天 合 さる を 見 る . Mi 
場 の 後方 に て ば 腫 場 の 直後 方 に 左 卵 巣 わ あり て , こ ヽ に 失 る 卵巣 動脈 及 腸 腰 動脈 の 分 枝 
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が 細 枝 を 出 し て , MAMMOTREMAT SAWS. BS MMT: aS RHMK 
に と て , 第 十 二 助 問 動 脈 。 卵巣 動脈 。 腸 腰 動 脈 等 ば 第 二 第 三 薬 養 動脈 と し て 腫瘍 に 集 
まれ る も の な り . 菅 動脈 の 腫瘍 生 部 に 於 ける 像 は 著しく 疎 に UC EEE U) 
皮質 に 於 ける 血管 の 排列 状態 は 特に 負 れ , 髄質 に 於 て も 臣 動脈 の 分 枝 は 陰影 清く し て 
ML. 腎 動脈 の 本 枝 ば 是 等 健康 側 と 上 比 す る に 。 如 側 は 征 * 細 くし て 二 箇 所 に 於 て 血管 
の 菅 腔 狭小 と な り , 血管 の 撃 績 せら れ た る が 如き 観 た 呈 せ り . 

本 例 に 於 て ば 腫瘍 の 融 育 に 件 ひ 楽 義 動 脈 た し て 副腎 動脈 は 撫 大 曲 走 し , 腫瘍 の 位置 
大 さき に ょ り 助 問 動脈 。 卵巣 動 朋 及 腸 央 動 脈 等 の 分 枝 集 り て 血行 を 容易 な らし め , 腫瘍 
の 楽 養 を 助成 す 然 れ ども 動 脈 及 その 分 枝 ば 腎臓 機能 の 減退 に ふり 吐 盛 な る 血行 た 
WE LILT ESI EY BA Beh 272) MIL TRO GR LILY MLE OMB ZAM 
HLL. 

第 2 例 . of 47 5%. 

移植 28 日 後 撮影 。 諾 契 臓 の 前 部 及 後部 及 其 の 後 腹壁 に 長橋 園 形 な る RAAT Khe 
な し て, 答 ・ 不 規則 の 形 を と れる 3x6.5cm. の 肉腫 わり . 腎臓 ば 其 の 皮質 な 甚 し 侵さ 
れ , 左 卵 巣 ば 腫 場 の 後方 に 於 て 之 れ と 癒 著 そり . 腹水 多量 に 存 し 肝臓 。 胃 壁 , 腸 壁 等 

EUMOWB BE, 一 般 に 腫 場 に 至る REDE LT 主 に 副腎 動脈 基 CC HK 
とし, それ より 更に 細 枝 を 分 布 す . PMO RAS 腫瘍 に 替 し て は , PMO 
分 枝 が 主として 腫瘍 の 楽 養 に 開 奥 す る 楽 養 動脈 と な る 外 , 第 二 に ば 正常 に ば 殆ど 認め 
られ ざる が 如き 動脈 が 諾 起 動 脈 の 腎 門 部 に 入る 前 に て 分 岐 し を の 管 腔 を 蛇行 し て 腫瘍 
の 中 心 に 向 ひ 。 更 に 細 枝 に 分 れ , We LRAT SAS. ML OMIA 
動脈 の 一 枝 は 前 方 に 延び 。 更に 分 岐 し て 後 腹 驚 の 第 十 apache: CS BK 
EBENEN, LNPREOBITKOM EL SAS. FMORDM ICRF 
tS II UCL ACSR GIR, FEF SMO DRI RBM FD HELL MA 
CARR AeA, Re PMR AAR SY) DAT BT RRO UC PEAK in も て 


ME), AEE (LA AMAR Ae BMH し て 欧 合 せる を 見 る . 何不 臓 の 外 後方 腹壁 に 於 て 意 
育 さ る 二 筒 の 轄 移 性 腫 場 に 時 し だ 勝 腰 動 脈 の 分 枝 は 殊 に 腫 場 を た 中心 と し て 集 れ る を 見 
a 


i C CHRBE DDI T: BFF BBD FF i LPT Bee HLS I A SLT: Ba 
(LHANKD RE BRIS し て 疎 と な り , ERED E72) CAB U RENT Se IT 
Musi), 

OS AS PIS HN) TE FR AAN I RO AMORA CIT: SR, AFTER (tHE 
DESB-RRUNKELTHOFERBEK L, 蛇行 し て 走り , 分 枝 な 増生 し , 腫瘍 に 
近く 生理 的 に 存在 せる 血管 な る 第 十 二 助 問 動脈 BRM, THOM, 腸 腰 動脈 , 腰 
HOM, LOHMOARKS Y HN STEREO RE DH RARA U CHER 2 70S 血 流 を 
容易 な らし め 、 PIPSPEGOMENUNSZLOUNY, 断 の 如く LT-HRRDKD 
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REIFEN, HI PS CLM LAER AT AER, 血管 腔 の 狭小 を 來 し 血 流 
衰退 の 像 を 示す に 至る も の な り . 

第 3 例 。 第 38 HR. (第 16 Fy). 

移植 31 日 後 撮影 。 左 腎 に 移植 . 左 直 の 主として 前 生 部 を 侵 さる 6X3.5cm. の 長橋 
財形 の 肉腫 あり. 唇 賞 質 ば 約 を の 二分 の 一 を 侵さ る. 腫瘍 の 中 心 は 載 死 に NY. % 
FEED) CH) 2.5cm. 直径 の 球 次 な る 肉腫 わり . TOMAROMM |< CHE 
に 接し 示 指 頭 大 の 轄 移 性 腫瘍 わり . 諾 副腎 動脈 は 著しく 其 の 管 腔 を 撫 大 CHE CHE 
場内 を 走り , 多く の 細 枝 を 出し 左 引 の 外側 方 の 韓 移 性 腫瘍 に 習 し て も 多 表 の 分 枝 を 出 
さり. 腫瘍 の 内 側 よ り は 第 二 一 第 四 腰 背 動脈 の 分 枝 は 延び 来 り 。 下方 より は 腸 腰 動脈 
DER) て 副腎 動脈 と 物 合 せり . 

‘ca FASE OC (LRA SY aR BL CORBA RATA 
MIE AILS ( DARAN. MIONE (LAM SU BoE BAK 
D FFE) CARES PABA U). 

AMD FRR AN ZI SL DLT EIS LDA SH, 大 部 分 は 基 し 
CES NBMIX LAD MSMME LAME RF, 

O05 Ac PRPS I= Bt CaP AKL ET: SEIS CCR BOK, BOK 第 二 第 三 
DREI, APES PS CLF SY PRS PRL RDS ET: OR 
EOMKLUNSZ も の に し と て, RMBOMIBKREK ELAS. AOR FRA 
AD AMOR HS NTAMTINLTORVAMS Tl MEOREAML, 残存 せ 

る 後 極 の 健康 部 の み に 引 動 脈 分 枝 の 像 を 認め , この 部 は 比較 的 血管 膝 太 く 代 償 性 機能 
TLE AHH ZLOMSASCL. 本 例 に 於 て ば 腎 動 脈 本 幹 健 側 に 上 比 し その 管 腔 の 太 さ に 
於 て 閉 明 な る 差異 な 認め ず . 之 れ 王 存 部 に 診 け る 機能 元 進 と 著 明 な る 副腎 動脈 の 張 
わる に ょ る も の な る べし . 

A 4 Pil. FS 49 HE. 

移植 29 日 後 撮影 。 BD. EERO RFR t OMRON: Ssh em. の 
ERA St BMD). WAGED MIS CHAT. MNO 先端 部 に 近 
く 腹壁 に 直径 約 8 cm. ONES Se SBE DY), Mok Set che 
i_SMOMB DY), Zeal PROMILA C6 IAEA CE CE ORT & YO 
RIES DBA L, MD HITS Y(t 7eSB MBNA DS EU ¢ GR Ue 
AF UC Aa Bee HCA LAT. PEF SM MEDI DTH RER 
) C7ESB EEDA a FFARR EM FL, MUG ORI PAST ZILA. 休 本 例 に 於 て 
URS SI PS THEA BK SY HC RRR ER 3 ATI HE BARR OC 
蛇行 し て 腫瘍 に 至れ る を 見 る . 本 枝 は 通常 家 兎 の 血管 人 徐 に て は 見 られ ざる も の に し て 
腫瘍 染 状 の 艇 に 著しく 所 張 せ さる 結果 , VI AL 2 - TENZLOLMIGDZ, 
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Fig. 16. Sarcoma in kidney and suprarenal gland. 





AR: iS hy) AK A. renalis 

A. SR. al) HP A. suprarenalis 
R,. SB. ii) & # Rami suprarenalis 
N. N. All Fi Tumor 


FG) We |x A A= BS CIE EAR MEI = FES LT: SMT 2 TOA BBD RE 
明 と な り , RRMA LEME LE OC Rept any, 
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CNS AIS Sb I CE CCA LS LMS LU COS BRE 
と な り , SEM, FMM, 腸 腰 動 脈 及 腹部 大 動脈 より 出 た る 一 分 枝 等 は LH 
HARI EAM TSS も の に し と て , MORRIS S LOWY, Mi CCM 
DBR ERMDMO MAT DO HE ENTE CC RAL RER LK ARAN. 

5 Pill. 第 50 HR. 

移植 19 HE, FIRE. FED 2.5x2.5cem DAid), 本 例 は 造 
影 上 を 静脈 系 に まで 至ら し めん と し と ( 和 死 般 に 於 て ) 少 し く 過剰 に 注入 し た る を 以 て 腎 職 
HAA OR, BA LAIST ZA. 腎臓 肉 性 に 麗し て 副腎 動脈 の 分 
枝 は 延び 來 り て 腫瘍 内 に 於 て 蛇行 し, 多く の 細 枝 を 増生 し , 後方 よさ り ぼ 腸 腰 動 脈 の 分 
KR) TUBE Y, その 他 本 例 に 於 て 特異 な る ば 店 動 脈 の 起 始 部 近く より 分 岐 し , 後 
RABE OCR GIS EY, 先端 は 曲 走 し て 腫瘍 内 を 走り 副 診 動 脈 の 分 枝 tae 2 
無名 枝 の わる こと な り . これ は 通常 の 家 離 に て は 見 ざる 動脈 な れ ど , 腫瘍 の RHEL 
と て 著 明 に と 線 像 に 訓 は る ゝ に 至り し も の な る べし . ARE ABI IT ZERDINIK 
LY TE し て 菅 臓 周 園 脂肪 膜 に 至る も の と 比 し と 得 5 ら る べき も の な り . PPM Hike 
極 部 に 於 ける と 線 像 が 健常 部 に 比 し て 不鮮明 な る 外 , BME AT. zn, Pt 
RAAT SST UT PRERIRT: 2 BRM I= AIS Er BAILS CUZAI FSS 
り し も の な り . 

{5 APA BST bh REE = PEO a FOR IR RR), 腸 腰 動 脈 及 唇 動脈 
RAGE LY CCR RAIA AMA RE LEK, PS PHEMMiuUNnszLoN). 機 
BE BM (LARISA FE TTL BAe CHE tae FE, 

第 6 例 . 第 51 We. 

移植 29 日 後 撮影 . 左 砲 に 移植 . 諾 時 後部 に 4.0x2.5cm. の 肉腫 わり. 腹水 多量 に 
存在 し 肝臓 に 多 敷 の 轄 移 性 腫瘍 わり . MERK: LT FRI L, それ ふ 
り 更 に 一 分 枝 出 づる わり て 管 腔 ば 著しく 振 張 し 蛇行 し つ ゝ 後部 に 於 ける 腫瘍 に 達し , 
更に 細 枝 を 出さ り . MAMIMO RMI A SMI CMT ZH U). これ ば 斜 後方 
に 走り て 腫瘍 に 達し , MFM MAT. MRI LY (LRM FRE EY) TC 
MEORRELUNZL OH), 

FMD PRA. AU SE LAO RAIA SV TRB LIU ARE BL 2 
GEM = te CHER Ae SZ, 

第 7 例 。 第 52 G8. (第 17 fl). 

移植 20 日 後 撮影 。 EEE. FOR) 外側 に 及び 示 指 頭 大 の 肉腫 わり . 
MD Wt HD VERE = DFR A OBE DH). Aca PMLA KO BREAK 
CARI UCB T ZELL UT APRA HL, 更に 細 枝 の 腫瘍 内 た 走れ る な 見 
DB. 何 後 部 より ば 卵 巣 動脈 の 分 枝 が 延び 來 り 肉 臓 の 後 側 より 外側 な 廻り 腫瘍 に 達 さ る 
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Fig. 17. Sarcoma in kidney. 





A. S. R. gi) FGBE A. suprarenalis 
L. IE 3% Tumor 
A.I..L = BHM A. iliolumbalis 
AiO 雅 単 動脈 A. ovarica 


を 見 る べし . 腹壁 の 連 移 性 腫 場 に 百 し て け 副 只 動 脈 よ り 分 枝 の 延長 し て 至れ る 外 , 第 
ト 一助 間 動脈 の 分 枝 ほ 前 方 より 来 り 合 し て 前 者 と 史 合 す . 
覧 動脈 の 郷 化 . MD SM Ar Ee SAIN CLARO MRAM ARS, HMI 
BAT BML RWB 27, TOMIZ HS TL MM Me BME LC, 
DEATH FTIR LR CIE BREE TU, ERIK, 第 十 一 助 
間 動 脈 等 は 第 二 , PS ORREL NY), FMMOBME MAIR THT ONE 
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な り CAU THAI RU ZAMERO KEW, BAIT 2 MRE OWN ERBEN 
AA DELO AILEY ABRIL GS TL HEA RT, 

8 Pl. 第 53 Hi. 

移植 28 HEN, RER 3x4cm. の 肉腫 わり 。 腹水 多量 に 存 し 肝臓 に 多 敷 の 
轄 移 性 腫瘍 わり . SFR LO HSV EHER AU RU), 後方 り (£76 
SPMD TRA L CA LIY, MOTE LAE DRY CT, 三 者 腫瘍 た 中 
DIMRAE), ANMIYLEHEFTDTKOTFTREIM EN ELF UN な 認 
U, 

BHMoOMt. BRMEMOANM Le AIX CRMMO DEEL FRE) 2 72) F 
DRAHT 著 明 な る BAHT. OS 本 例 に 訟 て も BIPM BRK 
な り , ABER, 腸 腰 動 脈 。 腰 背 動脈 の 分 枝 は 第 二 , 第 三 薬 養 本 と な れる も の な 
り . 

第 9 例 。 第 5 は HR. 

移植 28 日 後 撮影 , 左 唇 後部 に 2.5x3.5cm. の 肉腫 わり 。 後方 腹壁 に 増殖 し 卵巣 と 
WALI. 副 唇 動脈 は その 管 腔 を 撫 大 し 前 方 ふり 腫瘍 内 に 挫 り 。 後方 より は 卵 巣 動脈 
Dan A C6 WOK CHEF TRY, RAIL) も 多 敷 の 細 枝 を 生じ , MFO Re 
Kern). 内 側 方 より は 第 三 , 第 四 , 第 五 腰 背 動脈 の 分 枝 が 腫瘍 内 に EYMPT 

腎 動脈 の 緒 化 . 前 例 と 同様 に 菅 臓 後部 の 肉腫 表 育 の 部 に 於 て ば 唇 動脈 の 分 枝 ば 不 鮮 
rer). DRAN ICH NOT U. 

第 10 例 。 第 55 SR. 

移植 24 日後 撮影 左 唇 臓 後 外側 に 主として 皮質 を feet る 2.5x0.5cm. の 肉腫 あわ 
り . その 他 奈 表 面 に 直径 0.3 cm. AHO) IRAE TS. HARRIS b HF 0.3 cm. 
AAD Bi fei D PYRE PENI DY). 腹水 多量 に 消 溜 し, 肝臓 に 多 敷 の 甲 移 わ あり 。 Ze 
上 脈 ば 腫瘍 内 な 前 外 方 ふり 後方 に 走り , 細 枝 を 出し , 諾 卵 動 脈 も 後方 ふり 腫瘍 内 に 達 
し 分 枝 を 出す , 内 側 よ り ば 第 四 腰 背 動脈 の 分 枝 の 腫瘍 に 達 さ る を 認 む . 

PEGI IT LIPS Bite Bt BH, Beta. 

第 11 Pil. 第 56 ge. 

移植 19 WMH. AROMAS) COMM ARMY AID RU, 主として 其 の 皮質 
を 侵さ る 肉腫 わり . MERAN AIRE. も 菅 腫瘍 に 接し て 大 豆 大 の 腫瘍 わり 。 AR 
動脈 ほ 蛇 行 し つ ゝ 腫瘍 内 を 走り 多く の 細 枝 を 増生 し , 後方 ふり EBD EEE 
脈 の 分 枝 が 何れ 1 腫瘍 まで 延び 溢 り て 前 者 と 合 す . 諾 辱 外 前 方 に わる 韓 移 性 腫瘍 に 
SOL, MFM TL SV At CO CMRT ZA), 更に 多 
ん の 細 枝 を 幅 場 中 に 出せ る を 見 る . 
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MMO LRGRAKD SS SRE LOOP, 

第 12 例 . 第 7 5%. 

移植 28 日 後 撮影, 左 腎 に 移植. 左 喰 臓 前 部 に 2.5x1.5 cm. の 肉腫 あり 。 MICH 
i. AME し 腎臓 部 腫瘍 と 相 融 合 す 。 FOAM AHI 0.3cm. AHO eA 
する 扇 在 財形 な る 韓 移 性 腫瘍 わり . 右 腎 臓 表面 に も 同様 な る 敷 箇 の 朝 移 性 腫瘍 あり. 
KABARETT, 小指 頭 大 の 腫瘍 と な る . 又 堪 後 腹壁 及 有 後 腹壁 に ば HPD 
ょ り 後 方 に 於 て 直径 5cm. 内 外 の 腫瘍 わり . 

諾 副 砲 動脈 は 基 の 管 腔 を 撫 大 し 蛇行 し て 腫瘍 旨 育 部 に 至り , 更に 多く の 分 枝 を 増生 
と , ANETTE FOR IV PRIS THI SZ, 第 三 膝 背 動脈 より 
D TRO MAI LY CHROMA RAB EL. ARO RMI AS GIB Ut A 
PBI EAE) CAMERA HE し, KEITH UC Aa SV AE 
MAVIZTET SAIC ES TROMAC ZI, 第 一 腰 背 動脈 の 分 枝 + ょ り 多 く の 細 枝 の 出 
る を 見 る . 何 右 腎臓 の 後方 腹 避 に わる 大 な る 腫瘍 に 畔 し て け 在 副腎 動脈 の 延び 行き て 
多く の 分 枝 を 出せ る 外 , 後方 ょ り 勝 腰 動 脈 の 著しく 搬 大 さる も の が 前 方 に 走り 腫瘍 中 
に 細 枝 を 出し, AML A SA HLS. APIS DY CLP LP A Be 
こと 軽度 な り し を 以 て , FORD LIEBER, PI RAIL BU 4 OVER 
HED BLILT: BAe LSM, AWE SBME CL. 

i. 

VEO BER iE TFT ALBRECHT SME OM ESHA KE ORE 
する を 得 べ し . DOIG HT ARTE ie S PERE RDI = DSH 7 


2 


り ・ 
BRNO. TMAMORIT SIO, HORM OBC 
MROVMOWK, RET, THROMB LC, MBO RAM IUE 
大 な る 程 , その 像 明か に し て , ACO AERBUE DE TAL M SEA 15 腫瘍 に 
勾 す る 第 一 栄養 動脈 ミ 租 すべ きも の な り ・ 次 に 認め ら る べき 衝 化 は 葬 育 せる 
議場 の 位置 に より 隣接 せる 血管 に 起 る 既 化 に し て 皿 議 の 前 方 に 腫 城 の 装 育 著 
し き 時 は 第 二 助 間 動 脈 の 分 枝 は 腫 協 に 向 ひ 集 り 来 り , HOSEN L, 
連隊 の 後に 腫 夫 の 区 育 著 し き 時 は 腸 腰 動 須 の 分 枝 の 息 長 増生 せる を 認め , 
向 雌 性 な る 時 は 往々 卵巣 は 腫瘍 に 療 閉 し, SAIN EERO AEE 8 NER 
ORCAS. 又 、 腫 場 の 内 側が より は 第 二 乃 至 第 四 腰 背 動 上 有 枝 の 用 電 側 
に 集 れ る を 見 る こさ あり ・ 基 の 他 時 に 腹部 大 動脈 より 直接 に 一 分 枝 の 出 で て 
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曲 走 せ る を 見 る こさ あり 0・ 健康 家系 に 於 て は 殆 さ 認め 得 ら れ ざ る が 如き 細 枝 
OPEL, 蛇行 せ ち も も の が し と 線 像 に 題 は れん た る も の ミ 認 むる を 得 べ し . 2F 
は 第 一 楽 養 枝 に 圭 し 腫瘍 の 位置 に よ 0 ERIE Bk LTH, BER 
ミ な れる も の に し て 腫瘍 柄 育 に 件 ふ 血 行 の 時 盛 を 物語 る 幾 化 な り ・ 

腎 動脈 の 絡 化 . 腎 動脈 の 健康 な る 腎臓 綿 質 内 に 於 ける 分 布 は 剛 賢 に 於 て は 
8-10 本 の 動脈 分 枝 ミ , この 間 に 連 る 網状 の 血管 像 を 認め , 皮質 に 於 て は 放射 
PARIS EG Pt A RD a EE Ze WO て 一 層 を な せる を 認 む る ここ を 得る も の な 
St, ARMAMORTT ASSL CMRA Sh, 規則 正しき 血管 の 排 
列 を な せる 皮質 は 其 の 陰 間 を 拓 ひ , 又は 不鮮明 ミ な り , 租 質 は 血管 網 不 ミ な 
の, 或 は 全く 其 の 陰影 を 鉄 き , 和 髄質 内 の 動脈 枝 は 管 膝 狭小 さ な る . 中 心 壊死 
に 陥り た る も の は 全く 身 質 の 像 を 示さ すず. 四 買 質 内 の 畿 化 の 大 な る に 従 ひ , 
菅 動脈 本 幹 の 管 腔 も 健 側 に 比 し 狭小 ミ な る . 

印 ち 菅 動脈 は 主 ミ し て 硝 排 癌 の 機能 を 営む も の な る を 以 て て 腎臓 溶質 の 侵さ 3 
BD» こさ 大 な れ ば 大 な る 程 , 其 の 機能 を 失 ひ 健常 の も の より も 血行 衰退 せる 
を 示す . 

BR. 腎臓 に 異物 を 注入 せる 場合 の 血管 の 分 布 . 

肉腫 を 移植 する 代り に 異物 を 引 騰 に 注入 し , これ に 制 する 血管 の 笑 化 を 比 
較 圭 照 し た り . 注入 せる 異物 は 獣 粗 末 に し て 肝臓 の 項 に 於 て 述べ し 如く ,「 ェ 
ムル ジ ォ ン 」 さ な し 。 其 の 0.3ce 内 外 を 注入 し た の ・ 

CERT 1 Pl. 第 58 SK. 

異物 注入 21 日 後 撮影, Ze PRE eS RRA 7k LC RAD 存在 せる 外 , BENE 
Pit A lem. OA ROMBMRR) , Ve 21 ED 外側 方 中 央 部 皮質 に 
BS TRAM OPA Dike BAD 29, MORO FO kis MOMMA, 増生 
等 を 認 む ろ る こと な し . 

CERO 2 Pl. 第 59 YR. 

異物 注入 21 Fete, 7CRIN REA ea vv ay) RIEAT SIL BPE RR 
り . KOMMT 2.0%x1.0cm. OMPRAE SMRAD Mite), PAIL 多く 
PME 2 4E CRRA LEE OC ERIC LAO, 


AR 3 Pl. 第 60 5% 
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REA 30 He, 7c wR Rs RAR Ae LT RIAD Me), と 
ho E> (LRA DPA ARAT SASS. MRI Biter と. 

VY. LOSI KO ELEMENT HD DK OFTAR EHE & BY 
し むる こさ 能 は ざる を 知る . EEAMAMMAD BHIY 6 BAS 2 SIE TEM 
REO ti ee CSAS DEE OMEORAK, 増生 , FEBS O, 何等 増 丈 的 
MEERE SS RMON H UTSMED REIS FALDRO. 

第 三 項 . DEBRIHU SHARE. 

に 肉腫 の 移植 せら れ た る 時 は 門 質 は 侵さ る ゝ を以て 程度 に 軽重 の 差 あ 

る さち も 腎臓 の 機能 は 減退 すべ き 理 な り . Ze HBR A SF UTKO AN 
き 概 査 を 行 ひ た り 

—. RRS. HE 2H LO MER BOA IK AME BAL 2 週間 内 

oh eR LIS bb O2AOO. 移植 後 時 日 を 経過 し た る LOL EA 

AO, ZIORERN 手術 操作 に 堪 へ ず 死 亡 す る こさ 多き が 故に 前 記 の ) 

如く 2 週間 前 後に 於 て 買 駿 を 行 ひ た り . 

BZ. 手術 方 法 . 動物 を 腹 位 に 固定 し 背部 に 縦 切開 を 加 へ , 腹膜 を 損傷 せ 
さぁ 様 注意 し つ ヽ 腸 腰 助 筋 を 鈍 的 に 腹膜 より 市 離 し , TEEN ZIE ARE 
求む . RT eK RE し , 適 常に 屈曲 せる 「 ガ ラス 」 製 「 カ ニュ ー レ 」 
Fem EE PS (AA し 再び 滑 騰 せ さ る 様 充分 に 甘 尿 管 上 より 結 茶 す . この 「 ヵ = 

に は 細 き ゴム 管 を 付 し 導 尿 に 便 に す . 切 開創 は 筋 膜 疑 合 及 皮膚 縫合 

行 ひ , 家 兎 は 固定 せる ま ゝ 夫 日 迄 放置 す . 雨 側 腎 よ り 出 る 尿 を 各 別 に 探 取 せ 
ん さす る 塞 駿 に あり て は , MMO MN SR EI =. — AHA ST ASD 
Co. 面 し て か ゝ る 操作 に より て 必ず 多少 さも 出血 を な し , 血液 を 混ぜ る 大 
の 排 注 せ ら る ヽ を 見 る . MESACHKRELE SAT, 動物 の 鎧 稚 等 あり て 
手術 直後 に は 精 唯 な る 尿 試験 を 行 ふ 能 は ず .「 カ ニュ ー レ 」 よ り 靖 浴 な る 尿 の 滴 
下す る まで に は 相 営 永き 時 間 を 要する 故に 余 は 便宜 上 午後 8 一 # 時 頃 手術 を 
行 ひ , FRED RRB AIS PME LI BE USAAF ATS 時 頃 よ り 色 素 
HERRERA EEE O. 食物 は 手術 営 日 午前 中 に 普通 食 を 奥 へ , 手術 後 は 少量 
の 野 茶 を 奥 ふ る に 過ぎ すず. 動物 の 腹部 及 背面 に は 布 片 を 置き 骨 温 の 放 散 を 防 
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ぎ た り 。 

「 カ ニュ ー レ 」 は 時 に 血液 の 凝 塊 或 は 騨 類 の 結晶 に より て 交通 障 得 を 起す こ 
SHOT, 軟 駿 の 和 失敗 に 終 あ こさ あり . EO + =.-— Da, 破損 等 が 
動物 の 劇 動 に より て 起ち あこ さあ り 0. 注意 すべ き 要 項 な りさ す . 

B=. 腎 機能 排 江 試験 . 色素 排 浴 機 能 概 査 に は 「 ゥ ウラ ニン 」 を 用 の た の .「 ゥ 
ラニ ン 」 は 人 骸 潤 に 動物 に 圭 し 無害 無 刺 載 に し て 濃厚 な る SBE Re 
を 時 する も, WECM ASABE ARM, 極め て 稀 注 な る , Bin 
ば 五 百 高 分 の 一 液 に て も 明 に 其 裳 光 を 認 む る を 得 . 以上 の 如く 手術 し た る 家 
ROU AKIN 5 KT F= >) Mi cc を 注射 し, 「 ヵ = ュー レ 」 よ り 出 る 尿 に つ 
き 色 素 初出 時 を 計り , その 後 毎 30 分 間 毎 に 尿 を 探 取 し, その 量 ミ , ズ ボス ク 
比 色 計 に より 色素 排 浴 量 ミ を 算出 せり . 吸収 せら れ た る 「 ウ ラニ ン 」 は 早晩 全 
部 排 浴 せ ら る ゝ も の な れ ざ さも, "7 江崎 氏 は 人 柄 に 於 て 「 ウ ラニ ン 」 を 以 て て 開 節 
BERND ER, 尿 中 色素 排 量 を 以 て 開 和 吸収 座 に 正 比例 する も の ミ 認 
め , 尿 中 色素 排 准 は 最初 の 30 分 間 或 は 1 時 間 に 於 ける も の 最も 大 に し て 15- 
2%OMI HO, Sark ORM MET 4-5 時 間 後 に は 1-2 CUE seas 
BO. SOG /E ROPER SATZ 0. 

KEAZENTALHO ROMA GIR KLARBRVD 6 LOABICIER* 
MAS CFE FBS S55 SHE S75 ON EN CALSRRARÄN SCE 
DB. 余 は 毎 30 分 間 の 尿 を 50 HH し 濾過 し た り . 

県 準 色素 液 は 注射 に 用 の た る 5 究 の 「 ウ ラニ ン 」 液 1 ce を 一 高位 の 水 に 溶 し 
た る も の を 用 ゐ , 前 記 の 如く 適 常に 稀 租 せる 尿 ミ 比 色 せ り . 

BO. 健康 家 兎 尿 量 . "" 座 食 氏 に よれ ば 雨 側 腎 咲 より の 排 浴 尿 量 は 略 ヽ 同 











07-307 307-, 60- 90- 11207 1150°- 1180°- 1210- {4 BFA 

: 60’, 90% 120) 1507 180 210 240 量 

第 一 2250| Fi | 1.2cc| 1.0 | 1.0| 1.0| 1.0| 0.9| 1.0 | 1.0.| 8.1cc 
RK |%/11 | 0.9| 11| 9.9| 0.9| 1.0| 1.0| 1.0°| 7.8cql 
第 二 9040| 右 1.1 | 1.9| 1.0| 1.0| 1.0| 1.1| 1.1| 1.0 | 8.300 
だ |1.0 | 1.1| 0.9] 1.1| 0.8| 1.2| 0.9 | 1.2 | 8.1cq 

20190 11 | 0.9| 0.8| 1.1) 1.2| 1.4 1.2] 1.2 | 8.8cq 
#112 | 0.8} 0.8} 1.0] 1.3] 1.6| 1.2) 1.3 | 9.0cc 
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量 に し て 其 の 30 分 間 尿 量 は 約 1.0cc 内 外 な り ミ せり 0。 MMO, ATTIRE 
の 如何 に より 尿 量 に 動 洗 の ある ここ は 言 ふ を 侯 た ず . 余 の 三 頭 の 家 寺 に よる 
AR KUL (FR 16 時 間 を 経過 せる も の ) 30 分 間 尿 量 は 表 の 如く に し て 
KH 1.0 cc 内 外さ 見 仙 す を 得 べし 

Si. ERB FB i RR 61 SE, 9250 K. 5 ; 

EINER C14 日 を 経過 し た る も の な り . 硝 機 能 検査 後 開腹 . ART 
2 MIRAE TO—, AMIS LUT), MBBS, 
REEL |g ayPO 60-90 — 130-150 180— BI0— | ムー 
2 dball vad 00 _90| 120 150 180 2104 240/| ** 

Scc 1.9ccl 1.8cc| 1.7cc| 1,9cc]) 1.9cc| 2.0ccl14.9ccl 


健 側 尿 量 | 1.9cc, 1. 
(FH) £60) SS | ee ee = 
‚MA % |20.0%18.62510.8%| 5.8%| 5.2%| 3.692) 2.6%| 1.8%168.4% 

















m 側 尿 量 | 0.7cc 0.7cc 0.7cc 0.6cc 0.700 0.9cc 0.9cc 0.900 = 
aay 上 と / | N 5 に os bk eg ee 











72 9 | ol 2 aol a > ea Ben 
(FE) % | 2.6%| 3.3%| 3.6%) 2.89! 2.2%| 2.4%| 1.296] 0.8%)19.4% 








RU ZSI= LSM OS = I ERHEBEN TREE) AL ZEN, 30 分 毎 の 
BARTRNUENDO-ZFO— HATTEN, Mi CCM D PS RER I N) ll 
多量 に し て 代償 性 機能 元 進 を 替 め る も の と 解す る を 得 . 

「 ゥ ウラ ニン 」 人 色素 排 浴 量 は 最初 の 30 分 間 に 於 ける も の 最大 に し て 1 時 間 後 に ば 38 22 
に 達し 蘭 次 選 減 する に , BMI CLD 1 時間 の も の 6.5 2 に 過ぎ ず . HS EM 
は 著しく 機能 元 進 し, 患 側 は 著しく 機能 減退 せ さる を 覗 ふ に 至る 。 然 れ ど も 雨 側 の 色素 
PEM Nt Ae EF AUT IO 1 時 間 に 於 て 50 2 を 超え , 諸家 の We L 略 ヽ 一 致 せ 
り . 

CER PITS 2. KU 625%, 2180 H. $. 

庄 辱 臓 に 肉腫 を 移植 し 14 日 を 経過 し た る も の な り . RHEE と 線 撮影 を 行 
Ss AC PROMEARBIZ 82.5x3.5cm. の 腫瘍 わり . 





| RP BIE | ny30- 607- |90- 1207- 1507- |I180- 1210°- 
| BES AE a 60° 904 120% 150’) 180% 2104 240 
健 側 3/ bkit| 1.8cc| 1.3cc| 1.6cc 1.500, 1.8cc| 1.7cc」 1.7cc| 1.Sccl18.2cqi 


(Ai) を |20.476)15 8% 10.376 5.0% 3.5% 


| Mit 





2.325 1.22| 1.02459.5% 





| Be 























MAN | 14’ 尿 量 | 0.8cc| 0.7cc| 0.8cc 0.7cc 0.6cc| O.8cc 0.9cc| 0.7cc| 6.06 
oy + — | ーー ー |—— |———— 
(FE) 2 | 8.6%| 7.02) 5.2%) 2.5% 1.2%| 1.22% 1.02) 1.0%)27.7% 








LE WES ARRTE eA TET: Y, 
VA ERROR MAILS Z (= HIG OD BE HT I= FP OEMS RES fh ERO 
減少 , fe GES AO) EHER EL TEEDWER U Sem LL, 健 側 は 尿 量 の 増 
加 , fe SPER ORE ZIEL, 代償 性 機能 元 進 装 態 を 示す も の な り . 
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A. M. A, 


Fig. 18. Sarcoma in suprarenal gland. 


A. SR. 
R. SR. 


A. L. 


D. 


SAH BBICROSHAR 
i PSS BEETS DR BIH T (SFPD AS BAGME & 0 分岐 する 部 の 直前 方 
に あり , BACABORM ACME ADM EBEN END EH Beir 


i) ew 


i 
肝 "1 
内 he ik 


BEER 
iil) FF HH MK 
i) ROK 
wm i Hh MK 





Tumor 
Stomach 
Liver 


A. coeliaca 


A. mesenterica ant. 


A. suprarenalis 


Rami suprarenalis 


A. lumbodorsalis 


に あり の . 白 黄色 , FAs hat 
ALL TAKE 0.7 cm. 
内 外 な り . 通常 副腎 動脈 の 
ATER Dia FAK AE OE SEDI 
Se 

ERBE 1 . 第 63 HE. (第 
18 [ial ) 

移植 28 日 後 撮影 諾 副腎 に 
2.0x3.0cm. © fy HA 7 
Tit BMD Y Ko 
曲 部 は その 表面 に 僅 に mie 
Ya PEM SY) (LB IR PRK 
を 腫瘍 内 に 送り , 内 側 ょ り 第 
一 、 第 二 腰 背 動脈 枝 腫 場内 に 座 
TEE ML RPE L Te 
れる を 認 む . HW FMI 多 毅 に 
副 称 に 分 枝 を 出し, 血行 星 盛 と 
な れろ を以て sal FFM TD 2, 
ALY t 血管 腔 搬 大 せる こと 
右側 と 比 す れ ば 明 な り . 

AGRON 2. B78 He. 

移植 20 日 後 撮影 。 左 副腎 に 
届 條 に し て 不正 四角 形 の dE 
頭 大 の 肉腫 わり . 結腸 の 左側 震 
曲 部 ほそ の 表面 に 僅 に 癒着 せ 
り . 本 例 に 訟 て は 副 管 動脈 の 副 
PEI AAD APRKEL 共に 第 一 膝 背 
動脈, 第 十 二 助 間 動 脈 の 分 枝 増 
生 UCPER LUNA LL A 








認 む 。 

ARD. 第 48 Sie. 

PF PS ND THIS WSC PHL (HS 16 賠 参 照 )。 

ERI 4. 564 5. 

移植 31 日後 撮影 。 諾 副腎 は 約 3.5cm. の 直径 を 有する 球形 な る 肉腫 に より 占 居 せ 
られ , MOMS ) AFTER ZA, 第 一 腰 背 動脈 より の 分 枝 し 増生 
さら れ て 腫 場内 を 走り 前 者 と 史 合 せる な 認 む 。 


ee 括 . 

VR MET AL, API AMER SAUL TOR BILE S UCT 
動脈 の 就 存 分 枝 よ り 仰 ぐ 事 多く し て , か ゝ ABER DORF AD Ares 
SENFERK TOD % OD % TOPMISHAY 6D » (CBA. KI RHA DBF 
HALMAOMBORM KO BREI, OS + SANTA PAR OAR EER S 7% 
れる 事 に し て , AGI KE O BS OSPR MEIN CHG OD RB AK AGL, 時 

CHEM SO LRKOWD EERE ENDReETALDOA, 


第 七 節 卵巣 に 於 ける 所 見 
卵巣 は 約 1.5x0.5 cm. 長 紡 鍵 形 に し て 灰白色 を 星 し , 成 式 せる も の に あ 
り て は その 表面 に 稚 + 秀 明 な る 濾 胞 を 見 る . RESESLTPÄDIR KO X 
け , BRÄDRKSTEDRKODKIEMAT 


CEERONS 1. 第 65 BR. 

移植 20 eH, 左 卵 巣 に 約 3.0cm. の 直径 の 表面 在 滑 な ら ざ る 肉腫 あり , NE 
と 癒着 せ ず 。 何 左 m TERM AO NE = AS OD し て 存 せ さり . BED AM 
KEN KO OEE EE a), 卵巣 肉腫 に 幸 し 左 卵巣 動脈 は 健 側 に 比 し 明 に 共管 
WEA MAC, REAP LO> SHILA, 更に 敷 枝 を 分 ち 、 MII CET: ZERO 
な れ り . 何 子宮 動脈 の 分 枝 に 卵 単に 来れ る LOWER CTH epee ern), nl 
PST 2 HG (LAD A RDS TE SI PS CHES BAY BUS itr A 
W-F OBEY (LAT MI Se OTHE, 左側 は amine igri に ょ る も の な る 
こと を 思 は ほし むる に 足る 。 閉 単 の 外側 方 腹壁 に 於 ける 轄 移 性 腫瘍 に 圭 し て 腸 腰 動脈 の 
MRD EL LTR), HME CM AoC AL LARD. 


EER PATS 2. 第 66 He. 
移植 21 HR, 7ESP HEI 2.0X3.0cm. の 球形 を な せる 肉腫 わり 。 MER 認め 
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Fig. 19. Sarcoma in ovary. 


0-7, SB ENDE 
A. O. SB Hf GK 
A. U. FGM 
A. 1. L. Bai ayaK 
3; f- i 





Ovarian Tumor 
A. ovarica 
A. uterina 
A. iliolumbalis 


Uterus 


すず . EBK (1 GEE M I= te NIIT OBR AMA UELI, その 先端 は 多く の 細 枝 
POG AI 至り, BRM NY, MTEDKOTER LE LO > MI 
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AY MEMES, LAID — (LAE INA ) > > 腫瘍 内 に 細 枝 を 出し 第 
Ti, 第 六 腰 背 動脈 の 分 枝 も 腫瘍 の 周 園 に 集 り 來 り 第 二 , Pa AR MRL UN). 

RES. 第 67 HE. (第 19 BI). 

移植 32 HER, BEER DAM DY), TOMA PILI Lt OPM 1.5x 
1.5cm. DBE). HMI IE KOM MOMBD , eSB MBI 
[LX DEWEAMA TRITT OKI ECHL. REG LO MEET AY BAER 
脈 と な れ り . FONT IE AC RAIS THR ACY, REDBAK 2 tie 
と 細 枝 の 増生 ょ を 明 に 認 む る こと な を 得 . その 他 , 腸 腰 動脈 の 分 枝 。 第 五 腰 背 動脈 の 分 
K, WMPOMO TRE LMA SAWS, 

EER DIT 4. 第 68 OR. 

移植 22 HERE, 諾 卵巣 に 3.0x3.0 cm. OMB Se SND), (his MAE 
認め ず . 諾 卵巣 動脈 は その 管 腔 を 増 し 腫瘍 内 に 至り 左 子宮 動脈 の 細 枝 も 延長 し て 前 者 
EMMY, その 分 布 汐 部 は 健 側 に 比 す も れ ば 明 に 相違 を 認 む る こと を 得 . 

弧 括 . 

以上 の 穫 駿 を 線 括 する に 卵巣 肉腫 に 封 し て 卵巣 動脈 は 第 一 栄養 枝 ミ し て 其 
OPW PA L, 或 は 曲 走 し つ ゝ 細 枝 を 増生 し 炊 に 子宮 動脈 の 卵巣 動脈 ミ 史 
ET DAMS TO EVECBKL, BS OMAR LB TRB SS. そ 
HIER & 0 ERENTO ER & 
ALS し て 参加 する ここ さ あり. foldr & GGA CPS RIO WE KO E 
AU % MATTE RO IKE NT BDO. 

第 八 節 BLABICROSHR 

家 各 回 丸 に 至る 血管 に は 精 系 動脈, HRT ADI, 外 際 部 動脈, 内 際 部 動 脈 
ミ あ り . 精 系 動脈 は 第 六 腰 椎 の 高 さ に 於 て 通常 右側 は 左側 より 稚 + 早 く ( 時 に 
同 高 の こ さあ り , RASC THO) 腹部 大 動脈 よ 0 分岐 し , 外 腸 骨 動脈 の 前 
を 通り 精 系 ミ 共に 走り て 墨 刀 に 入 ゐ る. BIC ADAIR EO, BAI 
入り て 3-# 回 其 の 長 軸 に 潤 ふ て 輪状 に 走り , 細 枝 を 出す . 

自 精 管 動 脈 は 内 腸 骨 動 脈 よ り 分 れ , RAT EE IS a CHS AL KO ELIZ AD. 
内 陰部 動脈 は 学 骨 動脈 より 分 れ 背 部 陰部 動脈 , 深部 陰 琵 動脈 , ROTER S 
な る ぁ る. 外陰 部 動脈 は 後 上 腹部 動脈 さ 共 に 外 腸 骨 動 脈 よ り 分 岐 し , 除 糞 及 聖 坊 
DIE = BD. 
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FILO IM FE と 線 撮影 は 腹部 大 動脈 よ 0 AT LIED PIT, 3% 
ABI TERMIELES Ub, RA 7 RET.OcoAS IEA YO. 
ALES PIAS 1. 第 69 BE. (第 20 fH). 


Fig. 20. Sarcoma in testis. 





AS: 精 系 5 BEN. spermatica A.P. I. fy B& $ JKA. pudenda int. 

A.LI 内 腸 骨 動脈 A.ihaca int. A.P.E. 外 陰 動脈 A. pudenda ext. 

A.D. Ki 4 & WA. deferentialis A.S. L. 外 薦 骨 動 脈 A. sacralis lat. 

U I 上 . . . tf :S: 

A. H. 1. Az ET. haemorrhoidalis int. er M. ANA wee med. 

A. E. P. %& + WE 9 BKA. epigastrica post. HT. ZA ff ep 

A. IS. = “+ © HKA. ishiadica V.I.E. Aa RPV. iliaca ext. 

A. KR 動 ik A. femoralis V.1. 1. 内 腸 骨 静脈 V. iiaca int. 

A.P.F. 深 部 股 動脈 A.profunda femoris V.F. 股 静 HKV. femoralis 
V.T. P. 後 朋 骨 静脈 V. tibialis post. 
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移植 82 日 後 撮影 . ATM HIC 1.5x3.0cm. の 長 権 財形 の 肉腫 わり . BARA 
LAGI LY ECU, TOP MLE IS, MRAM IK LR a 
MIO BAe HLS, MRL HAE, EM MT REAR 
褐色 た 呈し, PRKMABST. BMD) CLBAMMIARAI- CHO MRO 
ー 端 を 認め 得 れ ども , AREAS EY, Gee ere meee SCH 
Mtb). ZAP ARAROB MAK, BH bY) PROMBERIE L, Anker 36 
HOMRD 2A OML MIRO RA MT ILANS LOUMSNL. SILK UME 
MAIL t FEIN AN SRLS LL AT RAM, 及 外 陰部 動脈 ふり 
LYARISESTRD CHALE MAL, 三 者 は 主として この 場合 の RRR USL 
9%), 

RB 2. 55705. 

移植 36 HERE, ERATBEH, ZERO PREIS 大 さ 約 1.0cm. の 直径 の 園 形 
を な せる 肉腫 あり. 骨盤 腔 に 於 て 左 線 腸 骨 動脈 の 前 部 に 於 て 掃 指 頭 大 の 汐 世 腺 轄 移 肉 
Ha), PALRRIE BEEFET, 水腫 を 認め すず . レン 線 血 管 像 に 於 て 健 側 ば 精 
AME D Jah HH ee HD EHR AT RI HE MTR WIKRE SIL AMAL, B 
側 に て ば 精 系 動脈 の 屈曲 叢 迄 見 得る に SH, OG 血 流 止み その 像 を Bsr 419 
な り . 面 し て 戦 精 管 動脈 の 分 枝 卒 丸 連 質 に 入り , AMOR BML, Mon 
: 肩 部 に て ば 細 枝 の 多き を 見 る . 内 , 外陰 部 動脈 は 精 系 動脈 血 流 停止 に 開 係 な EHER 
堂 丸 に 走れ る を 見 る . 骨盤 後 壁 に 存する 轄 移 性 腫瘍 に 百 し て け 隣 接 せ さる 腸 腰 動脈, 4 
骨 動 脈 よ り 分 枝 出 で , 腫瘍 内 を 蛇行 し つ ゝ 走れ る を 見 る べし と. 

本 例 に わり て け 腫 場 の 育 未だ 充分 な ら ざ る も 精 系 動脈 は 反 に RENTE RU TE 
丸 内 に 於 ける 陰影 を 全く 認 む る を 得 ず . 之 , BARRED RBA Mt SZ LOIN CCR 
管 動脈 及 肉 部 , SAMEERA RER LO > BAILA, 


資 駿 例 第 8. BTL 

移植 21 日 後 撮影 AAI, 右 浴 丸 に 掃 指 頭 大 の 肉腫 わり . 皮膚 ば 少し く 費 赤 
PMR Tk CEH LS LIU, BRKT, 谷 精 系 に も 連 珠 様 を な し 
て 連 移 性 肉腫 の 旨 生 さる な 見 る . し 系 血管 像 に 於 て 諾 内 丸 に 至る 精 系 動脈 は 特異 の 届 
曲 業 の 像 を 時 し た る 後 、 雇 丸 に 入る 像 を 明 に 認め 得る に 反し , AMZ RU AHAB 
脈 ば 骨盤 腔 に 入り 来れ る も 特異 の 屈曲 底 を と 星 せ ず , 血 流 の 減退 さる な 示せ さり. RHE 
動脈 ば 腫瘍 内 に 至れ る を 見 る . 人 内 陰部 動脈 外陰 部 動脈 より の 分 枝 は 除 大 及 突 丸 に 
走れ る を 認 む べし て. 

色 ち 本 例 に あり て も 精 系 動脈 は 内丸 機能 の 減退 と 共に 早く 血行 減退 し て その Reem 
SH, FEI REE MD NG O ABE PAR ZART SAT. A, 外 除 部 動脈 ふり の 
FEREIPATAZIELHN IST, 
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av 


CCERDONTS 7. 第 72 He. 

移植 21 HERNE, AEAORAPRAICATKO Aled, Ai Bull fe |= DO 
(MERE ST. REMEL RAC. レ 線 血管 像 に 於 て, ERDE HIE FR RS 
SL, ZN VHS RN), ER, 内 部 及 外 部 陰部 動脈 より の 分 
枝 は 内 丸 内 に ょ く 分 布 せ ら る. 

資 駿 例 第 5. 第 73 He. 

移植 25 日 後 撮影 AEA RAI ABH) 15cm. の 肉腫 わり. 精 系 に 溢 ひ て 連 珠 様 
を な で さろ 還 移 性 腫瘍 わり 。 VBR ERIN CLAP Ho I BE t OMA BAT も 
ZI VAT ANY, 埋 精 管 動脈 の み 細 枝 を 只 丸 に 出さ る を 見 る . 内 部 及 


Fig. 21. Sarcoma in tetsis. 


Ly? 





A.S.T. 内 陰 動 脈 A.pudenda int. 
A.P.E. 外陰 動脈 A.pudenda ext. 

A. S. L. 外 薦 骨 動 脈 A.sacralis lat. 

A. S. M. 中 薦 骨 動脈 A.sacralis med. 
A.S ti 系 動脈 A.spermatica. 
A.E.P. 後 上 腹 動脈 A.epigastrica post. 
人 腸 腰 動脈 A.ilolumbalis. 

A. D oe ki 7 Ge A. deferentialis 
A.C. F. 側 回 旋 股 動脈 A. circumflexa femoris 
A. F. 股 & HK A. femoralis 
A.P.F. 深部 股 動脈 A.profunda femoris 
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De AREER DAK (LS ILS EN Sb RE TE OF, 


RBB. 38 74-98. (第 21 1). 

移植 5 AER, 7EMMID 1.5x2.5cm. の 肉腫 わり 。 BARRO YE SH LIE 
IL YA T. SRR CP. PKA TS. RRA: MRC Sb 
IL し 。 と 線 血管 像 に 於 て 精 系 動脈 ば 基 の 司 曲 叢 迄 認め 得る に 過ぎ すし て , BAHL 
健 側 に 比 し 閉 明 な る 差異 た 示 さり. 畔 精 管 動脈 は 水 丸 賞 質 内 を 走り 細 枝 を 出せ る な 見 
る . 内 陰部 動脈 及 外 陰部 動脈 は 分 枝 を 内 丸 連 質 内 に 送り , SHH, MEER 
IK MG O MMB SEAR AOMIEAAI EO, MTEL, ZUR 
精 管 動脈 ARERR, ROARK LIPO RRL UTRMOLONY, 


BERRWIES 8. 第 75 9. 
移植 20 日 後 撮影 . AME IH TERE L EMR MO TO—(LAEIZ SY eS 
HAWS, BEIFHREE). MTLA MRT SLR Leo, Rit KOM 
HEERES) TER AA), BA HES. CHK OD ERA Y FRED SEMEL 
Mite CRA CD ST, MMR GEM CA LS ARAL. 本 例 に あ 
| YTUERDRKPNEO PARIN eee SIMIC, よく 保存 せら れ た る は 。 第 
7 例 迄 の 輌 験 例 に 比 し 答 い 趣 を た 異 に さる 所 な り . SLIGO EAA It RT aie 
な し た る も , MAME EL, 精 系 動脈 の 血行 の 行 は れ た る も の な り . 


CHER BITS 9. 第 76 HR. 
| 移植 28 日 後 撮影, AME AIC KRAKOW} Y. Fem A} BREA: EN 7: 
5 位置 に わり 。 左側 囚 丸 の 精 系 動脈 は 屈曲 叢 と 規 旭 正しき 縦 軸 に 洪 ふ て 走る 輪状 の 像 な 
見 る に 反し , 患 側 の 精 系 動脈 は 囚 丸 内 の 走行 不 規 則 に し て 蛇行 状 を 呈す TONER 
た 見 る は 栓 本 重なり . N, HEERES 
} すず. AMT HIE 7S COLOL RVG ARE ZT, 精 系 動脈 
LRFANTENY SAVANE U ZAMORA BC し て 何 多 pine 





し , HRDKOMTORL A» LOM CT, MPRAOMMICR TEATS ¢ 
| SUS SMES HST LAM LH OL FEA ET ZLDONY, 
@ 3. 
| VI ESE ILIZ HSU B FERRO STEH BHO A SLA IK, 精 系 動 販 は 腫 場 


> 


SMC 
條 規則 ミ な り 蛇 行状 を 早 する に 至る . ANSIEHT BAL BANAT 
の 義 縮 消 失 乃 至 崩 壊 著 明 ミ な る に 至れ ば 墨 丸 の 機能 は 減退 し , 精 系 動脈 は 釣 
ざ 墨 妃 内 に て その 走行 を 庵 す る を 得 ざ る に 至る . ERDE D EA 
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FEO MAT FF IL OAKRE = 75. COBRA GS AL, 二 つ の 観察 を 下 し 得 
SL. Mo — (Sh ROMS SOR BHM SSK 0 は 機能 動脈 見 る べき 
も の に し て , BARRED ES = SEK MTOM BIL TF SLD O SAL, 
MSD A UB ORIED UR TS SFE ARBOR 8 IMT OTE AES (LE 
る も の ミ さす. 他 の 一 の 孝 接 は , NEED k OMA GARI MSG Rs Pe 
られ , 血行 停止 せら る ゝ に 至 ち べし こなす ここ な り の . NO 
より 動脈 は 歴 迫 せら ゎ ゝ ここ あり ミ さも 之 を 全く 阻止 せら る ゝ も の に あら すず. 
既に 齋藤 教授 は 膝 開 節 の と 線 血 管 像 の 研究 に 於 て , 肉腫 存在 部 を 通過 する 動 
脈 管 は 歴 迫 せら る ゝ も 血 流 は 通過 障 得 な く , 肉腫 より 下部 の 血管 は 肉腫 に 至 
る 血行 詩 盛 の 現象 に 障 件 し て , 可 な り 管 膝 の 太く な れる ここ を 認め られ た 0. 
久 犠 精 管 動脈 は 腫 場 の 大 小 に 拘 は ら ず 常に 擬 志 内 まで 血行 を 持 績 し , 精 系 動 
KEA-DNRERST. WH BAA UTH RRO EIS AT HO On ¢ MERE 
THRERITAL. 

ie RTE BODE (3. Bi Ae GK DE IL Ze EIA TS OAT MEL HS G PAG AE IL 
ORETBEMI AO, 腫瘍 の 楽 養 に 開 異 する も の な り . 内 陰部 動脈 , 外陰 部 動 
脈 よ り 楽 れる 分 枝 は 多く 陰 級 及 了 囚 刀 茜 液 膜 に 至る ろ も の な れ さ 。 BALK MBM 
毅 育 し た る 場合 に は 第 二 , 第 三 染 養 動脈 こさ な る も の な り ・ 

SEALS RUA Ute Be TERI Ee BT PHO UT ZB 
RRR Le N Tay eA 0,5 cc 注入 し た の ・ 

pl. 第 77 OR. 

EA 24 WH, AUR AIP Hes LEH) 0.4 em. OM. AVE te BS MRAD Mi 
EMD, REKEN PT. APWIT SC LDAP MI Ae 7k ADB ER 
CMMI FIT EM OC CS MAA SU RITTER Y, MU RAE 
RP EIFEL, BENDER) HRM, 
REE MOG L AMPLE). OND NEE SER) AEB RED 
BI TRIER ZRMOTECHLT IH ER ME SLORY, 

BAR 綿 括 

余 は 家 兎 肉腫 を 材料 ミ し , 之 を 家 兎 の 胃 称 , 腸 間 膜 , AS, 肝臓 , PP, 

WPS, JOR, BA BHLTE 週間 乃至 ST REC AMO SET Lt DMR 
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MEE Ld SO) HARI, RE AK AY Cs TS by MSE bo 
b> A b OME ALIA LT, ANE AH FEO aT AKRE 
追及 せ 0・ 

腫瘍 に 封 し 血 流 の 星 盛 な ちこ こ は 本 に 日 常 賞 地 家 の 経験 する 所 に し て 父 
EE GRDD ONES KGS T EBA ARD D> DR. MINH Ss MME SOBA 
係 の 密接 な る ここ は 想 到 し 得 ほ 5 ら ゎ ゝ 所 な れ ざ も , HOR BHAT AU 
多 か ら すず. RIBBERT に より 始め て 腫瘍 に 封 す る 江 養 動脈 な る FED 掲げ 5 
れ , 組織 堕 的 に 腫 場 内 に は 動脈 血管 の 多き ここ を 可 べ , 次 いで SAMPSON は 
始め て と 線 に より 子宮 筋 種 に 封 する 血管 の 分 布 状態 を 研究 し 腫瘍 の 薬 礁 動 脈 
は 振 張 曲 起す る ここ を 認め , 齋藤 教授 は 人 骸 肉 腫 の 生 宜 と 線 血 管 像 に より 更 

に 精細 な る 盾 宗 を 途 げ た り . FES ASRS BER OME LCN BLO AE 
B= REF HS AR BGK = = AMO FE A AKREL= 0 TEE MTD EB 
O-PS LB, 第 三楽 養 動 脈 さ な る ミ させ り の . 面 も 肉腫 の 増大 に 伴 ひび 主 
ZRERNMURT 場合 に は HEART ES 血管 迄 擁 張 す る こさ を 注意 し, 
その 依り て 起 る 原因 は 肉腫 楽 養 の 必要 ENTER MFO MBL 50 TL 
MARCHAND の Bediirfnis-theorie に 徐 成 せり . OHREN % BRT A Ic 
ANE STREIK = OBA RIK HS COD RRB LO PH SE Ze EE RY AK EW) し 得 た り ミ 
fa. 以下 順 を 追 ふ て 賞 駿 の 結果 を 線 括 すべ し . 

1. 胃 壁 肉腫 に 於 ける 所 見 . 帳 の 前 壁 に 於 て 比較 的 大 紹 に 近く 肉眼 的 に 動 
脈 の 走行 多 か ら ざる 個所 を 選び 移植 し 全 育 せる 肉腫 に と 線 撮 影 を な せり . か 
か る 肉腫 は 多く 扇 相 園 形 に し て 増殖 する に 従 ひ 肉腫 部 粘膜 面 の 中 心 は 壊死 崩 
ES LER し 周 園 の み が 更 防 状 に 隆起 する に 至 ぁ . VER 
所 見 は 財形 な る 腫 場 を 中 心 さ し て 小 怒 側 及 大 粉 出 より 動脈 が と を 園 続 する ゐ 形 
態 を さり ( 例 第 4 Mil), 又 肉 腫 組織 中 を 蛇行 し つ ゝ 走 あ も の あり 0 ( 例 第 3 EH). 
DE (SIM TENE MK LS < OME IAAP A BO 6 (PIGS 3H). MUT 
HL ODE RT LANZ BOS MMFFARIS MILO み 多 く 中 心 に は 乏 ( 
( 例 第 (il). EDA NERA LO BASE IZ 5 O 72 2 BETFEDÄR I fla & EK S 
OM O 集 れ る こさ を 認め 736 AU TOMERE RR I SE し 得る も の な 
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り ・ ERIC OG EME SD BIS ML & ARI LM FARR L 

2. FRRARBICAT SAH. MMII AORC MAE LAT 4 2UT 
RAIDER ILS BSS GS ORS A lS LED MF SZ 
EST THAME AR ER. 通常 en 
PERAK OER ( 例 第 5 周 ) を 吐 す る に 反し , ESEL HO TER S LIT 
ZONE BASH, 動 販 血管 の 細 枝 の み 簿 動 脈 の 本 枝 に 近 き 部 分 に 多く 走れ 
る を 見 る ( 例 第 6 ll). 造 逐 絢 の 少量 に 注 稚 せら れ た る も の に 於 て 見 る に 腫 場 
の 部 位 に ある 血管 は 健康 部 に 比 MET (BESTE). 肉腫 本 育 し 中 心 壌 死 

PAOD SDS PME し 血管 父 な く 周 放 に の み 多 き を 見 る ( 例 第 7 EN). EDR 
(= Ait 2 #8 EE L や や 。 RG ERROR SN 72 RET 7 HK AM 
RO GEA III LOR DL Te ADGAD CORO. ML CRRA REISE 
BEN < PERRIER BO 3°, BETRETEN, Wok 
URS HET ACEA SY CHM MT ROBIE IS HO BA Ie LT L 
3. 肝臓 肉腫 に 座 け る 所 見 . 肝臓 に 於 て は 肝 動 脈 さ 門 脈 こ の 生理 的 機能 の 
先 異 に 準じ 自ら 異な れる 所 見 を 早 す . 家 兎 肝 識 は 多 葉 性 に し し 尾 計 葉 , 有 葉 
右 内 側 葉 , I, 諾 内 側 葉 , 方 形 葉 の 六 葉 に 司 別 せら る . 肝 動 脈 は 各 葉 に 各 
一 枝 を 出 し この 一 枝 は 各 葉 の 根幹 を な し 更に 敷 多 の 分 枝 に 分 岐 す . 門 脈 系 は 
前 腸 間 膜 静 肛 を 主幹 こなし 帳 盛 の 静脈 を 集め 肝 門 より 入 0 各 葉 に 分 る . 肉腫 
が 肝臓 の 一 部 に 七 育 すれ ば 外 に その 部 に 生理 的 に a: AH 
DRSERMLEIT | OS PEN ELE MAKRO RZ IL, RE AR 
せる を 見 る ( 例 第 10 ll). ERBEN BE REDNER SH T SS ED 
LU CHE WEIGH SARAH ML FEOD APE & NEI OIA IK ME & 204 Fe 
見 る . MPI BBE O. RAD EDI AN O CiLMBGITIE LT: 2 MISA 
HR SO NGS Ze BLES re ALS DEF 
も の あり ら . PMR RIES CSN D BAPE, 肝 組 織 の 存在 な き に 至る 結果 
VRR RES 8 DIED. 健常 部 の 門 脈 系 は 規則 正しき 樹 枝 汰 の 像 
を 星 す る に 反 し 肉腫 柄 生 部 位 は 全く 際 閑 な く ( 例 第 11 Ul), 父 腫 場 に 接する 部 
は 門 脈 系 の 礎 迫 せら れ 不 明瞭 の 形態 を され る 血管 依 を 見 る こさ ミ 多 し . MUT 
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Rh SOBUCSAEBFOATERUEK TE DB oO. 即ち 肝臓 肉腫 に 於 て は 
REBOOTED, 一 か に 於 て は 楽 養 枝 な る 肝 動 脈 の 血 流 の 充 語 を 挫 し 血管 
DER 曲 走 , 細 枝 の 増生 を 促し , 一 方 に 於 て は 其 の 部 に 於 ける 門 販 系 除 影 
の 鉄 如 を 来 す も の な 0. 

肝臓 の 一 部 に 肉腫 材料 を 移植 する 代り に 異物 ミ し て 獣 召 末 を 注入 し , 一 定 
時 日 の 絆 過 の 後 線 血管 父 を 概 す る に 動脈 の 分 布 状 態 に 幾 化 を 惹起 せ し むろ 
こさ な し . EDS AMAA BH 6 UBT A SICK ORR 
REO the SLE RE SO DAG TE OBA ATE S750, 何等 増殖 的 機能 
te BETA SH BO IMEI BH UC SFAS MUO RREE S BORK. 

4. 腸 壁 及 賜 間 膜 肉腫 に 座 け る 所 見 . REAREI 於 て は 腸 動 脈 弓 より 出 
1 TERS IEBGOK & SHALL CHAOS BAR eA TRB. 何れ 
4 EDDIE LC LD EE SI 70, NEE TRUST EI HN 
BRHLTMAFT. EBECMHTEERKS EO MC CRB ER AH 
枝 よ り 更 に 敷 本 の 細 枝 を 出 LEER & EO FEE EIER Let UT ARES 
を 走り , BBS KIS ILA ( 例 第 14 fH). 

家中 腸 間 膜 は 極め て 薄く , 僅 に 腸 韻 膜 動脈 の 走路 に 僅 小 な る 結 締 組織 ミ 脂 
肪 組織 の 附 養 す る あり て 策 ヽ 張 輸 ミ さ な れ る も 其 の 間 に 連 れる 膜 は 極め て 薄く 

て 容易 に 断裂 する こさ を 得 る も の に し て , か ゝ る 薄膜 上 に は 肉眼 的 に 郊 

ざさ 血管 を 認 せ むる 能 は ず , 従 つ て か ゝ ゐ 膜 面 に 腫瘍 を 移 値 する こ こ は 困 難 な れ 
Fh, MHEMBORATS ISAM GH. か く の 如 き 肉 腫 は 表面 淡紅 色 
を 早 し 肉眼 的 に も 血行 の 星 盛る さ な れ る を 想 像 し 得 ち らち る ヽ も の に し て し と 線 像 に 
て は 健康 部 腸 間 膜 に は 何等 の 陰影 を 誤 あ ざる に 反し , 肉腫 に 封 し て は 細 枝 の 
走れ る を 見 る . 即ち 生理 的 に 存する も 殆 ざ 肉眼 的 に 認め 得 ざ る が 如き 毛細 管 
の 振 張 し て 楽 養 酸 ミ さ な れ る も の さ 解 する を 得 べ し ( 例 第 18 A). 

意 様 牌 に 於 て も 小腸 に 於 ける ミ 同 様 な る 所 見 を 早 し 腫瘍 の 大 さ に 比例 し て 
起 様 垂 動脈 より 分 岐 せる 細 枝 は その 芽 を 増 TREE LIES HA 
THI MROMA A 2ILA. 

ALES AYA & NEGA FRAUEN ZEN A CE FABIO Hp ts (SH 
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HLS AG F715 OEGORBOARETSIOSAO. D> ARMM A 
に の み 多 くし て 却 つ て 中 心 に は 乏 し き に 至る . 

5. 腎臓 肉腫 に 及 け る 所 見 . SHARE DO Cis 肝 識 に 於 ける ゞ 同様 に 主 
さして 肉腫 の 茶 養 に 開 異 する 動脈 に 於 ける 織 化 さ 尿 排 演 を 機能 ミ す る 腎 動 脈 
ROBBE SAHANL. 

REES CRIB RR AB OISMAOMKIe LTE FHOER OMA 
を 見 , HETTORMERL CHES OS, 分 枝 の 増生 多 は 新生 を 見 る も 
の た なり. DSAECHTAS-REDKLLT KCHEIEERMOR A 
に 従 ひ , 隣接 動脈 は 第 二 , PBB RS し て 腫 場 の 周 園 に 集 り 來 る . DB 
の 上 方 に 腫瘍 の 増大 る ミ き は 第 十 二 助 間 動 脈 の 分 枝 久 は 第 二 腰 音 動脈 の 分 
枝 は 第 二 某 養 動脈 さ な り , 後方 鉱 は 外側 方 に 増大 すれ ば 子宮 動脈 又は 卵 入 動 
MO PROPRIETOR E BMT AH, 又 腸 腰 動 脈 の 延長 し 来 り て 
条 状 和枝 ミ な れる あり ・ 内 側 か に 肉腫 増大 すれ ば 第 三 , POT abd ER し 
Anz, 腹部 大 動脈 又は 腎 動脈 より 出 た る 分 枝 が 著 し く 拓 張 し 蛇行 し つ ゝ 
失 れ る を 見 る こさ あり の ・ 

VA ASR BIKO MAEM San Ai UCP MRIS AO le S tub 
能 礁 退 す る ミ 共 に 血 流 減退 の 像 を 早 し 挫 る . GEES 2 ER 0 TIS 
動脈 は 八 乃 至 填 本 の 動脈 分 枝 ミ 其 聞 に 連れ る 網状 の 血管 父 を 認め 皮質 に 於 て 
は 放射 線 次 に 邊 行 せ る 細 枝 が 簡 臣 を 廻り て 一 層 を な せる こさ を 認 む る を 得る 
も の な れ ざ も る 和 質 の 侵さ る ゝ ミ 共 に 規則 正 し き 血 管 の 排 別 を な せる 皮質 は 其 
の 陰影 を 失 ひ 又は 鮮明 ミ な り 簡 質 は 血管 網 不 ミ な り 9, 或 は 全く その 陰影 を 
ths MAA OG NKRIS TEBE SD. FRADBILOK: SD LO BHM 
A GEOYEE NE も 健 側 に 比 し 狭小 = な る (第 15 彫 , 5 16 Gl, 第 17 賠 参 照 ). 

即ち 腫瘍 の 研 育 に 依り 和 栄 状 動 脈 枝 の 血行 星 盛 に 反比例 し て 引 動 肛 は 血行 の 
wih LED bow. 

6. BRABRAOR MARE. RAND Hi Lich 家 各 に つき 腎臓 機 
BEDE ARES EB NEN FT Dt DIAS RB MAAC AGEL, 背部 より 切 
BL, PGBS CHIR eK, 之 に 細 き 「 が ラス 」 製 「 カ ニュ ー レ 」 を 押入 
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TR 15 EGRET! = ILE ARENA TO FER 
mH 1.0 


本 試験 を 行 ふ 前 に 健康 家系 の 尿 量 を 測る に 毎 30 分 間 
LP RAC 健 


ル な せり 0。 

cc 内 外 に し て 雨 側 は 其 量 に 於 て 大 差 な き を 知れ り . ARERR 

側 は 代償 性 機能 元 進 状態 を 時 し 尿 量 は 毎 30 分 間 1.5 cc 以上 に 達し 肉腫 を 移 
健 側 の 二分 の 一 以下 に 止 る . 色素 排 浴 初 芝 時 間 も 

(= AERIS 15 分 内 外 を 要 し 造 に 遅延 を 來 


する に 健 側 は 最初 の 1 時 間 に 


植 せ る 患 側 は 之 に 反 Ua 


健 側 は 3 分 内 外 を 要する に 過ぎ ざる 
2). 色素 排 浴 量 を ズ ホ スク 比 色 計 に より 測定 
RE Lee ュ 側 は 6-152 に 過ぎ ず . EI BEN 


Ä 


40 RIEF DH APEM TD | 
\ 償 性 機能 元 進 営め る に 患 側 は 著しく 機能 減退 を 示す も の な り 
Pl 異物 さして Bee = 
= MEE OD ARE 


7. 腎臓 異物 注入 に 診 ける 所 見 . 
u 定時 A の 後 VERT ll 管 像 PBZ Dl 


0.5cc 内 外 を 注射 し 
肝臓 に 於 て 異物 注入 を な せる 所 見 同じく , HP EBB IL Ae BEY: 
"る を 示す も 9 


チ ャ 2“ 
ua 


ys. 


化 を 認め ず . i 

LI AEHZAENRMEMDIECHL し て 血管 は 反 應 を 起 さ ゞ る を 示す も の 

副 痛 肉腫 の 栄養 枝 は ES OT BPR BEE 
GF, MR 


Sy EAE AER D MGT DD Arty 


て か ゝ ふる 場 1 


2») 
な 0。 


8. ERBE SFR. 
分 枝 よ り 仰 で こさ 多く し 
動脈 その も の も 其 の 管 腔 が 撫 娠 せら る ゝ に 至る ( 例 第 1S [il 
KS AR BARS UCN FEO LEO ARE OSGI, 8 I 
HEIRDIEFZOREIAR し 時 ミ CRP KO も 後者 の WD BES ERE 
SANADBMEMERTAISEHO 

Fy UC Sp RDI IS BARTER S | 


9. JPRABIKMA SAH. SW RANE x Y 
よ 曲 走 し つ ゝ 細 枝 を 増生 す . SR KO Sp RDM 
BR FB 19 


一 助 


CAFR OI 


CHT eK Lokl 

IM NET BD 分 枝 は BOAR GI S LT MBF OA | 
NEE Ze EHRE SE & HN = REBATES | 
IRA Z PIS REM SHOT 


精 系 動脈 は 腫 場 本 だ 
な り 0 蛇行 状 を 里 す る に 至る . 


人 を 見 る こさ あり 
10, SABEICHI SR. 
% Di & SILA (2 WSO % WOARIE TTS ABLE S 
AUS & MOD FS BEAT USE AL BL TL OD BSB RT ERA S 2 HD RULE AL 


oR 
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OPES FER LEA GIRS FH ps 志 内 に 於 て 其 の 走行 を 誇 す る を 得 ざ る に 下 


る . EDD HK BM (SEG OBE (FEO 血行 停止 の 状態 ミ な る ( 例 第 21 


寺 精 管 動脈 は 精 系 動脈 が 沿 妨 内 を 走 あ ゐ こ ミ の 有無 に 拘 は ら ず 芝 に 副 塁 丸 を 経 
TS ALLE LIBBOR BIKAR DEO O. 内 陰部 動脈, 外陰 部 動脈 より 
AG APHIS S < PRES AAR BID も の な れ さ ざ , BAI MG ET Lt 
る 場合 に 於 て 第 二 , H=REOMS し て 役立つ も の な り ・ 

1. BRHMO LGR. と 線 像 に 見 る 血行 時 盛 を 示す 疑 化 は 1. 血管 々 腔 
DER. 2. 血管 の 曲 走 , 抑 ち も 血 流 の 充 四 に より 血管 は 長 さ を 増 し 曲 走 す る 
(LD. 3. 分 枝 の 新生 及 は 増生 な り ぐ ⑳ CTR, PIN, A. ARES BG 
OVE FIK 7 D RSA ALD BAL Ze も 併せ 認め 得る る の に し て 区 育 末 だ 小 な る 時 


は 其 の 一 , 二 の 獲 化 を 見 る の みな り . PA LEVMAEH S RETTEN LO 
HO, 又は 分 枝 の 増生 を 示す に 過 き も の あれ さ ざ , 基 等 は 何れ も 動脈 の 充 
TREE Dig 0°8(DEMEL). 以上 の 宴 駿 に 於 て 腫瘍 散 育 臓器 の 如何 に より 0 
て , 第 一 , 第 二 , 第 三楽 養 枝 を 明 に 居 別 し 得 た ぁ る も の あり の , 又 然 ら ず し て 一 本 


の 栄 袋 枝 の み の 比 化 を 認め 得 た る に 過ぎ ざる も の あれ ざ も , 何れ の 場合 に も 
芝 養 枝 血 管 像 の 織 化 を 示さ ゞ る も の な し . MUT ARTHER HINTZE が 人 
HO) PANE と 線 像 に 示せ る が 如き 腫 場 内 を 放射 線 状 に 排列 せる 血管 綱 は , 2 
ARE HS CZ eM ARES SO き 。 

12. SEBALHMEM. MIMO MSS EA K th EEE FEN 
を 介し て 生 ぜ ら る ゝ 場合 ミ , KAP AS CAR EE BU oe Er ER 
DSTO EME ORB = KO MEROBARR EF OGG STHS<L. © 
WEE OMA, MIRO FED WES FE HO MM al 7s BABI KOO CRE 5D >» 

に 就き 論 す る こ ミ さ は, ROMAIN BT SMES, WEBRETI ORE 
補給 の 必要 に 過 ら れ て 起 あ る さ 云 ふ (MARCHAND の Bedürfnis-theorie) 之 に 
CIM SD 2 TRAP LO NSE = AMC OMK IE A= IHR Lt AREE O OE 
より 起 あ も の ミ す る 所 論 . ARTHER HINTZE の 腫瘍 より 産生 せる 「 ホ ル モ ン 」 

) 右 管 の 新生 を 促す も る の な りさ ミ 評 ふ 説 等 , 何れ も 腫瘍 細胞 増殖 の 血管 に 
時 する 特殊 作用 を 認 む る 所 説 に し て , ENDEN PE IL 
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CHE MSHI TTT SFHELAT SITS, Al bod otra 
B= UT ADEN (= (SEG AMID OH LAS FE 22 1 O — EHR IEOD F (LED 
AFTER, TEE ALK UK A ESA 7} 1 OD fa IAP & 
特性 は , “ER PRT SO SEL) (ZAKREZWIKI). か く の 如 く 語 育 増 殖 の 著 
明 な る 腫 坦 細胞 が 其 の 必要 條 件 た る : vical 受け る 必要 上 , MEN OR 
大 , WH RO Re RE LAA, 営 然 の こ ミ に し て , 唯 其 の 原因 が 血管 
iE BARE Ze J} | u aaieiiomen sae 
PE FEL 72 BIT DIL EG LOAD I, Mic Bre LES FO 
栄養 血管 と 機能 血管 . HB icui<t Aa < APR PH, SIUC HS Clk 

BOE AB A= FPO NEG ECT BRB MROPEA BS LIED FEAR ER O RAE 
を 主 さ する 血管 血 流 の 消長 ミ は 相反 LMG OSE ASA (= HS TS AT OTE 
を 促 し 一 方 に 於 て は 血 流 の 減退 を 招来 す . 一 臓器 に 其 の 性 能 よ 0 見 て 二 種 の 
HERAT DAY CBO RAK KO A FE KON MRA Hy De OF AEB A 
化 を 示し 來 る 事 費 は 重要 な る 意義 を 有する も の に し て 芝 に 肝 , FRO ARS 
ず , 肺 臓 等 に 於 ける 諸 種 の 疾患 に 於 て 雨 種 の 循環 系 の 幾 人 比 を 起す べき も の な 
る を 想 到 し 得 ち る べし . 之 を 要する に 腫瘍 区 育 臓 器 に 封 す る 血行 星 盛 は 主 ミ 

ン て 腫瘍 組織 増殖 に 圭 す る 楽 養 源 こ な る も 営 該 臓器 の 機能 営 鋼 に 上 し て は 将 
ざ 何 等 の 促進 的 結果 を 生ずる 能 は ざる も の な り 0. 

SAM 結 議 

以上 家 各 肉腫 を 材料 ミ し て 内 臓 諸 臓器 に 移植 し て 得 た る と 線 血 管 像 に 就き 
RU DEIR eG LCG ia ST DZ 

1. FP REPS HS BS CST AE BS er = LC BEE WR PER IS AIA & 0 22 2e 
BETA Ze =O INTER OPEXK, 曲 走 , 分 枝 の 増生 を 見 る . ub ABODE IE HH 
PAO て 潰瘍 形成 を 示す も の は 周 衝 に の み 血 管 豊富 に し て 中 心 に は 乏 | 

2. ABA ECS BSC (SAR BEAR ODF AE Ze SE SMES PN RE EOE HEY SA 
EO ROR ROR 2B SS. AME Oni IL ESE BAO 7B & OKABE 
OFA ML FEAT 3 Dg ede S & ads (LZ 


3. FBR = BSC SB ZAE AS HBO) BE Et AB Ail Ze SLAY % PMO SER 
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HOD FEVE EK URE LL MET. 面 し て 門 脈 は 腫瘍 弓 織 部 に は 全く 

其 の 陰影 を 題 は さ ざ る に 至り 機能 衰退 の 像 を 示す ・ 

4. 肝 職 に 異物 を 注入 し 一 定時 日 経過 の 後 , 血管 像 を 概 す る に 強化 を 誰 め 
すず. in BAER を 示さ ざる 器械 的 異物 の 介在 に 圭 TEEN 25 
る 反 應 を 起 さ ざら る も の な り 0。 

5. 小腸 中 肉 腫 に 於 て は 腸 動 脈 弓 より の 分 枝 は 肉腫 の 大 さ に 従 ひ 一 本 乃至 
数 本 の も の が 楽 養 枝 ミ な り , 血管 ん 膝 の 摘 大 を 見 る . 

TAG IHS CS a RE FIN THK より 更に 多く の 細 枝 の 蛇行 増生 せ る を 見 


る . BIEBNESSTD 0 “CLEMO BAM OME AL Sri 


6. 前 臓 肉 性 に あり RE kIL TROERZMÄL, 
曲 走 し , 分 枝 の 増生 を な し , EIER, RER, 子宮 動脈, 卵巣 動 販 , 


腰 昔 動 販 , 又 腹 部 大 動脈 , 腎 動脈 より 直接 出る 無名 枝 等 は 肉腫 の 大 き さ , # 
育 位置 の 異 の に より 0 第 二 , BESSER AR. ZUR DREIRAD 
に 依る 腎 置 質 の 姜 縮 消失 乃至 其 壊 を 件 ふ 機 能 衰 退 ミ 共に 腎臓 内 分 枝 は その 敷 
を 減じ 且つ 狭小 ミ な り , 甚 し きも の は 哨 動 脈 本 幹 管 腔 狭小 ミ な り , 血 流 減 
ROR BF 

7. FANELA TS LODRBIMSA, 9757-7, LATE RAI 
BERR TE Ze 17 3 (= RES ACT ERR BE FOE AK RE RL IRA, fe eRe OHM Ze 
BU Z (I AMIS L SS DR eh CE KIEW DENT. TURP EE 
現時 は 患 側 は 健 側 に 比 し 著しく 選 延 し , MMO RRRE WR tS CS eR し た り . 

月 詳 内 に 異物 獣 妨 未 を 注射 し 一 定時 日 の 経過 の 後 , 血管 像 を 概 す る に 

WL TERN BAL DT. 血管 は 増殖 性 猫 化 を 示さ ざぁ 次 械 的 異物 の 介在 に 封 
し 何等 著 明 な る 反 應 を 起 さ ざる も の な り 0 め ・ 

9. RA TIEENTFEHNR & 0 副腎 に 至る 底 存 分 枝 が 第 一 薬 養 枝 ミ な 
る 外 第 十 二 助 問 動脈, 第 二 腸 背 動脈 より の 分 枝 が 第 二 栄 状 動 脈 さ な る . 

10. 卵巣 肉腫 に 於 て は 錯 巣 動脈 の 先端 は 振 張 し 蛇行 し 第 一 策 状 動脈 こ な 
る . 子宮 動脈 の 分 枝 , 時 に 腸 有 動 脈 の 分 枝 は 第 二 栄 養 動脈 さこ なる. 

1. 随 刀 肉腫 に 於 て は 精 系 動脈 は 回 志 腫瘍 が 林 だ 下 育 小 な る 時 は 山九 内 を 
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He{T LO > FED BRU ALTES ILS RS RO SAAR HOFER TEN 
SAY S ANKER WOR = FEC HARMS SILA MTS, Mite 
OAKES 75. MRE GIRS AR KO MEO MPI FS OS, FHC HORE 
FILO CBAC A ORBAN L, 内 陰部 動脈 , 外陰 部 動脈 も 第 二 或 は 第 
三 演義 動脈 枝 ミ な る . 

12. 以上 各 臓 器 の 血管 父 を 見 れ ば 肉腫 に は 栄養 動 脈 の 存在 する を 知る ミ さ 共 
CERKRDMESL TER OR 曲 走 , 分 枝 増 生 を 認め , 機能 を 主 さ する 
動脈 は 栄養 動脈 の 血行 詩 盛 に 反比例 し て 血行 衰退 の 像 を 示す . 即 此 等 の 所 見 
より 見 れ ば 腫瘍 七 育 臓器 に 封 す る 血行 盛 は 主 ミ し て 腫瘍 組織 増殖 に 封 す る 
栄養 源 こ な る も , 営 該 臓器 の 機能 辻 入 に 在 し て は 殆 ざ 何等 の 促進 的 牙 果 を 生 
ずる 能 は ざる も の な り 

拉 筆 に 臨み 御 指導 と 御 校 開 を 賜 は り た る BSAA TIER FHRBLBIRFER 
PEGA OCR CRMO BART. 

GRY VG (AS RR a pa HIT AE FS AERO 撮影 に か が ゝ る も の に し 
て 深く 謝意 た 表す 

Sciagraphical Studies on the Changes in the Blood 
Vessels in the Vicinity of Sarcoma transplanted 
into the Internal Organs of the Rabbit. 
(Abstract). 


By 


Masachika Kanno. 


[Pathological Institute of the Nagoya Medical University (Director: 
Prof. Dr. Tetsuji Kimura.) and the First Surgical Clinic of the 
Nagoya Medical University (Director: Prof. Dr. Makoto Saito.)) 
Generally the development of the tumor tissue is more con- 
spicuous than the surrounding normal tissues,espscially in the case 
when the tumor is malignant. Accordingly, the function of the 


blood vessels which envelope the tumor, is greatly accelerated, as 
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already shown by several authors in the case of the sarcoma found 
in the internal organs of vertebrate animals. 

In connection with this fact, SAMPSON, in the study of the 
uterine tumor, adopted a quite new method in order to study the 
development of the blood vessels, examining their sciagraphs by 
Röntgen ray. Recently Prof. Dr. Saito of the Nagoya Medical 
College made an investigation regarding the sarcoma developed in 
human body and has shown that (1) the pre-existing arteries 
distributed at the developed position of the sarcoma become the 
primary nutritive artery which mainly nourishes the sarcoma and 
(2) the other arteries which run in the vicinity of the sarcoma 
change their function, becoming secondary or tertiary nutritive 
arteries, accompanied by a relative increase of the size of the 
sarcoma. 

In order to affirm the relationships between the blood vessels 
and sarcoma in detail, the writer transplanted a rabbit’s sarcoma 
into the tissues of the gastric wall, liver, spleen, intestinal wall, 
suprarenal gland, ovary, and testis of the normal rabbits, and 
examined the changes appearing in the blood vessels induced by 
the development of the sarcoma, taking their sciagraphs by Röntgen 
ray, after injecting thorotrast or umbrathor into the evacuated 
blood vessels immediately before or after the death of the animal. 
The following is the summary of the results obtained by the 
writer’s investigation carried on in the Department of Pathology 


and Department of Surgery of the Nagoya Medical College. 


1. Influences of the sarcoma grown in the gastric wall. 


The arteries located at the transplanted position modified into 
nutritive arteries beautifully encircling the sarcoma. They give off 
thin branches taking highly tortuous courses, the lumen of each 
vessel being remarkably enlarged. Blood vessels in the center of 
the sarcoma, where ulcer already existed, were very scarce. (Figs. 
308) 


3, 4, 5). (pp. 306, 307, 
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2. Influences of the sarcoma grown in the 


tissue of the spleen. 


While the images of the sinuses of the normal tissue are 
represented by speckle-like dark spots, no such images appear at 
the position where sarcoma developed, showing the fact that no 
venous blood vessels existed. Arteries in the vicinity of the sarcoma 
give off numerous thin branches in all directions. 

Although the sarcoma transplanted into the tissue of the 
spleen develop moderately, it perishes rapidly, since the central 
portion is liable to ulcerate at the early stage. In addition, treated 
rabbits perish more rapidly caused by malinfluences given to liver 
and other internal organs. Consequently, the change of the arteries 


is less conspicuous in these cases. (Figs. 6, 7, 8). (pp. 309, 310) 


3. Influences of the sarcoma grown in the liver. 


In order to understand the influences induced by the sarcoma 
transplanted into the tissue of the liver, it is necessary to know 
the relations shown by the hepatic arteries and portal veins 
separately, since the two are influenced quite differently by a given 
stimulus, as their functions differ greatly. 

In the case of the former, one of the branches enlarges and 
ramifies remarkably, and reaches the tumor taking tortuous courses. 
Occasionally the distal part of that branch is divided into two and 
encircle the surface of the sarcoma as shown in Figure 10. While 
the portal vein of the normal tissue ramifies regularly giving the 
tree-like appearance, no such figure can be seen in the vicinity of 
the tumor, terminal part of the blood vessels in contact with the 
latter being suppressed and somewhat degenerated. (Fig. 11). (p. 313) 
These facts denote the following : — 

1. Under the influence of the sarcoma, certain branches of 
the hepatic arteries which nourish the tissue ramify more compli- 


cately and send special branches to feed the sarcoma. 
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2. Decline of the normal function of the-liver by the influence 


of the sarcoma causes degeneration of certain parts of the portal 


veins located at the transplanted position. 


4. Influences of the sarcoma grown on the 


intestinal wall and mesentery. 


If a graft of sarcoma grows on the intestinal wall, a branch 
of the visceral arteries gives off several offshoots to nourish the 
sarcoma. In the case of coecal wall, delicate vessels arise from 
the branch of the visceral artery which surround the coecum. 
They proceed to the surface of the sarcoma, taking the tortuous 
course and enlarging the lumen to supply the blood more abundantly. 

In locations where no blood vessels can be seen macroscopically, 
Röntgen ray reveals the images of minute arteries on the mesentery, 
which terminate at the position of the sarcoma. These are the 
nutritive arteries grown under the influences of the stimulus from 
the invisible but physiologically functional blood vessels. (Figs. 12, 
13, 14). (pp. 318, 320) 


5. Influences of the sarcoma grown in 


the tissue of the kidney. 


As the influences of grafting sarcoma into the tissue of kidney, 
modification of the function of some arteries and degeneration of 
the renal artery can be seen. It should be remembered. that the 
main blood vessel which serve to feed the sarcoma is the suprarenal 
artery. Ramification and tortuousness of this vessel is significant. 
And its lumen is markedly enlarged. With no doubt, this is the 
primary nutritive artery. In addition, several auxiliary nutritive 
arteries, which may be called the secondary or tertiary nutritive 
arteries, are grown in the vicinity of the sarcoma, modified from 
the pre-existed arteries. If the sarcoma is grafted on the upper 
part of the kidney, XII. intercostal artery and lumbodorsal artery 
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modify to form the secondary nutritive artery. Moreover, some 
branch of the uterine or ovarian arteries, or that of the iliolumbal 
artery play the same role, when the sarcoma develops on the lower 
or external lateral side of the kidney, and the third and fourth 
lumbodorsal arteries or the renal artery sometimes modify into 
the secondary nutritive artery, when the sarcoma is grafted and 
developed on the internal lateral part of the kidney. 

Contrary to the development of the nutritive blood vessels, 
the renal artery degenerates markedly caused by the decline of the 
proper function of the kidney. Ordinarily, 8-10 branches of the 
renal artery connected through numerous anastomoses can be seen 
in the medulla, in addition to the layer of radially arranged minute 
blood vessels in the cortex. The images of such blood vessels in 
the cortex as well as the networks of the renal artery in the 
medulla of the grafted kidney disappear or become indistinct, the 
lumen of each vessel becoming narrower than in the normal condi- 
tion. In the markedly influenced kidney, even the main part of 
the renal artery degenerates,the lumen of which becoming remark- 
ably narrower. (Figs. 15-17). (pp. 322, 325, 327) 


6. Influences of the sarcoma grown in the tissue 


of the suprarenal gland. 


Under the influences of the transplanted sarcoma, one branch 
of the suprarenal artery modify to serve as the primary nutritive 
artery, winding markedly with much enlarged lumen. In this case, 
the position of the sarcoma determines the role of the first 
lumbodorsal artery or twelfth intercostal artery to serve as the 
secondary nutritive artery. (Figs. 16, 18). (pp. 325, 334) 


7. Influences of the sarcoma grown in the tissue 


of the ovary. 


If the graft of the sarcoma grows moderately, modifications 
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can be seen in the ovarian artery, sometimes enlarging its lumen, 
sometimes. taking tortuous courses giving off great number of 
minute branches, in order to play the role of the primary nutritive 
artery. In addition, certain branch of the uterine artery which 
forms the capillary network with the ovarian artery modify to 
serve as the secondary nutritive artery. When the development of 
the sarcoma is remarkable, certain branch of the iliolumbal artery 
forms capillary network, changing thus into the tertiary nutritive 


artery. (Fig. 19). (p. 336) 


8. Influences of the sarcoma grown in the tissue 
of the testis. 


As soon as the sarcoma develops in the tissue of the testis, 
the course of the spermatic artery which runs spirally in the 
normal condition, becomes irregular and tortuous. If the progressive 
increase of the size of the sarcoma is accompanied by the degenera- 
tion or ulceration of the normal tissue of the testis, distribution 
of the spermatic artery becomes indistinct, influenced by the 
decline of the normal function of the testis (Figs. 20, 21).(pp. 338, 340) 
Instead, the deferencial artery usually reaches the testis, passing 
through the epididymis, playing the röle to nourish the sarcoma. 

Certain branches of the internal and external pudendal arteries 
reach the scrotum and the serous membrane of the testis, feeding 
the sarcoma and functioning as the secondary and tertiary nutritive 


arteries. 
SUMMARY. 


As shown by the above mentioned facts, the artery existing 
at the grafted position modifies itself into the primary nutritive 
artery, serving thus to accelerate its blood supply into the sarcoma. 
Whether or not other arteries lying in the vicinity of the former 


modify into the secondary or tertiary nutritive arteries depends 
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upon the nature of the grafted organs, size of the sarcoma, and 
the position of the grafting. In some organs, their normal function 
markedly decline, being influenced by the development of the 
sarcoma and causing thus degeneration of the blood vessels which 
take part in performing the proper function. Accordingly, great 
amount of the blood supplied by the nutritive arteries is utilized 
merely to nourish the sarcoma, leading to the decline of the normal 


function of the grafted organ. 
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と 線 深 部 放射 に 依っ つて 治療 せる 了 肉腫 の 
EF RD SBE t= RET 
4, SAAB BE 
ae Se: 7 OR A 


AR 

MAHER 第 四 章 NEE VI 
第 一 章 緒言 及び 文 江 第 五 章 結 論 
第 二 章 BER 附 岡 
第 三 章 腫瘍 の 組織 學 的 所 見 x OR 

内 容 抄録 


と 線 生 骨 血管 撮影 泌 に 依 つ て 肉 隆 の 血管 像 を 撮影 し て 見 る と 肉腫 の RH HII ANG 
質 井 部 位 を 薬 養 す べき 正常 に 分 岐 せ る 動脈 に 依 つ て 形成 さ ら て る. ZURB-REM 
METZ. 肉腫 が 増大 すれ ば 其 の 附近 を 養 ふ 動脈 が HR LAY BRA |- AMOR 
養 に 奥 り 第 二 染 状 動 脈 と な る . 何 肉 腫 が 増大 すれ ば 全然 肉腫 の 某 養 に 開 係 の な る 動脈 
まで が 増大 し て 來 る の を 認め る . 其 の 筐 め に 血管 と 線 撮 影像 を 見 れ ば 肉腫 の 附近 ば 血 
管 像 に 富ん で 來 る 、 今 手術 に 依 つ て 肉腫 を 切除 すれ ば 肉腫 状 動脈 が 縮小 する ば か り 
TR, AEA IEI= 全然 団 係 が な く 肉 腫 の 附近 ょ より 分 岐 する 動脈 も 赤 壮 縮 す る の を 認 
HB. 今 肉腫 を と 絹 深部 放射 に 合 つ て 治療 する 時 に は 肉腫 細胞 ば 退行 角 性 に 隅 入 り 細 
胞 骨 も 核 も 縮小 し 人 遊 に 肉腫 細胞 は 消 稚 する . 其 の 部 ば 始め 畑 遇 な る 結 締 組織 に 供 つ て 
置き 換え られ 次 第 に 療 様 結 締 組織 を 形成 す る. 是 等 の 鏡 化 の 途上 に CARER 
Wikre. U CAMO MF ROBART Se MRO Be lf Air FH ROTM 
除 し た 時 の 水 化 と 殆 ん ど 同 様 で わる こと を 認め た . A Pai の REMMI と 線 深井 
放射 後 縮小 委 縮 する ば か り で な く 肉 腫 の 茶 養 に 全然 開 係 の な さき 動脈 まで も 縮小 す 2, 
之 れ に 信 つて 見 る に 肉腫 は 基 の 新陳代謝 吐 盛 で わ つ て 其 の 結果 産生 さき る ゝ 一 種 の 物質 
が い 余 は 之 れ な 一 種 の 「 ホ ル モ ン 」 と 思考 す ) 血 管 に 作用 CLOMRREA EL, HIN 
腫 が 手術 に ょ り 切 除 さ れ 又 は と 線 深部 放射 に 依 つ て 清和 失せ し ゆら る > ゝ 時 に AOR 
養 動脈 が 縮小 する ば か り で な く , 其 の 附近 か ら 分 岐 し 肉腫 の 某 養 に 全然 闘 係 な き HH 
まで も 縮小 奏 縮 する な を 認める. 更に 肉腫 の と 線 放 射 に ょ る 破 載 産物 血管 に 振 張 性 に 
作用 せめ も の で ある 事 が 考 へ られ る 。 
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第 一 章 緒言 及び 文蔵 

肉腫 の 和 養 動脈 は や 肉腫 配 生 部 に 楽 養 を 支給 する 正常 に 分 岐 せる 動脈 枝 
に 依 つ て 形成 せら る . 肉腫 が 増大 する ミ 此 の 楽 養 動 脈 は 太 さ 及び 分 岐 の 数 を 
増し て 肉腫 に 充分 な る 楽 養 を 支給 せん さす る の で ある . COBB eRe 
(SA BME SH Ute. 更に 肉腫 が 増大 する ミ 肉 腫 の 附近 に 分 岐 し て 居 
る 動脈 が 直接 肉腫 に 楽 伏 を 支給 する 様 に な る . これ 等 の 動脈 は 第 二 栄 状 動 脈 
SFET A. 新 く 肉腫 が 増大 する ミ 昔 に 肉腫 の 楽 養 に 開 係 ある 動脈 が 増大 する 
ば か り で な く 全 然 肉腫 の 栄 状 に 開 係 の な い 動脈 即ち 他 の 部 分 に 楽 養 を 支給 し 
て 居る 動脈 例 へ ば 筋肉 動脈 等 も 増大 し て 來 る . 勿論 主幹 動脈 は 之 れ 等 の 動 
脈 枝 が 増大 し た 負 め に 多量 の 血液 が 流通 する 必要 が 生じ て 其 の 太 さ を 増大 す 
る . 故に 肉腫 の 融 達 増大 に 伴 つ て 其 の 局所 に は 動脈 の 分 布 が 漠 富 続 多 に な つ 
て 挫 る 故に 信 生 栓 血管 と 線 撮 彰 を な し て 見 る ミ 肉 腫 生 生 部 位 に は 血 省 ai 
L< 豊富 に な つて 居る の を 認め る の で ある . 此 の 事 次 は 動物 肉腫 を 寅 駿 的 に 
移植 し て も 同様 の 結果 を 得 ほ ちる ゝ . BD ORANDS LRRAMO HE 
a a 
の で ある ・. 以上 の 原則 は 二 重 血 管 の 支給 ある 臓 貫 に 於 て は 異 る 結果 が 得 ら 5 れ 
る . BD t apy FE (AAPL. 臓 等 に 家 兎 肉腫 を 移植 し 後 ち 生 租 動 脈 撮影 を な し 
= 肝臓 に 於 て は 肝 動 脈 及 び 門 賑 系 統 の 二 重 の 血管 が 存在 TE 2. 肉腫 移植 
に 偽 つ て 門 脈 系 統 は 歴 迫 義 縮 に 陥 入り 肝 動 脈 は 其 の 大 さ を 増 加 し て 腫 城 の 楽 
養 動脈 を 形成 し た . 価 中 識 に 於 て は 腎 動脈 は 芝 臓 の 機能 動脈 で ある . LER 
は 腎 識 の 彼 膜 の か より 腎臓 の 結 締 組 織 に 分 岐 する 動脈 で ある . FFB Ae 
移植 する ミ 菅 動脈 は 歴 迫 義 乏 に 陥 入 り , 乙 れ に 反 し て 上 腎 動 脈 は 増大 する . 
之 れ を 要する に 腺 様 也 器 に 肉腫 を 移植 すれ ば 其 の 機能 動脈 は 歴 迫 姜 縮 に 了 入 
に 反 し 結 締 組 織 を 楽 状 す る 動脈 は 肉腫 の 栄養 動脈 さこ な る の で ある . 4 

若 し 肉腫 を 切除 すれ ば 肉腫 評 生 の 入 め に 増大 し た 動脈 は 如何 に 疑 化 する か 9 
余 等 が 施行 し た 人 起 肉 腫 に 於 ける 結果 は 次 の 様 で ある DORA AM U) 
除 し 手術 の 前 後に 生 骨 血 管 撮 影 を な し て 血管 像 を 比較 する に 肉腫 を 切除 すれ 
ば 肉腫 の 栄 状 動 脈 の みな ら ず 筋肉 動脈 まで も 装 縮 する 像 を 認め た の で ある . 


/ 
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ELBE RR OH 2 75 re ABLE ML FE RUS IT (= 
する か は 興味 の ある 問題 で ある . 余 は 左 胸部 の 巨大 な る 肉腫 に て 此 の 問題 に 
eC Re ts LEO CHI ZHRRETS DTI UK. 

第 二 章 臨 kK fe 例 
棋 胸 郡 肉腫 . 54 5, 9. (1934.1.16 A) 
家族 歴 中 に は 一 人 の 妹 が 子宮 癌 に て 死亡 し て 居 ぁ 外 特記 すべ きこ こさ が な 


BEER. 患者 は 生 來 健康 な る も 約 13 年 前 導 疾 に , 約 10 CERIO HEO 
MOL. | 

BAR MALEREI CD RAK OMB ER DT. FEI 75 
ERBE IK BRIETHOTRALRE SOFMETSS CERT OD 
られ た けれ ざさ も 其 の ま ゝ に 放置 し て を いた . 其 の 後 該 腫 場 は 次第 に 大 き さ を 
増し て 10 月 末 に は 左 胸部 を 占有 する 大 さ に 達し た . 11 月 末 に 名 古屋 市 民 病 
院 を 訪 ひ 肉腫 の 診断 を 受け 二 回 に 渉 つて し 線 深 部 治療 法 を 受け た . 放射 量 を 
同 病 院 の 厚意 に より 記載 すれ ば 菊 の 如く で ある ・. 

第 一 回 目 照射 。11 月 30 日 . 

前 方 より の 距離 23 fii 

電 M 16 高 「 ボ ルト 」 

管 fk Greetmetro 管 球 放射 面 の 大 さ 5x8. 2mA 

ve 過 13 Al 

ma さ 1. H.E.D. 

時 間 30 分 

第 二 固 目 照射 . 12 月 6 日 第 一 回 目 ミ 同様 に 放射 す . 

11 月 末 頃 か ら 腰 痛 あり . 邊 骨 旨 経 痛 様 の 導 痛 が あつ た . EFT a b FE 
iM Li pPOrs. 1934461 16 日 來 院 , AAA ABE. 

現 症 . LASAMMET (AMER 476 高 , 血色 素 量 ザ ー リ ー 氏 指 載 70) Hey 
数 1 分 時 90, Main 37.2C, 尿 は 酸性 , 比重 1018, KARL Dis, 腹部 
Baa (= BULA TEL. 
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第 1 賠 ABRRED ROB 局所 々 見 . 
た 手 の 運 動 を 示す た め 二 重 撮影 な なす) AAMWERE, 前 胸壁 。 側 胸壁 及 
び 後 胸 避 に か け て 大 な る 腫 場 が 
HA. 該 腫 瘍 は 前 胸 局 で は 上 か 
は 鎖骨 に 達し 内 方 は 胸骨 に 達し 
下方 は 乳腺 か ら 三 横 指 幅 下 方 即 
> PAW I & CEL TER. 
上 下 の 高 さ は 15 PRD 2. 腫瘍 は 
朋 高 を 痛 し 肩 肝 骨 の 部 を 一 般 に 
占有 し て 居る. 前 胸壁 の 腫 場 は 
葉状 に 分 れ 鎖骨 下 に は 皮下 静脈 
の 怒 張 あり , HAiK7e BUTE 2. 
便 度 は 弾性 硬 , 所 々 に 赤色 を 時 
し て 居る 所 が ある . COME 
鷹 に まで 腫瘍 細胞 が 浸潤 し た 所 
CHA. PAHS = Bid 
る ゝ 所 が あつ て 人 硬度 軟 き 部 が ある . HMB DRA LO PAAR = UTE 
る . 左上 肢 は 水 座 以上 に 壁 上 する こさ が 出来 な い . 脊柱 は 左 方 に 凹 な 側 租 を 
示し 第 三 , 第 四 腰 椎 の 雨 側 に は 歴 痛 が ある . PERMIT ROT ev AMER 
南側 共 高 ま つ て 居る が 病 的 反射 は な い . 患者 は 左側 設 貴 騰 腸 を 有 し て 居る 
患者 の 左側 胸部 と 線 寛 中 を 見 る に 第 三 助 骨 より 第 九 助 朋 に 渉 つて 側 胸部 に 
助 骨 面 か ら 三 横 指 中 内 方 まで 抑 ち 肺 門 部 に 至る まで 廣 汎 性 の 腫 場 の 除 彰 が あ 
m aa 
葉 に は 気管 及び 肺 胞 の 影像 を 認め る が , 中 肺 葉 で は 気管 の 像 が 細く な り , 肺 胞 
DORAR BDI. 即ち 諾 肺 の 中 肺 葉 は 腫 茂 の 韓 位 を 受け て 居る . 此 の 腫瘍 
は 胸壁 外 方 か ら 直 接 内 部 に 進入 し た 様 に も 考 へ られ る が 助 骨 は 全然 除 昧 = 
に な つて 居 な いか ら 或 は 血行 性 韓 位 を 起 し た も の ミ 思 は れる ゐる. 死後 解剖 に 
つて 笑 張り 血行 に 依る 肺 臓 韓 位 で ある ここ を 認め た 
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第 三 章 BROUMSHRR 

患者 は 第 二 回 目 の 血 管 撮 影 の 後 2 日 目 に 死亡 し た - 死後 解剖 に 依 つ て 得 た 
る 腫 場 片 を 組織 陳 的 に 概 査 し た . 腫瘍 片 は 胸部 全 ち 原 底部 及び 中 臓 韓 位 部 か 
ら 探 つて 機 査 し た . 胸部 の 腫瘍 細胞 は - と 線 放 射 の た め に 退行 幾 性 に 陥 入り, 
之 れ に 反 し 腎臓 韓 位 部 の 腫瘍 細胞 は 織 化 少な く 腫 瘍 細胞 の 組織 取 的 概 査 に 適 
UTE A. 

BRS RES OF MBAR. 

PES ANNES RA REO Fl 22 BE UCB. 腎 友 質 の で は 腫瘍 細胞 に 歴 
迫 せ られ て 如 韓 細 尿 管 細胞 は 猫 性 し 一 部 に 於 て は 消失 し て 居る . BER OIC 
は 皮質 に 比 し て 細 尿 管 は 比較 的 保存 され て 居る ・ 

腫瘍 細胞 の 形 は 彫 形 , PARISI CHOOT HRT. 細胞 の 大 さ 
も 一 定 し て 居 な い . 細胞 表 は 蛋白 質 は 余り 多く な い . RISE Bacis AR 
は 属 鈴 罰 形 で あつ て 核 糸 に 富み 核 小 前 は 核 内 に 非 中 心性 に 存在 し て 居 ろ . KK 
分 製 像 は 所 を 々 に 認め られ る ・ 一 般 に 腫瘍 細胞 は 骨 和 剛性 の 細胞 に 似 て 居る が 
「 オ キシ ダー で ゼ 」 反 應 は な い . 腫瘍 組織 内 に は 殆 ん さ 結 締 組 織 の 増殖 は 認め ら 
れ な い . 故に 此 の 肉腫 は 多 形 細胞 肉腫 で ある . 

HEBEN S RRS ES OPH rH. 

WATER He 95 OD HL BLY) GR US. EA BEE HST BE Ze LCG. 

REIS FS fi 72 SL (= RENNENS RO KOREA CHO TRAY 
FD TITAN RE RRS BARAK TEE UCB BC STE. 核 は 核 
委 縮 症 Pyknose #ERLABCHA. Kis RL AMIE He UC) 
LUE. TRETEN RR BH ZU TEL EE 
ae UCSLZ (= FR i aS AUK IS AEE Tu で ある が し と 線 深部 放射 を 受 
(FT AAEBO PEGS MIKO EIS 4 ee で ある . 故に し 線 深部 放射 を 受け た 腫 場 
細胞 核 は 健康 な る 腫瘍 細胞 核 に 比 し て 著 明 に 縮小 し て 居る . 又 胸 部 腫瘍 細胞 
に は 核分裂 像 を 認め な い . 

此 等 腫瘍 細胞 は 主 ミ し て 筋 織 維 束 間 に 侵入 し て 居る ば か り で な く 時 ミ し て 
は 筋 比 維 間 に も 侵入 し て 居る. 此 等 の 腫瘍 細胞 は 大 部 分 退行 織 性 に 移 入 つ て 








第 2 岡 HERA VBS TLR 





S……… 注 射 器 
hire 鎮 骨 
H……・ 上 肝 骨 
TA------ RGR, MER H MK A. thoraco-acromialis. 
TL------ 側 胸 動 脈 A. tboracalis lateralis. 
CHP 4% Hl ie +. GH AK A. circumflexa humeri posterior. 
TD------ 胸 背 動脈 A. thoraco-dorsalis. 
CS 深 上 腫 動脈 A. profunda brachii. 


腸 様 の 組織 ミ な つて 居る . 新 ゐ 部 を ば VAN GIESON 菜 色 標本 で 見 る ミ 網 の 
目 状 に 細 小 な る 結 締 組織 織 維 が 走 つ て 居る が 比 化 の 進捗 し た 部 分 で は 結 締 組 
織 織 維 の 増殖 著 明 で ある . 故に 筋肉 織 維 束 は 此 等 肥厚 し た 結 締 組織 に より て 
園 続 せら れ , 18% LAENNEC 氏 肝 硬 畿 症 の 時 に 肝 細 胞 葉 が 肥厚 し た 結 締 組 織 
(KO CB StU TES SARK LOD. WRB BT AMT 8 EG 
細胞 が Pyknose #2 LIRR TE SOR DD. MAMI 4 MBS 
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が 肥厚 し て 居る . RPGR LEABRLAT SMELLS <Bd6NS. Bo#¥ 
し い 部 で は 一 様 に 硝子 様 縁 性 に 陥 入り 極め て 核 は まばら に 存在 し て 少 著 に な 
つて 居る 部 も ある . 筋 織 維 は 大 さ に 差異 あり 著しく 装 縮 し て 居る 像 を 認め る . 

選 を 要する に 本 肉腫 は 多 形 細胞 肉腫 で あつ て 胸部 の 肉 種 で は と 線 放 射 の た 
め に 著 明 な る 退行 郵 性 に 陥 入り 細胞 消失 を 起 し 其 部 に 於 て は 結 締 組 織 の 増殖 
を 起 し て 居る . 然 も 肉腫 細胞 の 消失 は 一 様 で な く 一 小 切 片 内 に あつ て も 差異 
を 認め る . 新 に 細胞 消失 の ある 部 に は 結 締 組 織 の 増殖 は 著 明 で は な い が 古 い 
部 分 で は 結 締 組織 の 増生 が 著しい た め に LAMAR SSO THAD BiH 
A: 

第 四 章 SSMS rae 

MEER と 線 撮 影 法 1 月 18 日 施行 . 左側 鎖 朋 の 上 線 に 溢 ふ て 約 5 HOD BSH 
切開 を 奥 ^ へ 胸 鎖 乳頭 筋 の 鎖 衣 附 著 部 を 一 時 的 に 切り 鎖骨 下 動脈 が 大 動脈 弓 
か ら 出 た 部 を 動脈 氏 子 で 挟み , 休 頭 部 及び 顕 部 に 分 布 す る 動脈 枝 抑 ち 椎 号 動 
Hk, 下 甲 状 腺 動脈 , 頭 助 骨 動脈 等 を 動脈 氏 子 で 一 時 的 に 挟み 鎖骨 下 動脈 の 本 
eB Lo bob FA by RIERA L TURE IRR Lic. 其 の 所 見 左 の 通 
り で ある (第 2 fal ROBT 1 賠 参 照 ) . 

Say Fait PARERGA Truncus thyreocervicalis より 0) 未 檜 が 撮影 され 
て 居る . 序 もち 下 忠 装 腺 動 須 A. thyreoidea inferior, KiJAAP ah A. transversa 
scapulae, #=9HGhM A. cervicalis superficialis PH LTH A. RESEDA 
A. transversa colli は 動脈 佳子 で は さま れ て 陰影 を 印 し な い . Kir PIL HST 
は 胸 鳥 嗜 突起 動脈 A. thoraco-acromialis (TA) が 太 き 枝 を 分 岐 し て 居る. 本 
電 か ら 分 岐 後 三 本 に 分 れ 一 本 は 上 外 方 に 向 つ て 居る . Zeus Ramus 
acromialis (RA) CHA. 二 本 の 胸壁 枝 Rami thoracales (RT) の 中 一 本 は 曲 
走 し な が ら 鎖 骨 ミ 主 行 に 内 方 に 向 つ て 居る . 他 の 一 本 の 枝 は 曲 走 し て 胸 穫 ミ 
年 行 に 走 つ て 居る (TS). 側 胸 動 脈 A. thoracalis lateralis (TL) (SiG 
起動 脈 の 分 岐路 か ら 6 糧 末 栓 で 下方 に 分 岐 し て 居り 前 者 の 三 倍 位 の 太 さ を 有 
し て 居る . 此 の 動脈 は 腫瘍 の 中 に 敷 多 の 動脈 枝 を 出し て 居り 主 な る 腫 場 栄 状 
動 暫 ミ な つて 居る が 腫瘍 の 強い 陰影 に 蔽 は れ て 末 栓 の 分 枝 は 明か で な い ・ 
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(RAG KE |-AAGHK A. circumflexa humeri posterior (CHP). 

此 動 脈 は 側 胸 動脈 A. thoracalis lateralis Arikik 1.5 ERTL 
封 側 色 ち 肩 有恒 の 三角 筋 の 方 へ 向 つ て 居る . 此 の 動脈 は 蛇行 し 上 有 骨 の 外科 的 
顕 部 を 横 走 し 之 れ ミ 略 直角 に 交 つて 其 の 外側 に 出 で 三角 筋 内 に 分 岐 し て 居 
る . 此 の 動脈 は 腫瘍 の 栄 状 動脈 ミ は な つて 居 な い ・ 

ia 7¥ HK A. thoraco-dorsalis (TD) この 動脈 は 後 廻 旋 上 騰 動 脈 A. cireum- 
flexa humeri posterior の 分 岐 後 5.5 糧 末 栓 の な か ら 分 岐 し 胸 難 の 方 に 走 
り 主 ミ し て 肉腫 組織 に 分 布 し て 居る . 此 の 動脈 は 其 の 経過 中 膝 宮 の 方 か ら 腫 
瘍 に 依 つ て 歴 迫 され 入 め に 膝 高 に 向 つて 凹 堤 を 描き 曲 走 し て 居る . HELO 
動脈 分 岐 よ り 1-2 糧 中 心 部 か ら 三 本 の 動脈 が 分 岐 し て 居 て 内 一 本 が 肉腫 内 に 
分 布 し 他 の 二 本 は 上 肝 の 筋肉 内 に 分 岐 し て 居る . ZUR RER A. pro- 
funda brachii (CP) で ある . 

之 れ を 要する に 以上 の 所 見 か ら 見 る 時 に は 左側 胸壁 の 巨大 な る 肉腫 は 主 ミ 
し て 左 の 四 本 の 動脈 に 依 つ て 養 は れ て 居る . 

1, 胸 鳥 嗜 突 起動 脈 A. thoraco-acromialis (TA) Ok, 胸壁 枝 Rami tho- 
racales (RT, TS). 

2, 側 胞 動脈 A. thoracalis lateralis (TL) 

3, 胸 脊 動脈 A. thoraco-dorsalis (TD) 

4, 胸 脊 動脈 分 岐 部 か ら 分 岐 せる 小 動 須 

面 し て 次 の 四 つ の 動脈 は 肉腫 の 栄 杖 動 脈 で な く 之 れ は 肩 且 よ り 上 有 に 分 布 
し て 居る . 

1, 胸 鳥 叶 突 起動 脈 A. thoraco-acromialis (TA) DEFENCE Ra- 
mus acromialis (RA) 

2, ARE NEE A. circumflexa humeri posterior (CHP) 

3, 深 肝 動脈 A. profunda brachii (CS) この 動脈 は 二 本 に 分 れ て AK 
し て 居る ・ 

以上 記載 し た 肉腫 の 栄養 動 脈 の 外 此 の 動脈 と 線 像 に は 出現 し て 居 ら な い が 
胸壁 の 助 間 動脈 Aa. intercostales 及び 横 頭 動脈 A ん . transversa coll’ DF 





N 
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行 枝 Ramus descendens “ 4, NEOREENRS UTHITD TE AS BS 
UA. 

以上 の 動脈 撮影 を な し た 後 患 者 の 左 胸壁 肉腫 は 16 BFR Hh = SEI Hr 
CHE CHRD MA CHD FRE 7 0 FEO TKI MOR & WE HAN THOR 
に な つた . —WAHEOPERISHTK L 2 5 ARO SINKS HP ROSE ae 
HBO AVI ED SUS AU RREA 4 も 認め られ た . 新 く し て 患者 は 2 月 5 BEE 
Li. 死 の 3 ARES, 肉腫 が 非常 に 縮小 し た 後 2 月 3 日 に 施行 し た 動脈 と 
線 撮影 像 は 次 の 所 見 を 示 し て 居 る. 

動脈 撮影 法 は 上 肝 を 「 ゴ ム 」 管 に て 緊縛 し て 施行 きれ た 和信 め 膝 癌 動脈 は 前 回 
の 時 より ち 引 く 造影 Thorotrast SUCHE SHS. 試み に 第 一 回 動 
脈 撮 影 時 の 膝 穴 動 脈 の 鎖骨 直下 に 於 ける 直径 は 0.6 PRD BD LEE 
像 に 於 て は 同 CHAFF COMMAS 9.8 PHD. ADSI VAIDIEA 


第 3 賠 入院 16 HRORBOBR AS < BORIS TE AERO IR 


腫瘍 は 急速 に 縮小 す 大 し た さ 思 は れる 、 大 な る 歴 カ 
| CHRMIDIEA Sn BD > 
(5.6 RER KO RT A 
脈 枝 は 第 一 回 目 の 動 脈 像 に 比 し 
て 廷 か に 細い . 信 各 動脈 枝 に 就 
て 各々 別々 に 記載 し て 見 る ミ 次 
の 様 で ある . 

1, WEWIEREEINK A. tho- 
raco-acromialis (TA) は 細 小 さ 
な つて 居る . BD PSO Eh 
脈 を 形成 し て 居 た 胸壁 枝 Rami 
thoracales(TL) は 基 の も の ミ さ し 
て 殆 ん さ 認 あら れ な い . AEG 
突起 枝 Ramus acromialis # fim 





め て 小さ な つて 居る . 細 小 な る 








第 4 剛 NEM) RD HS i TR 





Seen 往 射 器 
are. FL: 
TA----- Ms A. thoraco-acromialis 
TL 側 胸 動 脈 A. thoracalis lateraiis 
CHP:-.-- mE EK WGBPAK A. circumflexa humeri posterior 
TD------ 胸 背 動脈 A. thoraco-dorsalis 
CS YR _EW BAK A. profunda brachii 


MADE AOnRG Re BSUHA. 
2, 側 胸 動脈 A. thoracalis lateralis (TL) (SH@RiSAK & 0 Di 1.5 He 
ORE CSBOCA>PHRE ORME EACH A MM < MER eB 








て 居る . 其 の 側 小枝 は 一 , 二 認 あら れる 

3, RFE LPG A. circumflexa humeri posterior (CHP) It Dh 
は 矢 張り 細 小 ミ な り 前 同 に 比 し て 著しく 張 く 曲 走 し て 居る. 

4, MEEIK A. thoraco-dorsalis (TD) 

この 動脈 は 肉腫 の 栄養 動脈 で あつ た . BHAT HO AHEI-IKO TH 
(MSE SAUTEED (CHRO TMB ih BA し て 居 た も の が , 肉 
腫 義 縮 後 は と れ さ 反 野 に 膝 富 に 向 つて 凸 形 の 才 曲 を 有する 様 に な つた 

AED ELF ED IA SHE IT L BO LD IHR 
BIO CABO 2 AS ARTEN EOT-OTHA. 和 何 ほ 此 動 脈 は 著 
し く 曲 走 し て ゆる く 栓 抜き 様 に う ね ぅ ね さ 走 つ て 居 ぁ る. fHUSMOBMO Hie 
BS LIK EOE ARMA A. profunda brachii (CS) も 前 に 比 し て 
曲 走 し て 居る の を 認め る . 

之 れ を 要する に ど し 線 深部 放射 に 人 つ て 肉腫 が 姜 縮 し た 後に 撮影 し た 動脈 
線 像 の 所 見 を 見 る に 次 の 如く で あぁ. DEREK S VAM KOT 
張 く 充 消 さ きれ て 居る に も か ゝ は ら ず 其 れ より 分 岐 し た 動脈 は 細く な つて 著 し 
〈 義 縮 し て 居る の を 認め る . 軍 に 肉腫 の RED CHO MMR EMI 
A. thoraco-acromialis (TA) の 胸壁 枝 Rami thoracales (RT), 側 胸 動 脈 A. 
thoracalis lateralis (TL) 及び 胸 背 動脈 A. thoraco-dorsalis (TD) 等 は 基 の 
太 さ を 著しく 減じ て 居る ば か り で な く 了 肉腫 に 面 液 を 供給 し て 居 な か つた 胸 鳥 
Wählt A. thoraco-acromialis (TA) wet Ramus acromialis, MIKE) 
fie A. circumflexa humeri posterior (CHP) BUYEHiSK A. profunda 
brachii (CS) 等 も 赤 其 の 太 さ を 減じ て 居る . Nb AEAMOREHM ¢ AME 
に 何等 血液 を 供給 しない 動 脈 も 共に 装 縮 し て 居る . ENTE し た 動脈 は 其 
の 走行 が 著 し く 蛇 行 曲 走 し て 居る の を 認め る . 特に 肉腫 の 栄養 動脈 に 於 て 曲 
走 の 度 が 著 し い . 之 れ 肉腫 が 縮小 し た 偽 め に 血管 の 或 あ 定 ま つ た 二 鷺 の 距離 
が 近 よ つた 和信 め に 動脈 が 姜 縮 前 の 緊張 の 稀 態 に な く 聞 緩 を 生じ , EDLER 
が 蛇行 曲 走 する 様 に な つた の で ある . 又 側 胸 動 脈 A. thoracalis lateralis(TL) 
の 如く 動脈 が 閉塞 し て 居る の を も 認め た . 又 肉 腫 の 増大 性 麻 迫 に 依 つ て 艇 曲 
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re. hii el caus Dore acai 
此 等 の 所 見 は 肉腫 を 手術 に 依 つ て 切除 し た 場合 さ 全然 同様 で ある ・ EDDA 
腫 を 手術 に 依 つ て 切除 する ミ 肉 腫 の 栄養 動脈 は 勿論 義 縮 する . 22S ARIE 
肉腫 を と 線 深部 放射 に 依 つ て 縮小 せしめ る ぐさ 肉 腫 の 和 状 動脈 が 装 縮 する . L 
肉腫 を 手術 に 依 つ て 除去 し た 後 に は 肉腫 の 栄養 に 全然 闘 係 の な い 動脈 (肉腫 
栄養 動脈 の 附近 より 分 岐 せ る ) ENT A. 之 れ ゞ 同様 に と 線 放 射 後 肉 腫 が 
姜 縮 し た 時 に は 肉腫 の 和 養 に 関係 せ ぬ 動脈 も 赤 肉 腫 の 楽 養 動脈 さ 同 様 に 甘 縮 
する の を BOD. 故に 手術 に よ つ て 肉腫 を 除去 し た 後 さ と 線 深 部 放射 に 依 
つて 肉腫 を 縮小 せしめ た 後 こ に 於 て 動脈 線 像 の 疾 化 は 全く 同様 な 所 見 を 來 
す の で ある ゐる. この 疑 化 は 肉腫 の 増大 の 時 に 見 る 動脈 と 線 像 の 和 化 全然 反 封 
な 活化 で ある . 肉腫 が 増大 する 場合 に は 肉腫 を 栄養 する 向 め に 多量 の 血液 が 
支給 せら れる . 其 の 入 め に 主幹 動脈 は 其 の 太 さ を 増し 肉腫 の 楽 養 動脈 は 其 の 
た さ を 増 し 分 岐 の 数 が 増加 TER. 又 肉 腫 の 栄養 ミ 全 釣 剛 係 の な き 動 脈 ま 
で も 振 張 し て 來 る . 新 く 肉腫 が 増大 する 時 に は 肉腫 の 附近 が 血管 像 に 富ん で 
Ae. 何故 に 肉腫 9) 周 園 が 血管 に 豊富 ミ な つて 挫 る か ミ 云 ふ に 余 は 火 の 如 く 
Zn. 即ち も 之 れ は 肉腫 の 物質 代謝 の 結果 産出 され る 物質 (一 種 の 「 ホ ル モ > 
性 物 費 ) が 血管 に 作用 し て 其 の 血管 の 増大 振 張 を 挫 す も の さ 考 へ ら 5 れる. IMD 
物質 は 何 物 で ある か は 未だ 不明 で ある . 今 若 し 肉腫 が 切除 され 又は と 線 深 部 
療法 に 依 つ て 縮小 する 時 に は 肉腫 の 存 せ し 場所 に は 全 ま で の 如く 多量 の 血液 
の 支給 を 必要 ミ せ め ぬ 人 第 め に 主幹 動脈 は 其 の 太 さ を 縮小 ULAMO RBM RR 
び 肉 腫 の 楽 状 に 全然 開 係 の な き 動 脈 ま で も 縮小 義 箱 する . 然るに と 線 深 部 放 
射 に 際 し て は 肉腫 細胞 が 破壊 せら ね れ 破壊 産物 は 血管 に 依り 父 光 巴 管 に 依り て 
局所 より 運び 夫 ら れ ね ば な ら め ぬ . 此 の 肉腫 の 破 壌 産物 は と 線 深 部 放射 後に は 
多量 に 区 生 する か ら 帳 管 に も 作用 する 管 で ある . MIC AREL 0 HEA LIME IK 
Bf し て 振 張 性 に 作用 する 一 種 の 「 ホ ル モ ン 」 性 物質 こと 緑 深部 放射 の 結果 肉腫 
細胞 の 破壊 産物 ミ は 全然 異な る 作 用 を 血管 に 異 ふ る 事 が 大 へ らら る ゝ の で あ 
る . 換言 すれ ば 肉腫 細胞 より 柄 生 する 「 ホ ル モ ン 」 様 物質 肉腫 細 胞 の 破壊 産 
物 ミ は 全然 異な る 物質 で ある 事 が 孝 へ らら る ゝ の で ある . 
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VRR (RIES AED ALBEE Ze FL (= AE AES SRT ES 
性 に 陥 入 0 細胞 消失 を 起 LEO RISA IK HAE L CAR RRA KO TE 
換 せ られ る . RIK SRIRAM S RO THEA. Wr 2 KL (= SIR UL CNG 2 
肉腫 細胞 も 形 が 縮小 LIB % LAK BH L Pyknose ZEL THA. 細胞 
髄 及び 核 の 大 小 は 其 の 細胞 の 生活 機能 を 示す も の で ある . 細胞 の 生活 機能 
低 ト し て 來 る ミ 核 は 縮小 し 細胞 髄 も 小 と な ちる も の で ある . 故に 遺 残 肉 腫 細胞 
は 生活 機能 が 低下 し て 居る 事 が わか る ・ 核分裂 像 も 全く 認め られ な い . 故に 
生活 機能 星 盛 で も つて 細胞 分 裂 し 増大 し つ ゝ ある 和 肉腫 に は 多く の 血液 の 支給 
を 必要 ミ し 従 つ て 肉腫 染 養 動脈 も 大 で ある べき で ある . と 線 深部 放射 に 依 つ 
て 肉腫 細胞 が 退行 季 性 に 陥 入り 肉腫 細胞 消失 し 且つ 結 締 組織 が 増生 LARA 
織 を 形成 する に 至れ ば 最早 や 肉腫 細胞 の 生活 機能 が 低下 LCS. ORE 
組織 は 極め て 新陳代謝 の 緩慢 な も の で ある から 多く の 血液 の 支給 を 要 さ な 
い . RIX ARERR SHLD TSS CHD. 且つ 血管 は 其 の 忌 肥 厚 し 内 腔 狂 
NWS ROTHKS DY 6RORARL HINT 2. 

第 五 章 th m 
余 は 以上 の 定 駿 の 結果 菊 の 結論 に 到達 し た . 胞 ち 肉 腫 を と 線 深部 放射 で 治 
Hit LD BD SKROBACLD IBA. 

(1) AREOAR REGIME IS A BEI MRE OA 3 em UC AOR thIE ST AD 
Md dD. 

) PAB OAS FSI PARR 7 SER d AERO SEN LADE 
状 に 曲 走 す る の を 認め る . 

( 3 ) 肉腫 増大 の 結果 動脈 が 粒 曲 せる 場合 に 肉腫 が 縮小 すれ ば 前 さ 反 封 の 方 
向 に 粉 曲 す る の を 朗 め る . 

) 以上 の 血管 の 織 化 に 依 つ て 祭 す る に 肉腫 が と 線 深部 放射 の 筐 め 縮小 せ 
る 時 に は 其 の 部 は 疹 痕 様 結 締 組 織 に 依 つ て 置換 せら れる か ら 血 液 の 支給 が 減 
YF bd. 

(5 ) AED OD 1S & BRE S trite BBs FE IHU CSE HE 

せめ ぬ も の で さ 思 は れる ゐ . 
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(Ama RR) FREE TH AR RE SLD), BiB CRMO 
BART) 


Uber die Veränderung der rontgenologischen Gefässbilder 
des Sarkomes nach Rontgenbestrahlung. 


Von 


Prof. Dr. Makoto Saito. 


Vorstand der I. Chirurgischen Klinik der Nagoya med. 
Universitat zu Nagoya, Japan. 


Wenn man durch Arteriographie die Gefässe des Sarkomes 
untersucht sieht man, dass die nutritive Arterie des Sarkomes 
immer aus der normal verzweigten Ernährungsgefässe des Mutter- 
bodens der Sarkomentwicklung gebildet wird. Diese Arterie haben 
wir die primäre nutritive Arterie des Tumores genannt. Wenn der 
Tumor sich weiter vergrössert, so wird auch die in der Nähe des 
Tumores verzweigte Arterien immer dicker, und schliesslich tragen 
auch diese Arterien zur Ernährung des Tumores. Ferner sehen 
wir auch, dass die in der Nachbarschaft des Tumores verzweigten 
Muskelarterien, welche in gar keiner Beziehung zu der Ernährung 
des Tumores stehen, doch ebenso wie die nutritiven Arterien des 
Tumores immer grösser und grösser werden. Infolgedessen sehen 
wir im Gebiet der Tumorentwicklung vermehrte Gefässfiguren als 
normal. Wenn man nun jetzt durch operativen Eingriff den Tumor 
reseziert, so sieht man eine bemerkenswerte Veränderung an den 
Gefassfiguren. Nach der Operation kollabieren nicht nur die 
Ernährungsgefässe sondern auch die Muskelarterien, welche in gar 
keiner Beziehung zu der Ernährung des Tumores stehen. Die 
Frage der Veränderung der Gefässe des Sarkomes nach der Röntgen- 


bestrahlung muss sehr interessant sein. 








M. Saito: Uber die Veränderung der réntgenologischen Gefässbilder des 


Sarkomes nach Röntgenbestrahlung. 
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3ei einem 54 jährigen Patient mit riesig grossem Sarkom an 
der linken Brustwand habe ich eine gute Gelegenheit gehabt die 
Gefässveränderung nach der Röntgenbestrahlung zu beobachten. 
Der Patient wurde zweimal Sarkomdosis mit einwöchentlichem 
Intervall bestrahlt. Fünf Wochen nach der zweiten Röntgenbe- 
strahlung war der Tumor noch nicht deutlich verkleinert. In dieser 
Zeit ausgeführte Arteriographie zeigte folgenden Befund: Die 
nutritive Arterie des Sarkomes war durch Rr. thoracales Arteriae 
thoracoacromialis, A. thoracalis lateralis, und A. thoracodorsalis 
gebildet. R. acromialis A. throracoacromialis, A. cireumflexa humeri 
posterior und A. profunda brachii waren an der Ernährung des 
Sarkomes nicht beteiligt, trotzdem waren sie mächtig entwickelt 
ebenso wie die oben genannten nutritiven Arterien des Tumores. 
Zwei Wochen nach der ersten Arteriographie war der Tumor stark 
verkleinert und der Patient ist 18 Tage nach der ersten Arterio- 
graphie an Marasmus gestorben. Ein drei Tage vor dem Tode 
aufgenommenes Arteriogram zeigte eine deutliche Verkleinerung 
der nutritiven Arterien des Sarkomes. A. thoracodorsalis war 
durch den Druck des Tumores konvex nach aussen verdrängt, 
nach der Verkleinerung des Tumores verlief sie konkav nach aussen 
und spiralig wie ein Kolkzieher. R. acromialis A. thoraco-acromialis 
und A. circumflexa humeri posterior sind auch wie die Ernährungs- 
arterien des Sarkomes verdünnt und spiralig geworden. 

3ei der Sektion entnommene Tumorstücke zeigten ein polymorph- 
zelliges Sarkom. Ein von der Brustwand entnommenes Tumor- 
stück wurde auch histologisch untersucht. Die Sarkomzellen waren 
regressiv degeneriert, die Kerne zeigten deutliche Pyknose bis zum 
Kernschwund. Wo die Sarkomzellen verschwunden waren entwickelt 
sich zuerst myxomatös zartes Bindegewebe, welches immer mehr 
sklerosiert bis zu fertig ausgebildetem Bindegewebe. Man trifft 
aber in dem neugebildeten Bindegewebe pyknotisch veränderte 
Kerne der Sarkomzellen an. Die Muskelfasern waren von dem 
neugebildeten Bindegewebe umgeben. Von dem oben geschriebenen 
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Befund nach der Röntgenbestrahlung kann man folgendes sagen: 
Das nach der Röntgenbestrahlung an der Stelle der Sarkomzellen 
entwickelten Bindegewebe braucht nicht mehr so viel Blut wie das 
Sarkomgewebe, welches sich im Zustande starker Wucherung 
befindet. Darum sind nicht nur die Ernährungsgefässe des Sarkomes 
sondern auch die Arterien, welche in gar keiner Beziehung zur 
Ernährung des Tumores stehen, nach der Röntgenbestrahlung 
stark kollabiert. Die Veränderung der Gefässe des Sarkomes nach 
der Röntgenbestrahlung ist genau identisch mit dem Befunde nach 


der operativen Entfernung des Sarkomes. (Autoreferat.) 


Erklärungen der Abbildungen ©. 373) 


Fig. 1. Das arteriographische Gefässbild des Sarkoms vor der 


Röntgenbehandlung. 
S. — Spritze. CL. —-- Clavicula. TA. — A. thoraco-acromialis. 
RT. — Ramus thoracalis. TL. — A. thoracalis lateralis. 


CHP. 一 A. circumflexa humeri posterior. TD. — A. thoraco-dorsalis. 
CS. 一 A. profunda brachii. 
Fig. 2. Das arteriographische Gefässbild des Sarkoms nach der 


Röntgenbehandlung. Deutliche Verkleinerung des Tumors. 
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HMM BT PAGAN OTD E 
TE DFE RES TT 
1. Hae PET LTD Kongorot-Methylenblau 
Bei: " 
EHER 


FERN) er) I CHANNELS (D 増殖 性 (又は 増生 ), (TD) eK 
( 令 は 老衰 ), (ID 移行 型 な る 三種 類 の 分 類 を 奥 へ , 第 一 型 増殖 性 細胞 は , 
basophil, 第 二 型 老成 細胞 は acidophil, 第 三 型 移行 型 細胞 は 雨 者 の 中 間 的 性 
Ke BF DoS it~, HOVER, 60, 細胞 の * 酸 -「 ア ルカ リ 」 性 開 係 >* を 
明示 せ し む べき 詩 照 明白 な る 酸性 及び 訪 基 性 色素 の 組 : 合 ょ を 策 し , 四 個 の 新 
染色 方 式 を 楽 出 し て 報 ぜ り . 新 か る 柴 色 法 に より て 導 細 胞 の 性 状 を 祭 知 し , 
penne ES SC IDMOMMAF S し て 重要 な る べき こさ を も 指摘 し た り の 


又 等 染色 法 を 生み 出せ し 動機 ミ 根 拓 に 就き て は , A ATER A HE 


SESE OMS T, 細胞 の * 酸 - 「 ア ァ ル ヵ リ 」 性 開 係 * の 重要 性 を 説き , DE 
物 間 に 其 の 腫瘍 細胞 と し て の 性 質 上 差異 を 認め 難 ま こと に 言及 し 置け 0・ 
腫瘍 問題 ミ し て は , 此 の 細胞 の * 酸 -「 ァ ルカ ヵ カリ 」 性 開 係 > を 度 外 富 し て 冶 細 
胞 を 論ずる も 意味 な し. basophil に て , 核 の 異常 性 大 , MBDA Or KOT 
増生 し つ ゝ ある 像 を 星 す る 一 琴 の 細胞 ある 場合 , それ は 腫瘍 初期 細胞 園 た る 
場合 多き こさ を 注意 せ ざ る ご か ら ず . され ば , 此 の 細胞 の 酸性 過 能 を 明示 す 
る 方 法 を 案 出 する こさ は 腫瘍 の 診断 上 極め て 肝要 な 0 SEU, Bill 


Methylenblau-Eosin 法 ( 小 室 二 式 III 法 甲 , と , 内 ) が 昌 に 細胞 賢 さ 核 又 は 組織 
1) 皇紀 二 五 九 四 年 四 月 四 日 冶 研 究 會 第 二 十 七 ll AAG I< CH DL DIT 


て , 昨年 度 の 韻 XXVII(3 I) IRRE しま) 本 主題 の 袖 足 的 重要 方 式 な る が 故に , + 
回 の 方 式 を 第 二 報 と な し , *) な 第 一 報 と な すこ と と せり . 
* fe XXVIIC 3 ) :235 - 260, 


の 
“ 


HAAN D He fh WARS TC, 590-593 頁 . 


3) BLM (4/6) :144 - 1475245 - 250, fe XXVII③) 前 出 参 照 
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FAO «<MR-" 7729 ERR eC OEE LT AAO PEK 2 Wt L 
ob ME SHR. HADI, lc Kongorot = Methylenblau ミ の 複合 染色 法 


oA 


を 試み て 途 に 良 果 を 得 た り . 便宜 上 , これ を 小室 二 色 TV 法 ミ 命名 す 


染 色 5 式 Färbungsverfahren 
略字 解 (Abkurzungen) : Aq. des.= Aqua destillata : Bemerk. = Bemer: 
kung : Eugol.=Eugenolum : gesät. =gesättigt: KR.=Kongorot ; MB. 
= Methylenblau ; MB. f. Bac.=Methylenblau f. Bac. (GRUBLER) : 
’=Minuten ;’’ =Sekunden; Stdn.=Stunden. 
小室 二 色 IV 法 (Kongorot-Methylenblau-Verfahren nach 小室 ) 
| F(A) | MB. (2k) - KR.( 丁 字 油 ) 法 (MB. (Aq. des.) - KR. (Eugol.)- 


Verfahren.) 


第 一 表 Tabelle I. 
2 %MB. f. Bac. AB kA 15’ = 60/ 


MB. f. Bac. 2%ige Aq. des. Lösung 


| 
| 注意 ⑪ BHO 19% MB. 蒸 角 水 溶液 な ら ば 散 時 間 以 上 


Bemerk.(i) Mit gewohnlichem MB. (12Zige Lösung) 


farbt man fiir mehr als einige Stunden. 


7eAB rk (Aq. des.) _ 滴下 Rs wR Be KR 
| (Betropfeln “od. kurzes Bespulen ®) 

CH,-OH (99 %) 滴下 (Betröpfeln) 

無水 酒精 ( Alkohol absolutus) 

KR. (GRÜBL ER ® 飽和 丁字 油 2’ (5% = 107) 


in Eugol. gesät. KR 
注意 Gi) KR. OYYBS MB. の 分 色 が 完了 する 迄 . HH OC AG 
+ SEK, 切片 の 厚 ぅ の 如何 に より て 異な る が 故に EZRA を 指定 ( 


4) fg XXVII(3) の 論文 に て は Tropfeln 
5) + „ Abspülen 
方 が 。 より 明 自 に 意味 を 表す が 故に 今回 は 是 等 を 使用 さり . 





) を 用 ひ と も Betropfeln と Bespilen の 
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| MEL. 一 般 に 二分 聞 に て 此 の 目的 を 達し 得 、 

| Bemerk.(ii) Gewöhnlich braucht man 2° bis zum deutlichem Hervor: 
treten des MBs und der Kongorotfarbung: eine bestimmte Zeitdauer 
läßt sich nicht angeben, da diese sowohl von der Art und dem Cha: 


| rakter des Materials als auch von der Dicke der Schnitte selbst 


abhängt. 
y 
1. Xylol 5’ ~ 10 
. 
II. Xylol 1’ 


Xylol-Canadabalsam #398 (Man bettet die Schnitte dann in Xylol- 
Canadabalsam ein.) 


乙 (B) 法 | KR.( 水 ) - MB. (vk) 法 [KR.(Aq. des.) - MB.(Aq. des.) -Ver: 





| fahren) 
第 二 表 Tabelle II. 


2 %MB. f. Bac. 前 出 (s. oben) 15’ ~ 60’ 


MB. f. Bac. 2%ige Losung 


| (a MB. (1 な ら ば 1 乃至 十 数 時 間 . Mit gewöhnlichem 


| MB. (1 %ige Lösung) färbt man für 14 Stdn. ~10-20 Stdn.) 


v 
Aefirk (Aq. des.) ji F 2(SURRVEM (Betröpfeln od. kurzes Bespiilen) 
1% KR. ARAB RYH 5’ ~ 8” 
KR. 1%ige Aq. des. Losung 
注意 (Mi) Pipette に て 載 物 硝 子 上 の 材料 面 に 掛け る こ ミ . 
Bemerk.(iii) Mit einer Pipette bringt man eine gentgende Menge 


| 

| 

| 

~ von KR.-Lösung auf das Material des Objektträgers. 


99 % CH;-OH 滴下 (Betropfeln) 

Be mE (Alkohol absolutus) ” 

I. Xylol 脱水 する 迄 (Bis zur fertigen Dehydration, ca. 2 Stdn.) 
II. Xylol 1 ンー 2 


v 
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LIF IR s.oben. 


| CC) | 第 三 表 Tabelle II. 
1 %MB. (GRUBLER) 蒸 角 水 溶液 13’ ~ 157 


MB. 1%ige Aq. des. Losung 


ER (iii) (HBA. Cf. Bemerk. (iii) 


ZK AE Ik (Aq. des.) ii F Yew (Betropfelndes Bespülen) 
"kif. ig An de Ene 8” [注意 (ili) 参照 . s. Bemerk. (iii) } 
ENGR (Alkohol absolutus) 滴下 (Betröpfeln) 
丁字 油 に て 分 色 (Differenzierung mit Eugol.) 1/<。 9 

(FR (ii) 参照 . s. Bemerk. (ii) 
I. Xylol 5/ ~ 10’ 


BIT Ra s. oben. 
[Tim] KR.Cr-Fill)-MB.(T+FAH) ee CKR.(Eugol.)- MB. (Bugol.)- 
Verfahren). 
第 四 表 Tabelle IV. 
無水 酒精 (Alkohol absolutus) 
Xylol 
MB’ (GRÜBLER) u Tri 307 ~ 60° 


in Eugol. gesät. MB. 





Xylol 丁字 油 が 除去 せら る 、 ゝ 迄 (bis zur Entfernung von Eugol.) 


3’ 2 5 


Xylol 滴下 (Betröpfeln) 

KR. Mean“ Fi #3) (ca.)2 注意 ⑪) (CARS. Cf. Bemerk. (ii). 
in Eugol. gesät. ’ 

I. Xylol 5/ = 10’ 


Y 
LT if s. oben. 
m 攻 
1 ) 以上 四 個 の 方 式 を 同一 菜 色 法 に 奥 へ し は , 一 面 重複 の 如く 感 ぜ ら る ゝ 
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な らん も , 同一 種類 の 冶 材 料 , 例 へ ば , PURI T BRR LIBRA SHOWN 
組織 の 状態 如何 に より て , 一 方 式 の み に て は 菜 色 に 成功 せ ざ る が 故に , 
異 れ る 四 虎 理 法 を 提示 せ し な り の 


SELL 
これ , 甲 患 者 の 材料 に 


ょ 乙 法 が 敵 す れ さ 
加 者 材料 に は 内 法 が 敵 す る が 如き 場合 ある を 言 へ る な 
(2 ) 選 法 を 次 施せ し も MB. aR < 


縄 く 取り 過ぎ て KR. が 肌色 き 
場合 に は , KR. 


し 過ぎ し が 如 
飽和 丁字 油 を 短 時 これ に 掛け て MB. の 分 色 ミ KR. Di, Er 
あぁ せ ば 目的 に 適 へ る 結果 を 得 べ し . 

(3 ) 菜 色 時 間 を 明示 し 難 き は , 同一 材料 に て も 切片 の 厚 > に より て 異同 あ 
る が 故に , 他 種 , 多様 の 材料 ミ 其 の 性 状 に 符 つ て , HOUMA, 場 
時間 を 定め ざる べから ざる が 改 な り . 


光 7 コッ 5 合 に AC 
本 染色 法案 出 の 根 捧 Der Grund 


os 


der mich zu der Erfindung dieses 
Färbungsverfahrens geführt hat 


Philip B. Hawk は Practical physiological chemistry. 8 ed. 1923, 
—AFEHU-T Kongorot AIERFES 


L た る 場合 は , PH’ 5 
る こ — = 7e th is UF 


5~6 (co Te 
れる を 見 て , 敷 年 前 より これ を 使用 し 居 た りき . Kongorot 
= Methylenblau ミ は 圭 比 箸 し き 


7 る が 故に , 此 の 二 者 の 組合 ぇ 4 宅 Bi 
ひ 付 ける な り . 


“a 


Methylenblau (tRJLPER BAD LIC, 
biG 


これ を 強く 取れ る 部 分 は 酸性 に 
C, 淡く 取ら さこ ろ は 肥 酸 性 な る で ( 


GRUBLER 製 の Kongorot は 肌 酸 に より 0 て , され ば , KH 
の 疑 色 を 起 せ る 部 分 は 騰 酸 性 な り ミ 推定 し 得 べ し . XR KR. を 其 の 依 , 取る 
部 分 は 「 ア ルカ ヵ カリ 」 性 な りさ 安全 る を 得 ん . KR.+MB. の 混合 せる 色調 を 帯 べ 
る 部 分 は 中 開 性 状態 ミ 見 な し 得 べ し ・ 
HOMERIC HTS RHE BH Llc 


Protoplasma, 構成 要素 より 論 ず れ ば 下 の 如 


Fe Th (BES. 


& 1) Ta (A EDD IR 


HABE, Rs XXI 111 (4/6) : 144-147 5245-250 OHNB re Bee Sri: | 
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細胞 質 Zytoplasma 
核 液 Karyolymphe 
i Karyotin 
> Chromocentren 


I Kern) RER. 
Plasmosomen 





a 9 AT 
Mary Die in der Zelle enthaltenen Körper) 
EBEBERO B- TWA) HRP LRALT, 其 の 材料 の 性 状 を 判定 せ 


ん と する 鹿 に 本 楽 色 法 案 出 の 骨子 ある な り 


の Applikationswert dieses Färbungsverfahrens 
TORS, 
きき さして 酸 性 な る 


これ に 循 り 9 て , 
第 一 型 冶 細 胞 , Ed, 星 ん に 増殖 し つつ ある 冶 細 胞 は 全般 ミ 
C「 テ アル カリ 」 性 な る 


EM LISLE SHAMS HS ミ 


= 9 


第 二 型 , 即 も , % 
po, BD oIBRIEO—B OBI SEMI BTCA STH IT 


4 


トン ’ 


As —. i 
Mie MIS TOR < HOPPER 2 RS 


at 


mee 


me ie fe. 本 性 
KOM BE 2 BRE 
AD 


細 胞 質 中 開 性 
( 敵 振 大 に て は 核 液 の 色調 が 目立つ が 故に 臣 正 仁 の 濃 青 又は 碧 青 (時 に 弥 ) 
YC, 直ちに , 移行 型 な ぁ る こと を 知り 得る な り 


» RBR 


色 詩 = SEK 


ーー フ マ パ ー 


MB.+KR. 或 は KR. の 色調 に よ 
を 成 部 細胞 に 於 いて は 
RRS UT, 眞 正仁 が KR.+MB. の 中 間 性 状態 に ある ここ あり の 


く KR £ESRBAl, KO BMA TERCHST RECDE 
SAA PGE GB. 


> = 
で 


目立つ が 故に , 老成 細胞 な る こさ 
増生 細胞 に て は 
BRE MIRED KR. の 貫 色 に より て 有 ン 酸性 な る ここ を 知り 得 る の みな 
5 ず , 菜 色 質 仁 ミ 核 締 質 ミ は 暗 青 , 忠正 仁 は 濃 縛 ミ な り て 割 然 さ 色調 の 封 比 
GTP BM, 騰 撫 大 に て も 増生 細胞 た る ここ を 識別 する を 得 . EDS, KR 
OMS, MB. の 菜箸 さえ に より て , 換言 せ ば , 雨 色素 の 反 應 が 一 致し て , ch 
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ANNE DREIER 2 BASS % SAIS HO TIERELT し て 便利 な 0・ 


* 


fu 攻 
ALR (Nordfensterlicht ⑦ に て geradsichtigesiSpektroskop に ょ る 測定 に ょ れ ば 


Kongorot(GRÜBLER) 0.03 FRE Krk 650 ~ 660 un. 
Methylenblau 466 ~ 472 un. 
if if 510 ~ 515 py 
#k +530 py 


KR.+ MB. (0.03 Eko GAR) DH (L Spektroskop D fHArrpl- se L, Ase 


Rtn hte ST, 
KR. OBER IE BIS し て , INA Spektroskop OH (LIES b 
の な り . | 
結 語 Schluß. 
上 逃 の 如く 冶 細 胞 の 研究 に 方 6 て , 細胞 の * 酸 -「 ァ ル ヵ り 」 性 開 係 > を 知る こ 
ミ は 其 の 圭 築 上 重要 な る が 故に , Kill NL Kongorot-Methylenblau 複 菜 
色 法 に より て , ROMKE—-BBALD LUESTCESBH THEE L. 


1) 細胞 質 Zytoplasma | KR. Oe th CHAR 
核 液 Karyolymphe J 8 


染色 質 仁 Chromocentren Immer 
k% #& B Karyotin J 
A JE I Plasmosomen jekk 
を 呈す ゐる 一 園 の 細胞 あら ば , そ は 増殖 性 の 閣 細 胞 に し て , 切断 面 に て は , 多 
く 〈 の 場合 , 薄 状 に 集 園 す . 
2) dik A< (RS UT) KR. 十 MB. 薄 紫 路 窟 色 
KM KR S 0 層 料 大 に て 細胞 全 幡 ミ し て 赤 に 傾き て 見 6 る る 
細胞 質 ) 
MOEA SIS, そ は 老成 細胞 園 に し て , 多く の 場合 , WRI CHER 
形 に 集 園 を 形成 す . 


7) Licht vom Nordfenster aus. 
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NE seo a Liaise 


核 Mi 

Ko TKR + MB. Due 
pik J 

HME. Bi 25 RECHT A 


細胞 あら ば , そ は 移行 型 癌 細胞 に し て , RBBB, WARE Y 
構 彫 形 集 園 に 移ら ん と し つつ あり . 
新 の 如く 冶 細 胞 園 の 性 賢 を 刊 定 し 得る が 故に , BER LAF UT MOT, 
ARE OBIT HATS DOS UV. 
* 

ZRELECEKRO MRIS, 予 が 植物 腫瘍 ( 予 の 調 ふ * ヌ 線 腫瘍 ら 植物 ' タ 
— 1 ‚NE BORMER AO) AU ADS) の 細胞 移 的 研究 結果 得 た る MMO 

「 テ ァ ル カリ 」 性 開 係 > が , 冶 細 胞 の 場合 に , HOE, 適合 せ し こ さこ に 存 す 

これ に 見 る も, 腫瘍 は 結局 細胞 の 問題 に し て , 動植物 共に 細胞 より 構成 せ 5 
れ , 原形 質 を 構成 する 腸 質 溶液 の 各 分 散 相 開 に 多少 の 差 あ りこ する も , 形態 
的 に も , 本 質 的 に も , 動植物 原形 質 (形態 的 に 論じ て 細胞 Zelle) 間 に 大 差 を 認 
め 難 まほ が 故に こそ , 植物 腫 場 に 及 い て 確 め た る 事 寅 が , 動物 腫 場 の 場合 に も 
適合 せ し も の な り . MYARMBSAK LST, 予 は 動植物 腫瘍 を 全く 別種 の 
も の さ 殆 ふる こさ を 得 ざ る が 故に , WHA Fic BRR "の 下 に 
一 それ 等 を 取扱 ひ て , ME DORON, HEROES UL Tin AST. 


本 研究 に 使用 せ と 材料 は 西岡 時 雄 , 藤野 守 次 画 氏 の 厚意 わる MAIL YC, KM 
AKER AAAS AA, RROR TL HABA DI: 底 り , 恩師 池 
Bf — ER, BER 鑑 博 士 , KARO TE PS TAT U, 

EO MS til OCRAT SZ LERORMBD 2H, 

ACS HAA HA ABI TEST. 

8) as IK Zeta, £ EEE XXII (8 ):199-209, 3 Textabbn., 207-280 

HAM, 今後 の 研究 が , 此 の 論文 に 掲げ し , MBOMM BAER ) 完全 な る も 

の と 和 肪 すべ し と . 
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附 記 POM A SATO TMS CLES OT (12), 514 Hirst, 
SE TIT (6), 250 Fb MU SHY LOE O. 右 二 者 を 以 て 廊 字 の 
IEPRRICNGS OS SUA. 


Resume 


Über das Verfahren mit einer neuen Farbungsmethode 
für Krebszellen nach KOMURO und 
dessen Applikationswert. 
ll. Ein Doppelfarbungsverfahren mit Kongorot 
und Methylenblau zur Unterscheidung 


der Krebszellcharaktere. 


Von 小室 英夫 (KOMURO-Hideo) 


In #5 «Gann > XXVII (3) habe ich vier neue Färbungsmethoden 
für Krebszellen veröffentlicht, durch die die «sauer - alkalischen 
Verhältnisse» der Zelle, bei der ich je nach dem Krebszelltypus 
drei Arten unterschied, [(1) lebhaft wachsende od. proliferierende 
Krebszelle, (2) älter gewordene od. altersschwache, (3) Übergangs- 
typus zwischen (1) und (2) Typus] sichtbar gemacht werden können. 

Die Unterscheidung dieser Verhältnisse scheint mir für die 
Krebsdiagnose und seine Behandlung sehr wichtig. Das Methylen: 
blau-Eosin-Verfahren ist gut geeignet zur Unterscheidung nur der 
alkalischen od. saueren Beschaffenheit von Zytoplasma und Kern, 
nicht günstig ist es jedoch zur Bestimmung der verschiedenen 
Bestandteile des Kerns. Die Farbveränderung von Kongorot 
in schwach sauerem Zustande(PH’5 ~ 6) verwendete ich 
zur Bestimmung des schwach saueren Zustands von 


(9) Hawk, Philip B.: Practical physiological chemistry. 8t" ed., 1923, S. 156. 
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Karyolymphe und Zytoplasma, wobei mir Methylenblau als 
Indikator für den Kerninhalt diente. Mittels dieses neuen Doppel: 
färbungsverfahrens mit Kongorot und Methylenblau ist man im: 
stande, die drei Arten von Krebszellgruppen ganz klar auf den 
ersten Blick schon bei mikroskopischer Beobachtung unter nur 
geringer Vergrößerung zu unterscheiden. 

Die Färbungsmethode ist anschaulich in Tabelle I-IV dar: 
gestellt. Welches Verfahren einzuschlagen richtig ist, hängt sowohl 
vom Körper- und Krebszustande der Kranken als auch von der 
Art der Geschwülste ab. 

Der Applikationswert dieser Färbung ist tabellarisch. unten 


beschrieben. 
Tabelle V. 
Nr. des Zustand der 3 ee 7 Ne 
Krebszelltypus Tumorzellen Farbenaffinität der Zellen 


lebhaft wachsende 
I od. basophil 
proliferierende Z. 
alter gewordene 
II od. acidophil 
altersschwache Z. 
Plasmosomen 


| (echte Nukleolen) basephal 





= | Karyotin | 
© | vermitt. Zust. 
III Übergangszustand |“ | Chromocentren | 
| Karyolymphe | 
> vermitt. Zust. 
Zytoplasma | 


Abkürzungen: vermitt. Zust.=vermittelnder Zustand zwischen acidophil 
und basophil. 


Tabelle VI. 


Abkürzungen: dunk. = dunkel; hbr. = hellbraun; KR.= Kongorot; 
MB. = Methylenblau; schw. = schwach; stk. = stark; viol. = violett 








Art des beobachteten 




















Krebszelltypus I II III 
Reaktion > 
Farb Farbe Farbe 
Zellelement —_ aia 
Farbänderung bei viol. hbr. : 
Karyolymphe KR.-Färbung zu | schw. KR. od. に 
Violettrot schw.rot で 
U we ; E 
E Karyotin dunk. blau dunk. rot KR.+MB. g 
8 | & 2 
8 |x 2 
に | Chromocentren » ン 
& ンプ 
u at 8 
2 Plasmosomen tk. ort KR.+MB. ost a る や 
3 (echte Nukleolen) PT grün viol. hbr. Ben ie 
N ; d { grün 
E viol. hbr. 
Zytoplasma Ps ee schw. KR. od. 
DEN) schw. rot 

cs と Ubergangsform 

Gruppierungsform der sk Ge oval od. Sa 

Krebszellen im Schnitte bandförmig rundlich zwischen 
5 (D und (II). 


Da es für die Krebsforschung wichtig ist, die «sauer- 
alkalischen Verhältnisse» der Zelle zu kennen, ist es 
von großer Bedeutung, daß diese durch das Doppelfarbungs: 
verfahren mit Kongorot und Methylenblau sehr leicht und durch: 
aus deutlich sichtbar gemacht werden können. Wir haben somit 
für Diagnose und Behandlungsmethode der Geschwülste ein wert: 


volles und bequem zu handhabendes Hilfsmittel gewonnen. 


* * 
* 


Was mich zur Erfindung dieser Färbungsmethode führte, 
gründet sich auf der Tatsache, daß die «sauer-alkalischen Verhalt: 
nisse» der Zelle, wie ich sie bei meinen Studien über pflanzliche 
Tumoren (nach meiner Auffassung RONTGENgeschwulst  u. Phyto: 
teertumor(11)) beobachtete, ebenso für die tierischen Krebszellen 
gelten wie für die pflanzlichen. 

(10) Komuro-H.: » Gann » XVIII (3): 317-327, 1 Taf.; Komuro-H.: Zeitschr. 

f. Krebsforschg. XXII (3): 199-209, 3 Textabbn. 


(11) Id.: #}4 « Kwagaku > I (5): 182-183, 2 Textabbn., 2591; «La Cellule > 
XLI (3): 231-239, Textabbn. 6-9, Tafelabbn. 9-11. 
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Auf Grund dieses Befundes kann man feststellen, daß die 
Tumorfrage schließlich ein Zellproblem ist. Die sich aus Zellen 
aufbauenden Tiere und Pflanzen lassen keine großen 
morphologischen bzw. wesentlichen Unterschiede zwi: 
schen tierischen und pflanzlichen Zellen erkennen, ob: 
wohl es kleine Unterschiede zwischen den Dispersionsphasen der 
das Zoo- und Phytoprotoplasma konstituierenden kolloidalen Sub: 
stanzen gibt. Die bei den Phytotumoren gewonnenen Resultate sind 
deshalb auch auf die Zootumoren anzuwenden. 

Diesen tatsächlichen Befunden nach kann ich nicht an 
nehmen, daß die tierischen und pflanzlichen Tumoren vollig ver: 
schiedener Art seien, weswegen ich beide Arten Tumor 
ihrem zytologischen Verhalten (®nach—unter ein und 
derselben Vorstellung von Tumor 一 (ob nun bei Pflanzen 
oder Tieren) betrachten möchte. 

Kyöto, den 1. August. 
(12) Cf. Komuro-H.: Zeits. f. Krebsforschg. XXII (3), loc. cit., S. 207-208. 


Weitere Untersuchungen der Tumoren mögen diese Definition vom zyto- 
karyologischen Standpunkte aus verbessern und ergänzen. 











ED Mer EAE AED —pl 


merit JA ty hia 
康 業 病 院外 科 
(前 東京 警察 病院 外科 臣 員 TE 土井 保 一 博士 ]) 


直腸 の 非 郊 腫 性 の 腫瘍 味 に 肉腫 が 直腸 痛 に 比 し 如何 に 稀 な も の で ある か に 
開 し て は 種々 の 統計 が ある . "HARTMANN 及び QUENU の 報告 し て みる 
100 例 の 直腸 腫瘍 の 中 に は 1 例 の 肉腫 も な く ⑩HoOcHENEGG の 手術 し た 500 
AD AS ERO I= 6 6 例 の 直腸 肉腫 を 数 へ て ゐる に 過ぎ な い . VIKEY 
の 統計 に よる ミ 直 腸 部 腫 206 例 に 圭 し 3 例 の 直腸 肉腫 が 見 られ 9LORENZ に 
依 れ ば 128 の 直腸 冶 に 封 し 2 の 割合 で 直腸 肉腫 が 見 られ て ゐる . DARI 
於 て 直腸 部 100 (“BL ABAES 1 例 の 割 で 見 られ る も の ミ 考 へ 5 れる . LI 
れ ら の 直腸 肉腫 の 大 部 分 は Melanosarcoma で ある (KEY に よれ ば 65% 
DURANTE に よれ ば 67 %2* Melanosarcoma) か ら , 直腸 の 汐 巴 肉腫 に 至 
つて は 更に 稀 な も の ミ 見 仔 さ る べき で ある . 1929 年 に DBENSAUDE, CAIN 
及び HoRowrrZ DCH eR LZ 2c BRERA 2e 加 へ て 12 例 の 直腸 光 
巴 肉 腫 を 得 、 この 疾患 に 就き 観察 を 加 へ て ゐる ゐる . AFPICHIZM Tit ABOU 
の 種類 の 内 省 に 闘 する 記載 (? 車 , @ 江 崎 ) や , 腸管 の 他 の 部 位 に 於 ける 注 巴 
肉腫 の 記載 (特に "加藤 ) は 之 を 散見 する 事 が 出来 た が 直腸 の 光世 肉腫 例 は 
その 報告 を 華 見 し 得 な か つた . 郊 に 警察 病院 在勤 中 経験 し た 一 例 を 報告 し 度 
いさ 思ふ 所 以 で ある . 

患者 は 33 歳 の 家 婦 で 家族 歴 に は 特記 すべ き 事 が な い ・ 月 経 は 初潮 14 歳 , 
以後 一 度 も 異状 を 訴 へ た 事 は な い ・ 7 年 前 現 全 の 夫 ミ 結婚 し た が その 間 に 子 
女 は な い . 流産 早産 等 も し た 事 が な い ・ 既往 症 ミ し て 30 歳 の 時 助 膜 炎 を 患 





* 本 策 校 正中 更に 伊藤 の 麺 腸 泡 肉腫 例 報 告 た 入手 て 得 た . FYE 5 HCL RE 
誌 . 17, 45(1934) 
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Ot: OA CH= EB 2 5 TR. 花柳 病 は 之 を 否定 し て ゐる ・ 

現在 の 病 手 の 始ま り は 2 月 以前 か ら で , 肛門 内 に 何 か 異物 の 存在 する 様 
な 感 が あり , 又 排 便 後 Tenesmus を 訴 へ 始め た . 便通 は 最近 で は 一 日 4 一 
5 同 も あり 且 下 痢 状 ミ な つて 來 た . DEE ERBE BEER 8 7. 出血 
ぉ ぁ 碁 し きも の な く 時 々 便 に 附 著 す る の を 認め る 位 で ある さ 評 ふ . 1 週間 前 よ 
0 使 に 粘液 が 附 状 し て みろ る の を 認め た . 

印 ち 肛門 内 の 異物 感 , 下痢 , Tenesmus 等 を 主訴 ミ し て 我々 の 所 を 訪ね た 
も の で ある . 

Lebo IBALL, 楽 養 良好 の 婦人 で , 頭 部 , 胸部 , 腹部 , 四肢 に 異常 
を 認め る 事 が 出来 な い . 特に 何 虚 に も 異常 な る 光 巴 腺 の 睡眠 を 認め る 事 が 出 
APS. 叉 光線 を 以 て する も 胸部 の 異常 を 誠 明 する 事 が 出來 な い . 血液 の Wa 
反 應 は 除 性 で あり , TRA, RAC RGR RAS OBO MAR ot. 血 
液 は 手術 後 の 検査 938 年 5 月 31 日 ) で は 赤血球 数 412 高 , 血色 素 82 % 
(LEITZ), FI MER#11700, MAG HN = (& neutrophil HEARKK 3.0%, 4p HERR 71.0 %, 
eosinophil 2.0 %, basophil 1.0 %, (EL ER 17.5 %, HBER 5.5 CHA. 

直腸 内 に 指 を 入れ 局所 を 見 る ミ , 肛門 か ら 約 2 OPK LEMOMLO ie 
葵 を 鯛 れ た . この も の は 柄 を 以 て 直腸 下端 の 左 後 壁 に 附 善 し て の ゐる も の で , 
容易 に 肛門 外 に を 索 き 出す 事 が 出来 た . MBO MSE CH HERO 

硬度 を 有 し , 表面 の 粘膜 は 正常 で あり , POSSESSES ABD HAD 
DR 

DH AOR IE ONES CHA t OVERS BIED END TH5 5 SBME FE 
MOF ABE Ld tz (1933 年 5 月 6 日 入院 )、 1983 年 5 月 8 日 手術 . MERE 
で 肛門 を 開き 腫 場 を 肛門 外 に 索 き 出 し 柄 部 で 之 を 切 離 し その 痕 を 縫合 手術 を 
『 へ た . 手術 後 の 経過 は 至極 良好 で 約 # 週 間 の 後 全治 退院 し た (5 月 30 日). 
た ゞ 手術 後 問 も な く 腫 瘍 が 汐 巴 肉腫 で ある 事 が 判明 し た の で 家人 に 直腸 切断 
が 最も 安全 な 方 法 で ある 事 を 説い た が 之 は 家人 の 容 ろ ゝ 所 ミ さ な ら ず 数 回 え 線 
放射 を 行 ひ 之 を 退院 せしめ た . し か し 幸 に し て 現 全 ( 手術 後 約 1 ヶ年 ) ま で は 
局所 の 再 勤 も な く 直 腸 も 手 の 鯛 る ゝ 限り は 何等 異常 を 診 明 出来 な いし , AR 
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的 に も 何等 の 症状 を 訴 へ な い . REPRO MBBS BAS & RE REL. 又 手 
術 後 6 月 目 に 「 バ リッ ウム 」 注 腸 を 行 ひ 直腸 , 結腸 を 仔細 に 概 した が , WSR 
MAR し 得 な か つた . 然し 全 後 の 経過 が ざさ ぅ で ある か は 断言 出来 な い 所 で 
あつ て 多大 の 興味 ミ 共に 多少 の 懸念 も な き 能 は な い 菊 第 で ある ・ 

切除 し た 腫瘍 は 丁度 鳩 卵 大 , 弾力 性 張 軸 の 硬度 を 有 し , 表面 に 潰瘍 な たく 
を 接 ふ 粘膜 は 正常 で その 下 の 腫 場 に 持 し よく 移動 する 事 が 出来 る . 割 面 は 白 
色 で 腫瘍 部 は 粘膜 並 に 琵 部 の 組織 ミ 割 然 ミ 司 別 きれ た 丁度 光世 結節 を 思 は せ 
る 様 な 組織 で ある . EEE OT EZ IT, いく つか の 小葉 に 分 
た れ て ゐる ヵ る . WBS, BC, MME, 石 次 化 電 等 は 肉眼 的 に 誠 明 出来 な い . 

題 條 鏡 的 に 見 る ミ 腫 場 は 大 部 分 Museularis mucosae の 直下 に 存 し 間 質 
を 以 て いく つか の 小葉 に 分 た れ , その 各 小 葉 は 同様 の 構造 を 星 し て ゐる . HE 
場 を 構成 する 大 多数 の も の は 中 等 大 の 光 巴 球 で 比較 的 多数 に 核分裂 の 像 も 誠 
明 す る 事 が 出来 る . 所 々 大 きい 胞 状 の 村 を 持つ た 所 調 Lymphoblast に 相 営 
する 細胞 が ある . 興味 深い の は 比較 的 「 プラ スマ 」 細 胞 が 多 敷 に 存在 する 事 で 
之 は 特に 小葉 の 周 遮 部 に 多い . 又 間 質 及 び 粘 膜 の 中 に も 比較 的 多数 の 「 プ ラ 
スマ 」 細 胞 浸潤 を 誇 明 する 事 が 出來 る. 格子 装 織 維 は 微細 な 眼 の 網 さ な つて 
細胞 の 間 に 入 り 込 ん で ゐる . 

印 ち 本 例 は 光 巴 肉腫 の 中 に 敷 へ べら る べき も の で その 稚 生 部 位 か ら 云 つて 比 
連 的 笑 な 例 ミ 云 ふ で きも の で ある . その 後 の 報 告 例 は を 散見 する 事 が 出来 
な か つた か ら 1929 年 の "BENSAUD, CAIN et HOROWITZ の 統計 を 参考 さ 
し て 見 る に , これ まで の 直腸 洒 巴 肉腫 の 報告 例 は 12 例 で 之 に 本 例 を 加 へ て 
13 例 ミ し て その 症 修 , BE BRS CR LMR SeemM~TTHES. I 
れ ら 13 例 中 ” BENSAUDE, CAIN et Horowitz の 報告 例 中 の 3 Bl 
の GLINSKI の 例 は Generalisation を 起 し て ゐ て 限局 性 に 直腸 に の み 病 著 を 
誠 明 せら れ た 例 は 九 例 で ある . 

年 齢 は 15 壮 か ら 7 ま 歳 ま で あり その 間 の 各 年 代 に 見 ほれ て ゐる 然し 腸管 
の 他 の 部 の 肉腫 同様 や は 0 30 乃至 60 の 人 に 多い (6 例 ) 

BAO HIS 5 HKS CHS. 
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症候 ミ し て は 最も よく 見 られ て ゐる の は 下痢 で 本 例 に も 之 が 見 5 れ て ゐ 
る . eS UCTS HWS DAI LENA LHA. 出血 は "9LAPEYRE 
OPO < ELEND, 本 例 に は 著しく な か つた . Tenesmus は こ 
れ ま で の 例 で 著 し い の は 見 られ て ゐ な い が 我 々 の 例 で は 重要 な る 症候 を な し 
て ゐ た ・ 丸 直 腸 内 の 異物 感 は 他 の 例 で は 記載 を 見 な い に 拘 ら ず 本 例 で は 比較 
的 早期 に 患者 を 牙 師 の 下 に 來 ら さ し め た 原因 を な し て ゐる . これ は 主 ミ し て , 
RDA FALE C BAT PABA SE CREE 7S RK TF LIEB CHO T MO He 
較 的 良性 で あつ た 事 を 物語 る LO CHA. 全身 症状 は 未 期 に な つて 侵さ れる 
が 最初 は 聞 化 な く , 又 血 液 の 所 見 も 診断 の 助け に は な ら な いさ され て ゐる ゐ ・ 

印 ち 特 有 の 症候 ミ 云 ふも の は 鉄 除 し て ゐ て 腫 場 が 一 定 の 大 き さ に 達し て , 
初め て 種々 の 症状 を あら は す も の で ある . EBOHERIL, TZOHHOHE 
( 有 柄 性 な る か , 基底 廣 きか ), 潰瘍 形成 の 有無 等 に よ つ て 決定 せら れる も の で 
ある . “DURANTE は 直腸 肉腫 は 一 般 に Ampulla OF ERE A. polypos 
で ある 事 が 多い さ 云 つて の る が , 汐 包 肉 種 に は この 規則 は あて は ま ら め ぬ 様 に 
見 える ( 元 も 本 例 は 一 致し て ゐる )・ 

印 ち 診断 は 一 定 の 大 き さ に 達し て 種々 の 困難 症 を 來 し , ZI ABO 
行 つ て 初め て 推定 し 得る る の で , TORROEMK, 形 , 硬度 等 に 注意 すれ ば 
ある 程度 を で は 正 唯 に 附 し 得 ら ち ゝ も の で な いか さ 基 へ られ る ゐる. 

類 症 鑑別 的 に 本 症 の 様 な 場合 最も 重要 な の は 直腸 Polypus で 最も 誤診 き 
れ 上 易い ミ さ 思 ふ .。 © DURANTE は Polypus より 肉腫 へ の 移行 も 可能 で ある さ 
LOTHA. Melanoma 以外 の 他 の 肉腫 , 或 は 筋腫 その 他 ミ の 鑑別 は 恐 6 
く 臨 味 的 に は 不可 能 で な いか さ 思 は れる . 冶 腫 こさ の 外 別 は 一 見 容易 の 様 で あ 
る が , 腫 場 が 基底 廣 く あら は れ て 時 潰瘍 を 作 つ た 様 な 場合 に は 困難 こ な る 事 
も ある さ 思 は れる . 冶 腫 は 狭 鶴 を 主 さ し て 來 り , AED EP BE 
肉 腔 の 壇 張 を 挫 す ミ 云 ふ 腸管 冶 腫 ミ 肉 腫 く の 鑑別 算 は ある程度 を で は あて は 
まる か も 知れ な い . 然し 5LIO は 腸管 用 瘍 中 汐 包 肉腫 は その 形 汰 が 多種 で あ 
る さ 云 つて ゐる る. 結核, 「 ア メー バ 」 赤 痢 或 は 第 四 病 に よる 直腸 狭 容 等 ミ も 鑑 
別 を 要する 事 が あら 6 I. 
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VEXNER (= S2US MITE AED BRIEF SC SONA BEI 

で な いさ 云 ふ . 氏 は 扇 桃 腺 , 舌 , ARO ABRE Ale CERMAK SO x 
BUA 2 (S12 BI TOD. 廊 献 で は 局所 性 の 直腸 光世 肉腫 で 衣 腸 切 断 
を 行 つ た も の が 五 例 あ り 9LAPEYRE, “HESSERT, ®BRACHMANN, 各 1 例 , 
9EXNER 0) 2 fil) その 中 EXNER 第 一 例 の 如く 2 年 後 も 再 柄 を 見 な か つた 
例 が ある . “STOLZ, GUNSETT et OBERLING の 例 は 「 ラ ヂ ウ ム 」 姓 に 叉 線 放 
射 に よ 0 8 年 間 再 殴 を 見 な か つた さ 云 つて ゐ ヵ . 興味 の ある の は GLINSKI 
の 例 で 腫瘍 が 直腸 か ら 始 つて 回 腸 全 部 を 瀬 次 上 昇 的 に 犯 し て 行 つ た さ 思 は れ 
て ゐる. 

Generalisation を 起 し た 場合 参 後 の 不良 な の は 申す まで も な い 

療法 は 確 賀 な 診断 の つき KP AWB ITS の が 最適 で ある 事 勿論 で あ 
2. 放射 療法 も 光世 肉腫 の 比較 的 光線 に 鋭敏 な 距 よ り し て 後 療法 ミ LH 
すべ きも の で あり , 又 止む を 得 ぬ 場合 は これ の み に よ つて 治療 せ ね ば な ら ぬ 
事 も ある で あら 6 I. 


A Fits D RBH Tae Wy > T= ANREIZ Fe HE |= PED MA BEL, RH 
宗 病 院長 土井 博士 に 敬意 を 表す る. 


A Case of Lymphosarcoma of the Rectum. 


By 
x 


Masaru Kuru M. D. 


From the Surgical Division of the Köraku-Hospital of the 


Japanese Foundation for Cancer Research. 


A 33 aged woman without any hereditary predisposition. She 
married her husband seven years ago but is still sterile. She 
suffered from pleurisy in her 30th year, but 3 from no other disease. 


*(Formerly assistant in Surgical Department of the Police is of f Tokyo). 
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Fig. I. The cut surface of the excised tumor. The 


tumor located submucously. Note its lobulated structure. 





Fig. II. Micro-photo of the tumor(low magnification). 
Haematoxylin-eosine stain. The whole area beneath the 
muscularis mucosae is filled up by the tumor. Left 


below we see the interstitium inside the tumor. 
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Fig. III. Micro-photo of the tumor (high magnification) 
Silber inpregnation (BieLscHowsKY’s method). See the 


finest reticular fibers among the cellular elements. 


Sinee 2 months, she felt some foreign body existing in her 
rectum. Since the same time tenesmus was also complained of. 
Stools, which hitherto used to be regular, became more frequent 
(4-5 times in dies) and diarrhoic. She felt local pain neither at 
defecation nor constantly. Slight haemorrhage was sometimes 
noticed in stools. With these symptoms she visited our policlinic 
(policlinie of the Police Hospital). 

General examination: A well developed woman. No abnoı- 
mities were recognized in the head, breast, abdomen or in the 
four extremities. Especially enlargement of lymphatic glands was 
nowhere to be ascertained. Blood examination as follows (4 weeks 
after the operation) : erythrocytes 4120000, haemoglobin 82% (Leitz), 
leucocytes 11700, neutrophiles 74.0%, lymphocytes 17.5%, eosino- 
philes 2.0%, besophiles 1.0%, monocytes 5.5%. No miscellaneous 
findings. 

In the rectum 2cm. above the anus about pigeon-egg sized 


tumor was felt, which was adherent with the shaft to the posterior 
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wall of the inferior part of the rectum, and could be easily pulled 
out of the anus, the surface of it being smooth and having soft 
and elastic consistanee. The mucous membrane covering the 
surface of the tumor was intact and no ulcer could be found. 

With diagnosis of shafted tumor of perhaps benign nature in 
the rectum she was admitted and operated on (lumbar anaesthesia). 
After being taken out of the anus (which was easily performed), 
the tumor in its shaft was excised and the wound was sutured. 

Pathological examination of the excised tumor: The cut 
surface of the growth shows white tint. Having any relation 
neither to the covering mucous membrane nor to the tissue of the 
shaft, the growth resembles a lymphatic gland. Histologically the 
growth consisted of many lobules, being separated by interstitial 
connective tissues. The appearance of each lobule is similar, 
it contains numerous lymphocytes (middle-sized), mixed with 
lymphoblasts. Mitotic figures are very often seen among 
them. It is interesting that relatively many plasmacells can be 
found, being especially frequent in the bordering parts of the 
lobule, and also found in the interstitia and in the mucous mem- 
brane. The reticular fibers are distributed fine among the cellular 
elements. 

Histological diagnosis: Lymphosarcoma. 

Postoperative course: The wound healed in 4 weeks, during 
which it was irradiated several times With X-rays, for the histolo- 
gical examination disclosed the real nature of the growth; and the 
patient was discharged. As she was recently examined (1 year 
after the operation), she showed any abnormities neither in the 
rectum nor in any other part of the body, and is enjoying at 
present perfect health. 

The occurrance of lymphosarcoma in rectum should be regarded 
as rare. In 1929 BENSAUD, CAIN and HOROWITZ collected 12 cases 


of it from the literature (8 localised and 4 generalised ones). 
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雑 報 MiscELLANEoUS NOTES 


時 間 三 井 報 恩 會 より 「 ラ ヂ チ ウ ム 」 五 瓦 寄附 


昭和 九 年 八 月 七 日 , 此 の 日 こそ は 本 會 近 謗 の 快 報 一 一 「 ラ チ ウ ム 」 刀 紅 の 次 
附 一 一 に 接し , 吾 々 の 感激 指 く 能 は ざる 記 芯 すべ き 日 で ある . FFU LDH 
の 治療 上 重要 な 武器 で ある こさ は 全日 一 般 周 知 の 事 で は ある が , 何 分 これ を 
備 へ る に は 巨 高 の 財 を 要 し, FEA TOMI HM SUS TO SIEHE SHO 
みみ で あつ た . Rare, 本 會 の 事業 に 多大 の 開心 を 持た れ て ゐる 三井 報 
思 全 で は , Sen oe Ra nae FD 2s) Alle AL CATR 
寄附 され る こさ に 決定 され た こさ は , BOMOBMAL IEG RENT S 
の みな ら ず , 避 術 研究 上 に も 恋 真 献 する 所 甚大 で ある . また , この 間 に あ つ 

CaF GERBER LIARS, 多大 の 闘 力 を 惜 ま れ な か つた こさ は , AG 
ミ し て 永久 に 肝 に 銘じ て 忘れ る こさ の 出来 な い 所 で ある . TR, 研究 所 , 病 
院 の 新 筆 工 成 9, 更に また この 有力 な ゐ 武 器 を 尋 へ られ て 一 躍 世界 有 敷 の 「 ラ 
チ ヂ ウ ム 」 所 有 者 さ な つ た か ら に は , BAD 任務 は 位 に 重 且 大 さ な つ た こさ を 
自 鼻 し な けれ ば な ら な い ・ WIT SIRE TR OHNE RT AD. 


時 半 三 電報 恩 合 寄附 書 


BES OR 
昭和 九 年 八 月 日 

財 較 法人 三井 報恩 

| 理事 長 OK 山 Be 吉 

| A Er 
& 頭 長 奥 Z MER 

FWA BSI 7 HEMEL = ik ra 7 HME = Ze ar 
(SODA JE A 3 87 2ER I TREE BR Sa) ater =A 
$e NR = AED TR) LÄNSERNBET EIR RR 敬具 


or 
ra 
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寄 附 條 項 


—. FF OLR TARE 7 ES, Be’ SER 7 Te 
AMF VFN RFK Ab. 
=. FF OL thane FFF > AE = 於 テ 使用 スル 外 
ZI, WE HILFE, Re > A 
is B= WE EES NR ARTE, 病院 , 研究 所 等 ノ 用 = 供 
Aah, 
DFO LIER Ne FFF RE = BA BLE 
VASAT WKB F REF HAGEL vA rb. 
m. FF be savin + VE HES A= UREA AE FIT 
コト . 
Ti. WRADTSE FF ARB, 合併 又 ハ 解散 其他 ノ 事 情 = ョ リ 
ッ ヂ ウム 」 ノ 鹿 分 う 要 スル トキ ハ 其 ノ 方 法 = 付 テハ 財 園 法人 
: 井 報恩 會 若 ハ 其 ノ 承 繊 者 / 同 意 ラ 得 シ コト . 


— (ラチ ウム テッ レス シン Ra Ss kh 
内 Hts Fon, 8480, を リグ ラム 
臭 化 「 ラ チッ ウ . ム 」 1520 ミ リグ ラム 


明細 堪 記 之 通 . | 
種 。 類 am - エ 個 ノ 封 人 量 Mal FY 2) 
硫酸 「 テ チッ ム 」 自 金管 _50 も ミリ ゲ ダラム 10. 500 ミ モリ ゲ ラム 


同 同 30 同 20; 。 600 同 
同 同 20 同 50.1000 同 
同 同 10 同 100 1000 同 
同 白金 「 モ ル 」1 同 200 200 同 
同 白金 針 -1 同 50 90 同 
同 同 2 同 50 100 同 


同 同 3 同 10 30 同 














| Rik sFo2) MITES MA 1 520 fA 
| In} 同 50 fj 2 1000 fal 
Ara 5000 il 
附 属 nn 
DFO L PRR 
「 ラ チッ ウム 」 大 量 放射 器 
「 エ マナ チ ォ ン 」 探 集 器 
「 ラ チ ウ ム 」 保 管 金 庫 


A 定 Mm 


nn 


BHR mH 


以 上 


時 回 冶 研 究 全 請書 


昭和 九 年 八 月 上 一 日 
BA ks) HE er 
A 長 mR Mm 
HEEIZSIHBE 
= 理事 長 Kk Wt he & eB 


= 借 復 八 月 CHAE EER —O RATT SIE = FEL DR 
BAAS DOV F NARA IE 7 HEE = ik Fr mk 7 HEHE = AL 
242 GET 77 GACH Sk EV 9 FO 2 ARD 
購入 クノ 上 本 箇 = 御 寄附 相 成 候 趣 御 通知 = 接 シ 泡 = 感謝 ノ 至 = 有 之 候 

就 テ ハ 有 左 受 / 上 ハ 寄 附 書 御 添付 ノ 寄 附 條 項 ラ 層 守 シ 以 テ 廣 ク 
玉 邦 欧 術 界 及 治療 界 = 思 恵 ラ 普 及 致 シ 申 スベ ク 修 1 


右 御 挟 拶 迄 加 新 御座 修 ti 具 
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MABRMO'F Fy 2) RZMTFT SILO, その 管理 運用 に つい て 高 全 を 期 
すべ く , 管理 委員 會 を 設置 する ここ に な つた . 次 の 諸氏 は 7 月 25 日 の 理事 
Zar 於 て 長 奥 會 頭 の 指名 に より 管理 委員 を 嘱託 せら れ , HTEMZAFTHF 
を 起草 中 で ある 。 

= 頭 Mel fe m LM Ap 

副食 頭 RAW Bw TM me 重 

mero RR AG TW A OF 

Er fF we HB aM 

理 事 Ram PG BR A oe AB 
HGRA * ke ML Il I 保 城 


ZERNER 


ド 記 の 諸氏 は 昭和 9 年 き 月 6 A ALLA TATEN SERIE OR 


見 絢 裁 宮 典 下 か ら 本 會 名 典 顧 問 に 嘱託 せら れ た ・. 
TW Bek RL 櫻井 BE 
ガ it - Jk 高 


BRS SER KB 


FTO) TISENE SHELL AEE S 2 O72 HB LITO an < HL 
HEP SEAS AS PARP Ee COB 9. Tl PEL vic < AMARONE JO, SET ER 
公私 の 事業 に 開 係 を 存 せ 0. 


康 業 病院 の 増築 計 割 


+ 回 の ! ラ チッ ウム 」 和 附 受領 に つい て , 現在 の 建物 を 以 て し て は 不 上 分 で あ 
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DiI, 「 ラ チ ウ ム 」 犬 治療 室 , SS TFA > RR, 治療 室 , 機械 室 , 病 
室 , 研究 室 基 の 他 約 220 LR DRE PES Dat MCAS. 既に 東京 帝國 
KER A MID FIRS TRAE T し 去る 10 VF BRS LI 
く 入 札 の 運び さ な つ か た ・ 


理 事 2 


〇 昭和 9 年 7 月 25 日 午後 + 時 志 の 内 日 本 工業 倶楽部 に 於 て 第 5 回 理事 剣 
PART. 
出席 者 Kiterin, BRT, RATE, fe Ak, 高木 , 南 , Weve, ME 
山本 , 蒲原 , 西野 各 理 事 及 森 村 , THE 

報 告 

1. DRAM EO PRETO 5 Fo 25 耳 寄 贈 に 開 す る 経過 其他 に 

BS % 14 
2. ASST ET ATC BASH fF 


協 議 


1. CSF OL 」 管 理 委員 含 の 組織 を 定 む る 件 
2. ASTRA HB SCI BAT A 


3 TDF OL RER HFA > RAIS SPORE ENT 

1. Fg Ab TER RE HB SERIEN FA 

5. Peake TBA 4 1 

6. Falk To Sea AFB = BA AM 

THE BAS 4 11 

ONAFI 9 49 J) 27 AR 5 FILO PS FAST SEARED IE HS CHS 6 [ELE 


出席 者 SOLS OR, GAT, KA, MR, WEE, 高木 , 山本 , 宮川 
ER, PA, Puy, Fr 々 木 木 各 理 事 / 森村 , 今村 各 監 : ft 

















報 告 

1. 事務 長 嘱 託 の 件 

2. 三井 報恩 會 寄贈 「 ラ ヂ チ ウ ム 」 に 闘 する 件 
3. an 

rit i= BAS 2 


ww 

1. 康 業 病 院 顧 問 1 ARE: 

2, 「 ラ チッ ウム 」 管 理 委員 含 規程 の 件 

8 「 ラ ヂ ウ „NER x マナ チ ォ ン 」 供 給 規程 の 件 
4. 理事 會 規程 の 件 

5. 隣地 購入 の 件 

6. 基本 金 設定 の 件 

7. ACETAL BL WS BT 20: 

S。 退職 手 営 の 件 


評議 員 會 記事 


昭和 9 年 8 月 3 日 午後 5 時 丸の内 日 本 工業 倶 朱 部 に 於 て 開 會 . 
全 同 の 評議 員 代 は 名 研究 借 が 昨年 11 月 財 園 法人 ミ し て 設立 後に 於 ける 最 
初 の 開催 に し て 又 特に 緊 念 あ 要 し た る も の な り 0. 
HVS, BRI, FATA, 入澤 評議 員 信 長 及 評 議員 線 計 31 
名 外 に 委任 装 に 依り た る 者 100 名 に し て 投票 芽 計 131 な 0. 
盟 頭 長吉 公 頭 の 挨拶 あり 次 で 評議 員 會 議事 銚 署 名 者 ミ し て 岡田 和 一 郎 , 細 
BAMA 258 CO. 入澤 評議 員 飼 長 議長 席 に 着き 議事 に 入る . 
第 一 , 昭和 8 年 度 財産 目 氏 , 貸借 封 照 表 , 収入 支出 計算 書 承認 の 件 
第 二 , 昭和 9 EE AH RAR BO HE 
滋 澤 理事 説明 


昭和 8 年 度 人 簿 計 報 告 如 昭 和 9 年 度 収入 支出 稼 算 表 に 依り 詳細 説明 あり 価 ほ 
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TR MOZART EHRE (= APR ei N DEREK 可決 承認 、 
Bi, WGKA SIFU EO ABA ATS FO 2,5 HR 
HET 

BETA Eh 
色 腫 其他 悪性 腫瘍 の 治療 に 封 し て 「 ラ チッ ゥ ム 」 が 如何 に 重要 性 を 有する も の 
ROD LIFF OY 25D PEM BD TPH LT HE THO 條 値 が 如何 に 貴重 な 
る か を 説明 し , NOI ORIN RH LTS Fo 21 5 ARME, 
を 寄贈 する こく に 付き 7 月 2. AOR ZS A 1 AHEAD 
催し て 正式 決定 を 見 た る 由 な る が 本 和信 に 於 て は 之 に 開 し 7 月 25 日 理事 倫 を 
列 き 之 を 受領 する ここ を 協議 せり , 面 し て 本 件 は 緊要 且 重 大 な る が 故に 次 ( 


(4 


AB APART Carin < HMO I SCHEIN 2 COVES. 
ZCHL し て 岡田 評議 員 


信 回 三井 報恩 価 が 多量 の 「 ラ チッ ウム 」 を 本 會 に 寄 周 の こさ を 決 せ られ た る ゐる こ 


ミ は 牧 に 悪 界 の 慶事 美 軸 に し て 且 本 休 に さり て は 誠に 光栄 の 至 な り 宜 し く 感 
謝 の 意 を 表し て 之 を 受領 する ミ 同 時 に 依 て 一 層 事 業 の 目的 達成 に 努力 せ 


NALS REY ile Son ode ae imam Saat 
WET. 

HWS CBSA AFORE = ILO IAT AEC ALOE 
承知 置 を と ひ 度 此 機 信 に 於 て 乙 を 申 逃 する は 御 参 考 上 使 利 な り ミ 思 基 する ミ 
C 左 の 如く 説明 す . 

人 同 の こ ミ は 入 に 重要 な る 事柄 な る も 誠に 短 時 日 の 間 に 決 定 せ 6 れ 特に 
電報 思 作 は 全く 自在 的 に 之 を 申 し 出 で ら れ た る も の に し て 誠に 感謝 に 堪 へ ざ 
る 所 で ある . 耐 し て 其 間 に 在 9 て 帝國 政 士 院長 櫻井 博士 の 多大 な る 御 圧力 あ 
り た る こさ を 各位 は 特に 記憶 に 存 せ られ ん こ ミ を 希 記 す . 壮 に 本 年 5 月 20 
H 本 會 附属 研究 所 及 康 節 病 院 の 開所 開院 式 の 際 に 於 て 櫻井 博士 の 富 氷 中 に 結 
核 及 獲 病 の 如き 難 症 も 隔離 に 依り 途 に 之 れ が 絶 小 を 期す る こさ を 得る 方 針 は 
GEBETE ICH FROH 50 CLD RBG RIA REIS HLS AR TENE ME 7 
AS ARTE OEL THREE REO FKL 
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Hick RICH L CAG OPRO EB SRW UTZ IMO LACK RE PE 
大 符 成 の 意 を 表せ られ た る 由 に て 其 後 7 AOMC IT IFA OE 
ASDC! F Fy 2,5 胡 及 附属 器具 を 買得 し て と を 本 會 に 容 贈 する こ ミ ミ 
し 報 皿 合理 事 合 及 同 評議 員 合 の 議 を 経て 之 を 決定 し た る 区 第 な り 著 し 本 件 は 
: 井 報 四谷 こし て も 創立 以 來 最初 の 大 事業 に し て 本 會 は 之 に より Io トー 
躍進 を な すこ ミ こ なり た り 報 皿 仁 の 好意 に 封 し て 渕 膝 の 謝意 を 表す る も の 
な り 耐 し て 有 大 量 の 「 ラ デ ッ ム 」 容 購 に 開 し て は 大 過 左 の 如き 條 件 を 附 薄 せら 


; FI (SHIEH Ee de SS ABIT 
Ai |: DAI EEROD 1S AT BCE UN FOR Ze aM CFA, FILE 
研究 所 , BOR MGIC = PR Oat aE 6 a7 L. 

> HMFE ST DSIRE UME TH BF ALIS AW ad $F OD AL AK eB ET 7° 
NET ALS. 

3, SFO LTE AARNE te SALE. 

PANG DS FO nye 3.480 ミリ グラ ム は 硫酸 「 ラ チ ウ ム に 

「 ラ ヂ ウ ム 」 な り . 面 し て 自 化 「 ラ ヂ ウ ム 」 は 「 エ 


で 


し て 1.520 ミリ ダラ ム は 邊 1 
FFA >) 製作 用 ミ し て 本 供 に 固定 する こさ さ し 往 ほ 以上 「 ラ ヂ ウ ム 」 の 利 


用 方 法 等 に 付 て は 「 ラ チッ ウム 」 管 理 委員 信 を 設 く る 等 三井 報 思 會 ミ 打合せ て 軒 


行 する 見 込 な り . 


此 の 「 ラ ヂ チ ウ ム 」 を 保管 する に は 特別 の 披 置 ミ 構 造 ミ を 必要 ミ す る の みな ら 


FILS FF > ORR A bE LUTHER OAS. M 
a, 看護 婦 , MEST TD OSSEPIOEGE EK UT ADA O, 

GUL REE MS imi EB, 其他 経費 の 増大 を 見 る べし . ZAHN S 1 
THREE ARR Pea) TETAS BPE RE REN IE I 
分 な る 研究 を 途 ぐ る こさ させ 0. Mr, 西川 教授 は 8 Hs APO ELS 
な り た る 


(4 


KSEE > F(a CHAR 3 MBG HES CS 
72 VATA ETS HO FB e KH UT SMC HU ATS Fo 2. OPEL MLO 
完 を 依頼 し た り . RIFF 9 2 DEREK AH PEM OD Ie Eh Ae BETO [ial BE 
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fie K-KOFZETHAFTAISIRND. 
第 四 , ERC TF BAS 2 M 
Fe DL FF FH EA 
多量 の 「 ラ ヂ ッ ウッ ム 」 を 受領 する こさ ミミ さ な り の 現在 の 建造 物 を 以 て し て は 到底 不 
分 な る を 免れ す 増 築 の 必要 を 認 む る に 至れ り . 人 回 提案 の 建築 工事 は 現在 
不足 せ ゐ 部 分 の 補充 を な すさ 同時 に 「 ラ チッ ウム 」 に 直接 必要 な る 設備 を な す 等 
EVE ILS 60 鱗 誕 三 階 建 鐵 筋 コン クリ ー ト 延 理 地下 室 共 200 RAPED 計 割 に 
し て 目下 帝國 大 贅 管 繕 課 土岐 技師 設計 中 な り . Opa TA PS RT 
0 
り . HEF FO A, WAT ALI O CS EMA ARTEL BOD Fie HA 
EHRE ERTEILT SLOSS URE ORK RETTET 3 
を 期 せ ん さす 云々 を . 以上 に て 本 案 可 決 決定 . 
BH. CBM HEB IK RS AN 
Fe Bit er OF eA 
STERN & OO aie ae ERBEN IR AH Gait ke 
Yh AF IE A Re HS = HET EX し 度 
Auf, 決定 . 
以上 に て 央 て 五 案 を 決定 せり FERRIS 181 に し て 評議 員 線 数 155 名 の 
過 生 敷 な り . 
入澤 議長 閉 會 を 宜 す 時 に 午後 6 時 10 分 . 
昭和 8 年 度 財産 目 銚 , 貸借 封 照 表 , 収入 支出 計算 書 巡 に 昭和 9 SEEN HE 
算 表 は 次 の 如 し 
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昭和 8 EEE EAR Gna es 1 sı me) 








ト 地 東京 iim =) TT 2 9 TH 2615 aT. 在 97.404 MR 


宅地 1900 LB1 #3 


1 MEANS 年 以降 購入 ee る 「 ラ ジウ ム ’ 周 と 90747 
"| 書 , 電話 等 ' 15.337117 


ar 


xt He ra Pui CES iz 事 請 1 7 if 其他 附 246 .645 43 
信 ac fi 金 安田 信託 株 式 會 it BIS aC 2.16645 


m 座 TH 金 (第 一 銀行 ) 4 1.907. 629848 
rare (Man guo-o14 ae 
(三菱 銀行 ) 412.393.5998 41 


33.91564 


= 
Fa 
m 











本 年 度 減 ‘i 112.303 36 


at 44,627) 66 | + 44,627 66 


振 替 貯金 3.14330 
MR 402 27 
有 償 FH 日 本 興業 銀行 株 式 (額面 ) 5.000 Alb 5.00000 
om: 合 計 394.01499 
AR H: 4 =e 
Et (ih A AR Ae ao es i oe: 
僅 方 ( 資 産 ) 貸 方 (A ft) 
利 H Br 客 科 目 ec Ai 
En 5 回 
iz 地 87,404 73 固定 資産 額 見 返 849.387 33 
備 a 15.387) 17 
建 at 246.645 43 
at | $49,387) 33 計 349.387, 33 
fi st Ho 金 2.166 35 | % Hie な 34.94 73 
銀 行 MM 金 | 33.915 64| BEA-LHUCSONN) 
振 替 貯 金 | 3.143 30) Hel Em PRS 9.682 98 
MH A 金 402| 27 内 ze 
AM F 5.000 00 | 前 年 度 繰越 金 156.931 02 












ED ERA 








|: N 金 En Fl 日 金 Ril 
wis = we x > 4 2p 4 円 
流動 i 麻 44,627 66 i] E RA BE 349.387 33 
Bw Ae Hh & 34.944 73 

4 の たと ( ウ 92 
ie 11 359.070 26 
je 引 BY 9,682 93 al 


MAA 8 年 度 収入 支出 計算 書 (Gemnsan 6 1 
Wy A 


| 
1} 


リ 





項 H go 雪 
A 
vu al Hy fy 
EEK A 47.445 78 
1. AFB eA 28.72000 


2. Ht te A 1.15500 
Er Mt 
3. Fl] Ale A 4,574 28 


fA «& Fil 子 
FPF ALI Hh 





4, 治療 所 収入 12.956 50 
N 
5. HE Me A 4000 
HE the 入 
2, fit Fe A eect 42,180.00 
Ee Fe Ay BT 
ER var h) 42,18000 
3 a i 89,62578 89,62578 
"aa mers 112.30336 112,30336 
eff 201.92914 201, 92914 


1 シン 


8.72000 


1,155 00 


3.58464 


989 64 


う 2.956.50 


4000 


42,18000 





。929 14 
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ー - Ä - . 6 
に Ih 目 | eK 決 = u a 
ルッ 
Ay y 
1. SRA SE HH 36,455.46 " 
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Current News of the Foundation. 


Donation of Radium by the Mitsui Ho-On Kai. 


The Mitsui Ho-On Kai, a richly endowed foundation recently 
organized by the great Mitsui interests, has, as its first big activity, 
decided to acquire 5 grams of radium and to donate it to the 
Japanese Foundation for Cancer Research. 

This decision of the Mitsui Ho-On Kai was made by the 
Executive Committee of the organization, headed by Mr. Umekichi 
Yoneyama, at the suggestion of Professor Joji Sakurai, President 
of the Imperial Academy, and it is our privilage to express our 
cordial appreciation to these distinguished gentlemen for their kind 
interest in the work of our Foundation. 

The radium is to be used primarily for the treatment of cancer 
patients and also for the purposes of scientific researches, and 
insofar as it is compatible with the convenience of our Foundation, 
arrangements are expected to be made for the utilization of the 
radium outside of the Foundation, including the renting of it to 
the Tokyo Imperial University, Institute of Physical and Chemical 
Research, Izumibashi Hospital, ete. 

Of the total of 5 grams of radium, 3480 mg. are in the form 
of radium sulphate, the remaining 1520 mg. being radium bromide. 
The bromide will be used for the preparation of radon or radium 
emanation. 

Our Foundation is to be solely responsible for the preservation 
of the radium donated, which must remain as a permanent pro- 
perty of the Foundation. 

In order to meet the various requirements arising from the 
acceptance of the donation of this large amount of radium, our 
Foundation is preparing to construct a new building and to in- 
crease its staff. The Foundation has already secured the service 
as advisers of Dr. S. Nishikawa, Professor of Physics, Tokyo Im- 
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perial University, and Member of the Institute of Physical and 
Chemical Research, and of Dr. M. Nakaizumi, Assistant Professor 
of Radiotherapy, Tokyo Imperial University. 

The 5 grams of radium in question will be the most superior 
Belgian products, and will be imported through the kind mediation 
of the Honorary Consul-General of Belgium in Yokohama. 


Additional Building of the Koraku Hospital. 


Plans are now being prepared by Mr. Toki, an architect to 
the Tokyo Imperial University, for the additional building of the 
Koraku Hospital to be erected in near future. The building will 
be a three-storied ferro-concreat structure, with the total floor 
space, including basement, of over 200 tsubo. 

The new building is expected to meet all the requirements 
incidental to the installation of the radium plant and also to sup- 
plement the accommodation capacity of the present building of 
the Hospital. The estimated cost of the new building is approxi- 


mately 80,000 yen. 
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ウト レト に 於 ける 鈴木 博士 より の 通信 
長 奥 RL 郎 先生 
123 


9 年 7 月 29 日 
WO hve hii 
ee OAK 3 
AEE, RR BIO [10° RECENT OR 
MOUARREIE CLT. TF 27 GI AAOMOMMAH MT) EL 
7. Mall Re CD sheng (LP Ya 7 LALO HDL OP INA TZLE 
ひ , TaF27GUMMCT ISCO ERSTEN, レス レ 氏 統計 を た と る 上 に は 
十分 注意 を する 必要 が わり, 各 園 の も の な 皆 同 ど や ぅ に 唯 引用 し て は 誤 を 楽 た す 因 子 
が 多い ょ 評 ふ 意 見 で す .、( レ スレ 氏 は 常々 か ら も 甚だ 厳密 な 性 格 の 人 と 思 つ て 居り ます 
DS), Ht MMS & OMNRA KLE LTO SPI で す . ジョ スリ シッ ヂ ュ ・ ヂ ョ ン ゲ 
氏 も この 監 に つい て は zurückhaltend で わり ます が , アス カナ ヂ ー 氏 は 断然 癌 に は 動 
WAIL LB ML CT, 心臓 の 肥大 と 動脈 硬 縁 に つい て は 私 も 日 本 の 報 理 を 
見 た 時 ? ACW OCS した. それ け は 「 ア ルレ テリ オー レン 」 の 光 能 が 分 ら の か ら CT. これ 
1【 や は り ア ニチ ュ フ 基 の 他 の 人 も 云 つ て 亡 り ま て た 。 日 本 は 統計 に 軸 し 云 ふ 事 は な い 
か と の 事 で し た 。( ル シー 氏 が 備 語 で 云 つた の で 解り まさ ん で し た が 「 日 本 」 LEE 
葉 が わ つ た の で 私 は そう 考 へ た の で し た 「. 私 ば 別に 計 ふ こと も な いけ れ ど 「 冶 」 に 出 て 
の た 「 子 宮 筋 腫 に 動脈 硬 縛 の 高度 な る も の が 多い こと で , 可 性 腫瘍 ( 殊 に 癌 ) の 場合 に 
比 し 明 つ て わあ る の で それ 区 け 逃 べ ま て た. 
心臓 沈 身 動脈 の 硬 織 乃至 「 ト ロ ン ポ ー セ ば 今 同 か な り 問題 に な つて ゐ ま し た. 近年 
若い も の に 多く な つた 事 が 云 け れ て 居り まし た し て 又 , 臨 術 的 に も 意味 が わる の で ポス 
トン の ラリ ー 氏 が 澤山 幻燈 で Wi Ar vn - we, BO pov ee he 見 せま し 
た. ギラ スト ン の 成績 で は 多い ( 殊 に "コロ ナー ル 。 トロ ン ポ ー ゼ 」) と 云 つ て の まし が.。 
日 本 で は 私 け ' コ ロナ ー ル 、 ト ロン ポー ぞ 」 を そん な に 澤山 みな いや 5 に 思 つ て 居り ま 
す が , (一 般 に 今 迄 攻 室 の 解剖 は 「 コ ロナ ー ル 。 アル テリ エン 』 を ひら か ので は な いで 
win. 今回 統計 を と る や うに な つて か ら は や つた ょ 思ひ ます が ). 
「 パ トゲ ネー ゼ 」 に 就 い て は 俺 染 病 を 考 へ る 表 が 多く あわ つた や ) で す 。 食物 と の 関係 
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ぃ いせ は な いや うぅ) OF, 世界 大 戦前 と 後 で も 別に 織り が な いと は レス し レ 氏 の 意見 で す . 

一 内 動脈 硬 月 に 重要 な 役目 な た 濱 する の は 脂肪 の みな ぁ る や . これ も 今回 の 議論 で し か ・ 
WANT 5 MRA L BRT SRA SL LOR LSP ICT. アニ キチ 
27, レス レ 。 ル シー 等 。 PRMD 27 vo — we WÄR L DSM HM SN 
まじ 5。 

RAS MBO BIA ンチ ィ 」 の み に 重き を 置く べき で な く 血 管 え の も の を 一 の 
の 有職 器 と し て 取扱 ふ べ き な 云 ふ 人 も わり まし た . レス レ 。 ル シー。 ジョ スリ ン 等 その 
意見 で す 。 間 題 が む づ か し い だ け に 色々 頭 で 考 へ る 事 が 澤山 起 つ て 意見 が 出ろ る 事 と 存 
じ ま す . これ も 胸 問 の 進歩 に 必要 な の で で せ う が . 

今後 の 會 で 度々 多く の 人 が 評 つ た 事 で す が , WAM LOL) MH, ILO 
AUD EERE HG 2 ERROR EDHKHILOTIÜSTIL > KAHN I る こと で すか ら 
次 回 の 會 に 圭 し て は 日 本 で も この 邪 考慮 が 必要 と 存じ ます 。 (今回 も も そう) だ つた の か も 
知り ませ ん が ). 書類 は 伯 林 より 御 送り LA TO SM MT SC, EL CHEND, 

肝 便 縁 に 就 いて 来 固 の メーン 氏 の 深 謗 が わり まし た が これ に 圧し て は 別に 討論 も D 
り ま せん で し て か た 、。 

PANFF-KOBBOD FMI, 備 園 人 が か な り 長 く 追加 を し まし た が それ は 
私 に は 分 り ま せん 、。 

DK WES ST im PAL DS YY -RO BA ROT OLRD GOT: 事 が 分 つた の で は な く , 
レス レ 。 ア ニチ ュ フ 其 の 他 の 人 の 討論 中 の ル Y-DMER SD LOMERCHTO MIL 
お け な い の か も 知れ の 事 を 御 承 知 下 さい . 

Ralf 1937 35, STL RLM OMNES $Y 決定 し か れる ストック ホル ム が か 
も 知れ ませ ん ) に より 未定 . 問題 、 こ れ に 肘 し て は 。 閣 』 が 問題 に な たり まし た 。 アス カ 
# ヂ ー 氏 は これ な 主張 し 。 ア ショ フ 氏 も その 方 に 傾い て ゐ た や ) CHM, レス レン 氏 は 
これ ば 國際 部 研究 師 と の 電 覆 で わる こと な 理由 に 反 軸 し まし とし た. 私 も そう) 思ひ まし が. 
それ で その 代り に 貧血 (Anamien (primäre und sekundäre)) が 問題 として 決定 され ま 
も が 、 介 も 故に 血 病 な 合 ませ る や 否や に 装 し て は 決定 な 見 す Comité Directeur 
ASCHOFF。 人 ASKANAZY,。 de JosseLin de JonG, Kursner, u. Roussy) に 委任 する こと に 
RUFET, 

私 は 今度 の 間 題 に 暫し て 日 本 に 於 て も DER LEN KO RE 5 2 dé ial EXD A 
要 で わる 事 と 思ひ ます 。 又 問題 の 性 質 上 Blutkrankheiten に 自信 わる 人 々 の 肥 力 を 切 
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ZAHLT, 
283 回 地理 病理 學會, 第 2 MPAA RAL eM CURT. 先生 
の 御 労力 を 切望 し て 居り ます. 
前 回 申 上 上 げ な か つた か も 知れ ませ ん が 先般 の マドリ ッ ド の 飼 直 後 ド イツ は すぐ Sh 
と の 冶 の 「 コ ミ テ ー」 を つく つて 色々 討議 し ま し が . 
x x x 
今度 の 會 で ス トック ホ ルム の ヘン シェ ン 教 授 に お め に か > り ま し が . 先生 は ょ く 御 
存 知 の 事 と 思ひ ます . 
REP LAF UK LORETTA IIE BA CE VR CRE BOIL DOTS: 
が あり ます . 名 前 を 同封 し て お きま す . 
Prof. Dr. E. P. SNiJDERS 
Inst. v. Trop-Hyg. 
Amsterdam 
Holland. 
この 方 が 先生 の 沙 四 の 委 し い 報 告 が 欲し いと 申し て 居 ら れ ま すか ら 御 送 を 願 ひ ま 
す . この 方 ば 第 3 同 の 地理 病理 學會 の 間 題 と 中 を 主張 し 日 本 の 「 癌 」 に 出 て の 
る 統計 を 見 て も 質 に 面白 い 事 を 引用 し まし た . レス レン 氏 も 私 が 「 癌 」 の 先生 の 統計 を や 
つて 置い た の で 「 冶 , を アプ リ シ ェ ー ト ば し て ゐる が 軍 衝 する か ら と 云 つ て 居り まし 
た . 先生 の 御 協 力 の 仕事 が 世界 的 に 意見 わる こと ほ ょ ろ こ ば し いこ と で す 。 MUTT 
ょ い 仕 事 ば 欧 娘 に し て 方 々 へ 和 送 る 事 が 大 切な 事 と 考 へ ます . NATURE SEE 
BREIT. 
AGE Ete iY ET, 
BLE |= CHET Ae hie RAR OF OT, 


BR. = BZ UE PR i PF aE 
REIT TIL 
SADA, er, 研究 所 ょ より の 代表 が 参加 した. 


A 程 
1934 年 3 月 22 日 (木曜 ) 一 一 午前 10 時 . 





5 
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. 公衆 保健 大 臣 了 臨席 の 下 に Rue de Tilsit (第 17 司 ) の 公衆 保健 省 


Pay 


に 於 て . 公衆 保健 大 臣 の 演説 . 


第 1 ELE Say Ay EROS ak (Madrid に 於 ける ) HBR JUSTIN 
GODART 氏 の 報告 
國際 像 備 會 議 の 事務 局員 の 任命 . 
國際 羊 冶 隊 合 蘭 に 常設 國際 圭 郊 事務 局 の 定 芝 草案 の 討議 
FREH FR 
Avenue Kleber ( 串 旋 門 の 近所 ) の Hotel Majestic (= 4ST HEAR 


照 主催 に か ヽ ち 懇親 午 無 各 . 


午後 2 時 邊 
DRAARRE GE (= GS THE. 
FE KER AEHAHUT- 


午後 S 時 
Hotel Ritz HU ARAMKM. 


3 月 23 日 (金曜 ) 一 一 午前 9 時 生 


前 日 も し 討議 終了 T せ ざり し 場合 は 討議 績 行 し を を 終結 する 穫 に 線 仁 (4 
衆 保 健 省 に 於 て ) . 


午前 10 時 生 
PRE AMBO Radium 研究 所 姓 に 冶 人 研究 所 訪問 . 
(乗物 は 各自 御用 意 の 事 ) 
























> (L’union internationale contre le 


cancer) DERME 


國際 翌 韻 障 合 


本 職 合 に 関す る 國際 参 備 信 議 ば 1934 年 3 月 22 日 (木曜 日 ) Paris に 
開催 され , それ に し 科學 的 癌 撲滅 運動 に た づ さ は る 各 園 の MB, BH 
會 。 研 究 所 より の 代表 が 参加 し た . 本 草案 は その 席 上 討論 に 附 さ ら 
れ た も の で ある 。 


款 の 草案 
第 一 章 BRSENSO ARCHE 


第 一 條 MM IS KONA SA. 

1. BORN RCS HO mk FF IPEDS BD REF aT AT BFR A= 
不断 の 連絡 を 招致 する こく . 
冶 に 開 す る 知 誠 , 殊 に 現下 の 問題 ミ し て 冶 の 早期 診断 の 重要 粧 を 一 
般 慎 公 に 知 共 せ し むる 目的 を 以 て 大 衆 教化 運動 を 組織 する こく. 
いか さま 功 術 の 征伐. 
4. 統一 的 様式 の 下 に 郊 に 闘 する 國際 的 統計 を 作成 する こさ ゞ . 
5. 了 園 際 的 資料 を 基礎 ミ し て 腫 場 の 解剖 也 的 論 洒 的 分 類 法 を 確立 し , 以 

て 腫瘍 冶 療 上 上 得 ら れ た る 諸 種 の 結果 の 封 比 を 可能 な ら 5 し むる こぶ. 

6. 冶 に 開 す る あら の る ゐ 女 獣 を 収容 する 入 に 國際 常設 事務 局 を 設立 する 


to 


wo 


REED TWAS. AGBO RISA S LCR BAS ARNDT, 
AFIT OREN IG BIO Rl, FDO TODE 
AAT HAO Pek 7e AY SH PY BE SFT TE = BB 3H 6G 
DZ BM BOE LOTTA KT DOTS HA. 

8. PPI ik ED 5 2 WOE RO HA 


こ 1 


Boe WMO ADRS Paris に 置く <. その 存 縮 期 間 は 無制限 = 
th. 
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BZIE WEENIE (ik FROM SH DE (AIRES HL OR 
IRN T % AMOR S OH S tris MO. 
SM OWE BAR FELON CHR Ae LA CAME (CNET 2 I SHLAA. 


BEE ih ATBRIABLAIS LCA CB LAME nibh TE Lakh LH 
- — HME AOD PERS 2 BA DOS DAES. 


PE BBM 

第 五條 WPT IS IA D*2 MAC LEN TA. PMA GIS 1 ヶ 國 に 
就き 2KhOKK(1LASABYAHKO, 1 Ak O)OMHM2UT 
IMA ANKE LI CHARS 2. AZAD I ISGRSEE AT MA 
ES UTE. 2 OPT Ay HOD 04) II F A MOMO SAK KO TEENS 1 
iMG IFIA SHEA も の な る 事 を 要する . MHOAOT AAG, 問題 
は 詳 議 員 覚 に 提出 され 裁決 を 受 く る も の で ある ゐる. 

他 の すべ て の 代表 者 は 各所 属 の 公共 或 は 私 的 園 叶 に よ 適法 的 に 委任 され 
た 代表 を 以 て 補充 され 得る も の で ある . 

Paes ARIK, MTA, 理事 長 1 名 , TERRA, TTR! 
名 , BRIAN AK KAUM RAHMEN TR. 

CASE KOBE ASN TR DREIER BD EF OME 2 TUT A. 

PeULK BE LER ROLE ST ROR IS RR AT A. 
評議 員 入 は …‥………… の 割 を 以 て , 國際 職 合 の 区 達 に 有力 な 助 カ を 奥 ふ ゐる 
人 上 を 名 農 評 議員 の 資格 を 以 て 會 議 に 招請 する こさ が 出来 る ・ 
OREM (= ONAL LW BE KO OAC RRS PLAT 7S 2 PURE 2 HES SALA. 
傍観 者 は 投票 に 参加 し な い 

MATRA 8 ヶ年 を 以 て 改選 され , 願 問 + 名 の 中 抽 牛 に より て 選出 さ 
れ た ゐ 1 名 を 除き 再選 され 得る . 

PUTAS 6 SEES グ 園 の 代表 者 より 構成 さる ヽ こ さ を 要 する. 

財 行 委員 師 は 評議 上 員 飼 事務 局 を 形成 す ゐ . 

理事 長 姓 に 脊 計 幹事 長 は 國際 隊 合 の 所 人 寿 地 に 居 儲 す ね こさ 要する. 
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FEB OIA (HS CIS MITER GS BAO EACH LER CRB OI 
{Sli Kk DFR RBMS ET RD MBKA. 

第 大 條 PRACT iF IMarEST. RAEROARM SH AM 
分 の 一 の 要求 に より , 少く さも 1 ANREIZ PRES 
る こさ が 出來 る . 

証 議 員 は 協會 の i FBO + =Bizy Z A) 部 門 に 開 す る 分 科 委 員 設定 する こ eo =H 


員 は 評議 員 中 より 選ば れる . WTBASAH ES LT 


(4 
S 
D> 
a 
uy 


BATE GA Gs TONER ZZ し むる に 適 営 ミ 大 へ こら る ゝ あら の ゐる 人 
ド を 専門 家 の 資 格 で 會 議 に 招請 し , 之 に 評 言 枢 を 奥 へ る こさ が 出來 る . 

分 科 委 員 會 の 年 限 は 3 ク 年 さす る . その 信 員 は すべ て 再選 され 得る も の ミ 
と 


Boe 評議 委員 會 は 毎年 事務 局 よ り 提 出さ きる べき 協 賞 の 経済 的 姓 に 機能 
的 状態 に 開 す る 報告 を 必要 の 場合 甘 取 し , 討議 に 附 し , 之 を 認可 する も の ミ 
する . 

詳 議 上 員 箇 は 會 計 幹 事 長 か ら 詩 搬 書 才 を 附 し て 提出 され た る 前 年 度 の 決算 報 
本 を 受領 し , 必要 の 場合 は 之 を 討議 に 附 し , 朗 可 する も の で ある ゐる. 

又 評 議員 飼 は 事務 局 よ り 提 出さ る ゝ 到 年 度 の 稼 算 案 を 票 決し , MARIA 
ト さ れ た あら の る 問題 を 討議 する . 

BME 便 長 は 裁 刊 答 に 民法 上 協會 を 代表 し , 箇 長 不在 の 場合 に は 理事 長 
如 に 裳 計 幹 事 長 之 を 代表 する . 

RAE sR ATER ASHE TH 2. 

S=E 歳 費 


RE 國際 障 合 の 経費 の 中 , 経常 費 は 會 員 の 寄附 を 以 て 之 に 具 て , Bi 
MISA AOMRGE ZIT ZILHETA. 





(= 
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第 十 一 條 Ae OMAS Ke 2 SEI TARAS IC LODE SIS. 
PSEC ASR Ai BNE ANAT DO RRD TE. 


第 四 章 EROREHTRE 

Boe O EROEHER, MTRARMSLIH LAT SAAD LAO— 
の 提議 に より , COMMIT ABER 3 1 AA DL Ute 
場合 に 於 て の み 行 は れる ・ ALTER TRA BOBBIE T, 
評議 員 會 の 會 議 の 日 程 あ 加 へ られ た る こさ を 要する ゐ . 

面 し て 評議 員 信 の 決議 は 投票 樺 を 有する 評議 員 が その 線 敷 の 少く こも 四 分 
の 一 出席 し 或 は 委任 に よ つ て 代理 せら れ た る 場合 に の み 有 で ある ・ 

若 し この 提案 が 容れ られ ざる 場合 に は 評議 員 作 は 少く さも 2 週間 の 間隔 を 
UY CHIL ABE FAD. 面 し て この 場合 に は 出席 或 は 委任 に より 代表 せら 6 
れ た 評議 員 の 敷 の 如何 に 拘ら ず そ の 決議 は 有 で ある ・ 


第 十 三條 協 全 の 解散 を 議決 する 第 の 評議 員 飼 は 特に この 目 認 の 穫 に 如 集 
せら れ た も の で 少く さも 生 敷 以上 , 生 敷 より 1 名 多き こさ , の 現 誠 議 員 の 出 
席 を 必要 ミ す る . も し この 提案 に し て 容れ られ ざる さき は , MIKA 2 
間 の 間隔 を お き て 再び 召集 され , 且 こ の 際 は 出席 或 は こよ の 6 代表 せら 5 れ 
た 評議 員 の 敷 の 如何 は 問 は な いも の さす る ゐ . 

如何 な る 場合 に 於 て も 解散 の 決議 は 出 席 或 は 委任 に より 代表 せら れ た 詳 議 
員 の 三 分 の 二 以 上 の 多 成 投票 を 得 ざ れ ば 成立 し な いも の さす る ゐ . 


第 十 四 條 解散 の 場合 に は 評議 員 人 簿 は 協會 の 財産 の 清算 人 1 HI BRE 
MTA. その 際 協 和仁 の 純資産 は 1 個 乃至 唐 個 の 同様 の 目的 を 有する 公 共 の , 
或 は 公 食 寄 異 の 認定 を 受け た 設立 物 に 寄附 せら る ヽ も の さす る ゐる . 


國際 圭 癌 陵 合 日 本 代表 者 推薦 


先般 國際 封 冶 障 合 か ら 外 務 名 を 経て 文部 省 宛 に 日 本 代表 者 ミ LORS X 
り 1 名 , RI RAS SALE RAL 0 1 名 推薦 方 申込 が あつ た が , 次 部 省 は 更 
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(= Eis BK SS NPR SEPA a Lic, 下記 2 氏 が 推薦 せら る 
ミミ な り , KEINEN ARE CC ROE Sel % FEE 6 trict. 
may Ma AR RM MX AK 
FiBL TEA 男 OF 森村 市 諾 衛門 氏 


o 
(4 


人 事 異 動 


> 
FR 


SA BC 
WS Bele FAS OIF Be 二 
a if = HF RR 
ENT 
肉 務 次 官 丹 A LM 
CRE = BR 治 
SEFC TAH WB aE 
eee Ae a 緒方 知 AR 
LESBO BRE RAN aE 
ame 西 川 GE wt 
Met i AR 正 徳 
fel RETR AN FD TOR SE 
mr Ht ROAR ORE HM 
PTET ART 
FM ER KR KH 
(fe DEL PRI 
HOCH EI 市 川 俊 次 
EFC TN AT 
同 人 














物品 寄附 
TAI AT wat: H 宮 Ih 雄 殿 
東京 市 品川 司 上 大 崎 四 四 四 
組立 式 寛 眞 機 ER 


〇 と レンズ Dallmeyer Stigmatic F/6 No. 104482 
OB BERN 


7 月 31 日 付 OH 長 奥 AGRE 
東京 市 廊 布 馬 市 兵衛 町 二ノ 入信 


© A. PAPPENHEIM: Morphologische Haematologie Bd. 1. 


O 
O 
O 
O 


O 


O 


O. NAEGELI: Blutkrankheiten und Blutdiagnostik. 

E. GRAWITZ: Klinische Pathologie des Blutes III Auflage. 

V. BISCEGLIE und A, JUHASZ-SCHÄFFER : Die Gewebezüchtung 
in vitro. 

D. BOERNER-PATZELT, A. GÖDEL und F. STANDENATH : Das 
Retikuloendothel. 

F. R. SaBIN, C. A. DOAN and R. S. CUNNINGHAM : Discrimina- 
tion of two types of phagocytic cells in the connective tissues 
by the supravital technique. 

E. E. GOLDMANN: Vitalfarbung am Zentralnervensystem. 
Contributions from the University Institute for General Patho- 
logy Copenhagen. 

MCMXXX Vol. VII, MCMXXIX Vol. V1, MCMXXVII Vol. V. 
MCMXXVI Vol. IV, MCMXXV Vol. II. 

C. A. DoAN, R. S. CUNNINGHAM and F. R. SABIN : Experiment- 
al studies on the origin maturation of avian and mammalian 
red blood cells. 

R. S. CUNNINGHAM, F. R. SABIN and C. A. DOAN: The deve- 
lopment of leucocytes, lymphocytes and monocytes from a 


specific stem-cell in adult tissues. 


〇 SABE OK BA Be Ein OR, ALE OWE 


BD Bow, Bi, WIE 
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〇 FERRARA Si, EEG ICHS OP 第 二 皿 
O 小宮 悦 造 , 古庄 選 彦 共著 , ke 
〇 iff, 杉山 繁 輝 , AREBEET, 波多 野 武久 共著 Er 
〇 EB, File, SEHEN 
〇 (engi, st MAIL 
〇 Mathes. BO PSR BB B= m 
#28 SZ08 S=ZrH®, . ト 六 会 
Bab, HAIG. 
ee ESE, BOS, POH, BIrNe, Botte, 
Bote) BITE, #218 821728 
Bit 8 #28 PL SEE. 
OF Astra \ PE ESS. ® VE, 第 HE, 5.8, Bo +e, 
pts POs S_-r08 #_-rı% 
Bove, 第 二 = 4% _ KIE 
〇 耳鼻 咽喉 科 . B-E #8 BUS BE, Be. 
© Laboratory Studies and Clinical Studies from. the Memorial 
Hospital, 1924, 1925, 1926, 1928, 1929, 1930, 1982, 
7 月 31 日 付 所 員 中 原 和 郎 典 
ほ 京 市 財 島 居 目 自 町 一 ノー 四 一 


OÖ 





O The American Journal of Cancer, 
Vol. IX, Nos. 2,3, Vol. X, Vol. XI, Vol. XII, 
Vol. XIII, Vol. XIV, Vol. XV, Vol. XVI. 
O Laboratory Studies and Clinical Studies from the Memorial 
Hospital, 1927, 1931. 
8 月 1 日 付 He His A BR 
ー, KARA 5 — it} Er 
8 月 7 日 付 WARN ZI 
理事 長 米 山 梅 HR 
東京 市 日 本 橋 司 室 町 ニノ ーッ ノー 
ー,!「 ラ チ ウ ム エ レ メン ト 」 ち 5 紅 , 及 附属 品 5 筐 。 (別項 記載 の 通り ) 
8 月 27 Aft ty el RE fh AR 
WA hin) Ue he HT BAO 
—, TARE 665% 
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申込 月 日 


4 月 30 日 


寄 WH 金 
( 1 ) 御 申込 金 29825.00 
い 内 te 
(A) WAGE RE 25 BA AE 15,850.00 
(B) 指定 寄附 金 8.97500 
(2) 受領 金 48315.00 
内 72 
(C) RA SR 25 bt 17.590. 00 
(D) 建設 費 寄附 6.750.00 
(E) 指定 寄附 8.975.00 
(FIRE 15.000. 00 
EHE 内 = 
AHRENS SA (4 月 30 日 以降 10 月 5 日 迄 ) 
hes 込 金 | ual 御 方 an 6 tf: 所 
5000 一 時 鈴木 Py pu HOHE 市 IIE > is. Ejay 1 778 


Hl 喜一 朗 殿 名 訓 屋 市 lis ARMY 38 7 2 


23 I; 000.00 ーー | : ar? 2 = Fes oe ps 
6 A23A 時 (ae FF oA vii Be ih lok EV REMIT 2 7 5 


6 月 26 日 


5 月 3 日 10.00000|10 ヶ 年 


7 月 5 日 
7 月 16 晶 


8 月 21 日 | 


9 月 8 日 


10 月 1 日 


上 時, 長 Hid. ia — Wt 東京 市 ll 大 崎 + / 235 
諸 戸 清 NRE 東京 市 麹町 司 元 園 町 1 74 
(4 月 26 日 付 申込 金 \ 5.50000 5 22ER) 


100 00|- 


3.00000 一 時 AREER ABER ROTER FEINEN 6 7 115 
500005 ヶ年 | 片山 國 幸 殿 | 東 京 市 生 込 恒 築 土 入 幡 町 3 
20000| 一 時 | 高村 庄 太郎 典 | 大 阪 市 東 司 北 濱 + 丁目 
700007 ヶ年 木村 哲二 殿 | 東 京 市 赤坂 層 青 山南 町 5 
30000 BE JEFF EASE [RCT si 54 


6 








(B) 指定 寄附 御 申 込 (4 月 1 日 以降 10 月 5 日 和 ) 


申込 金 指 £ HH 名 御 ff 所 














申込 月 日 





7 月 21H 8.60000 TERA een 東京 市 芝 公 園 11 Bk 2 
7 月 21 晶 500005 THE Ee FE EK TRS R pe GEES 1/0); 


8 nern sr500 ME HERR FABRE YORE III FLAT 5 7 61 































(C) 研 究 費 指定 寄附 金 受領 (4 月 1 日 以降 10 月 5 BZ) 





申込 受 fi 


— - 御 方 名 
2m an nm = M 
円 
30000 3 ヶ年 4 | 28 1 10000 矢 m fet 殿 
50000 一 時 4126 時 50000 fe 瀬 ee FE 
5000 — 時 4 | 30 — 時 50.00 DB OK = a 
3.00000— FF 5 | 7 — 時 3.00000| 無 名 FR Re 
1.00000— 時 6 | 23 一 時 1.00000 {fe n er - 上 
に 』 ih > BR 


10000— 時 6 23 一 時 10000 BL fe — Re 


1,50000'3 ヶ年 | 7 | 3 9 500.00 森 村 ™ 明 @ BE 
2.250005 ヶ年 | 7 5 2 35000 SEHR Ri 
25000 a los oy | 2 5000 ER Wi 
| 3 7000 横濱 生 命 保険 株 式 合 祉 RE 
ud ie Saw fone: fy 5000 FREER ER IRR Craik 殿 
15,00000  ,, ma tee 5 3.000,00 = SE FE RK ik BE 
800.00 は 0 2 160 00 Fie APR AERC 3 殿 
6.000,00 » |» | 2 | 120000| 明治 生命 保険 株 式 剣 和 Re 
10,000 00/10 4 3E = も 6 1.00000 Ein 原 双 策 ey 
eee Te | 10000 BUT AR MAES Brit 殿 
75000 los 2 15000 ABER rt Me 
2500015 今年 | 7 | 9 2 50.00 HARARE Craik 殿 
30000 710 | 10000) a ARR A 


u 


し ” o> - 300.00 日 本 生命 保険 株 式 人 Thi i 
500/00) は ” ” ” . 100.00 a 生 命 保険 株 式 會 年 x 
80000), Sat eee a 16000 Kirn Grit RE 


5.50000 


an 











429 


6.500005 746 7 | 10 ern 1.30000, FAC HH AE aR PALE Gp, BR 
1.10000, ,, | ,, | 18) ,, | 22000 ee Be 
50000 4, | 4, | yy  。 | 10000 KREBS IRE 
Te ow | ind wd a 8000. BUR ERBRHILL rik, WE 
50000 = 7 | 16 1 | 10000 片山 fk] 幸典 
10000  .. 7 | 20 2 | 2000 ae RB Fri 殿 
1.10000 bs pan es 2 22000 nee Fit 殿 
1.75000 ,, 7 | 26 2 35000 Au 4 ARBRE Ti RR 
1.000,00 “wt 3 20000 SEER ALTER BREEN GTi RR 
15000, 7 | 80 9 30.00 ee Ee Em TI BR 
1.250 00 Aa ite 7 2 250 00 Sd ARPES. Fi BR 


2000— 時 8 | 21 一 時 20000 高村 EX ORD OR 
子 富 土 DR 


=, 
3 


v= 


30000 | 10 | 1 人 300.00 J 


①) 研究 所 及 康 業 病院 建設 指定 寄附 金 受領 (4 月 1 日 以降 10 N 5 Ae) 





AR: 5A & 受 fifi 
: ; il か fi 
eB) SEAR A TR eB 
回 
1.00/00, 7 1 4 | 80 9 100.00 河 AS mi Sh we 
500005 グ 年 」 7 5 5 100.00 Ay kk Ar 用 
2,50000 7 6 4 500.00. Ati 川 bet Ye Wr 
5,000.00 re 7 9 5 1,000.00 堀 越 角 次 OAD RR 
2.000.00 7,10 5 400.00 A N 東 人造 殿 
1 .000.00) の 7 | 23 5 20000 川 Us | 38 kk 
5.00000, 7 | 31 3 1,000.00 je OTE 前 = We 
1.00000  .. 308 5 200.00 4 地 休 WE 
1.00000 4 746 9 15 4 25000 BE * si PE BR 
3.00000 一 時 | 7 5 一 時 3.00000 根津 3 BR 





(EB) 指定 寄附 金 受領 (4 月 1 日 以降 10 月 5 日 迄 ) 





受領 月 日 受領 金 指 = | 御 方 名 
7 2 1 8, 60000 賠 書 購入 費 長 尾 an a 
8 27 3750 事務 用 金庫 一 個 竹 越 FE fi AB RR 


| 


(F) Be 4 tr Ai BM ee 5S 


a. 





月 日 | 金 a a 芳 名 


7 2 15,000.00 $F SE REE FRR 
以 ak 


RRSRBS 


ASH BIRD BME BGR FA ET I IK O 9 月 28, 9 WU 
Fe VA CATR OT PG TRIES (= aS CLR FF 2 ES LIC ACHT ZERO AU 
BRO XK zt } Math ART D PHD = KO AP EAN RR 
BILD VOMBRI UTA CS ELIE IT EL ORER kU D © Se FE BM 
HN S ARB YO. 











ERR RERRSA BARA 
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を 昭和 9 年 4 月 18 7 
7 昭和 9 年 10 月 13 晶 
ー. ZUER PA 

住 所 氏 名 種 類 BRAG 
KREUZ AL 松村 他 見 子 氏 (GT) mem 
東京 市 鞭 町 富 上 二 番 町 十 四 win ex ae (REE) i ew 

HAFZUR PARMEST Aw 
HHT BRAGS 7 OL AE GA ABER (iis) a 
前 申込 者 三 氏 申込 金額 金 参 千 園 也 
申込 者 合計 六 氏 申込 金 合計 金 六 千 園 也 
=. BHR (一 日 金 拾 園 取 或 一 時 金 天 百 周 以 上 (ABC 順 ) 

At: 所 KG 名 種 類 1 介 6 
東京 市 芝 属 下 高 輪 玉 ze we 大 氏 (GER) nem 
KEANE ARTE — 洪 岡 wFR on (A B&B) 
WE FSA Tt FY — A * A eR (一 日) vee 
Hi HARASS ARTO AL 扇田 奥 志 三 郎 氏 —H ( 南 © 長 ) 
Het iE Lak ARAM == HE HS 藤 森 雄 TR —[1 (KHREE) 
ith 4 fin Py HERR — 品 ae ーー : 
Keak t<Aptn—-— 不破 He BER = (本 A) 
WEHHABHEFEN- / At RM EA ME ーー 日) @& @& ®) 
KA Tike A= 7A HR 竹 氏 (-R OF Mr 
Mek Thi PSA EAM + 林 愛 子 氏 ーー 日) (久留 臨 長 ) 
東京 市 瀧 野川 民 田 端 四 二 三 卒 山 PR KK ーH) 本 WN 
Ki A ae BY ALS EEK TR (一 日 ) ( 6H al 9H) 
Fie i we A Ba PRB — — A TH TF AR EK (一 日 Wa 幹事 ) 
東京 市 本 卿 司 元 町 一 九 Mf 省 吾 — (AEG) 
He HE Th ARI Us A) BY Ps WA 義 KR (一 日) (i 剣 長 ) 
東京 市 赤坂 司 青 山高 樹 町 一 入 岩崎 八 穂 子 氏 ra) ( 長 奥 年 頭 た 人 ) 
東京 市 淀橋 司 戸 塚 町 二ノ 三 セ モー AH HE AR —H Cre WL BR 48) 
東京 市 日 本 橋 馬 小舟 町 一 ノ 三 ot je 音 吉 — WINTER) 
ee A (一 日 ( 同 。 


株 式 
Br 84 ER 


NER) — 4 + TE 


ri) ( 南 全長 大 人 ) 
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Hak hi EY I /— 


SS RN AA RR is FAY SS = — 


fe aE CHIR ALS = 
Fag rp | MY 7 ee = 

: li PF AP lo EN PO 

er Fes WHS Fp fe G0 BE Pp HEMI: - 

HEE li Hi AG a HP > BY — AL 

dist lt P BEAK —H 

yee TA EE AY = PY 
fe yt hi RL AB fee MY ZS 
ee hi AW — 

ya 京 市 漠 島 長 崎 南町 一 クー モー 
GROG OF AGH Fe My Sih dk 

fe se li iti AB oe AR AT AST AP 
a ls hi UE fae) A PY 

名 古屋 市 東 居 杉村 町 深田 入 五 
東京 市 赤坂 馬 青 山南 町 三 ノ 五 一 
東京 市 日 本 橋 居 堺 町 入 

a 市 > joa et Ir ran fi [99 FY == 
ARE PY TE RS 


fi i AH an PG A — CS 7 四 入 
ee Tae EF) eae BF | MY POO == 
東 it hija AG foe | ee Do qi: ro 


東京 市 海 谷 必 松 淫 去 七 

東京 市 下谷 属 池 之 端 伸 町 ニニ ッ ノー 

静岡 懸 熱 海 町 一 三 七 三 

東京 市 世田谷 上 馬 町 一 ノッ 太 〇 七 
各市 本 郷 司 駒込 西片 町 一 

_ 東京 市 赤坂 同 新 坂町 EC 

東京 市 赤坂 馬 宮 下町 一 に 

HE TBM 17700 AY = 

ft ae Ey fF RAY =O 

Hee hi MY a MY = C 

He iY A 7 ZH 

ea ANZ, = 


井 


Py x 


ity, 
it, 





FI & db 
KAN 


ロ ィ 4 マ 子 氏 
知 BER 
田 容 FR 
TH @& = BBR 
林 て つ 子 氏 
宮 & SEK 
BE 一 氏 
HH 奈 BR 
Wi 國 FR 
Wi i! 一 ABR 


- 岡 TAZ Bb 


las 
BBE 
TER 
TR 
岡 和 ER 
野 Re 5 に 
村 秀太 BBR 
村 5 8° 
Kk 生 
Te =F 
川 活 氏 
ig @ 三 氏 
AAS VE 三 氏 
村 兵 左 衛門 氏 
村 吉 兵衛 氏 
n A sak 


島 AR 


Fr BR 


yas 
ya, ノ \ 


= 得 MR 
ifs: 紳 氏 
EAHA H#TE 
et wm TK 
Rn E FE 


ー 氏 
FR 


野 = Pt 
原 勝 





(—H, 


(22H) 
Alt 
= 
ーH 
ーー 日) 
aa 
(S25) 
Alt, 
= 
Eu 
—E) 
ー 日 
A 
—/19 


(ia) 
SI 
(ids) 
(一口 ) 
—-N) 


(i) 
el 
Ean 


(om) 
At 
—) 
ーー 日 ) 
三 日 ) 
RI 
in 
cz3 : 
#11) 
(—-H) 
(=) 
(一 日) 






























(ISTH KA) 
( 同 I) 
(A Bi &) 
(LLY tag iF AE) 
(HATTE 
( 勝 沼 氏 ) 
(iT Se) 
(BH Bi 79H) 
(本 A) 
OF ir oe) 
li) 
( 同 ト ) 
(HF 沼 氏 ) 
(堅田 副 宜 頭 ) 
(本 人 ) 
( 騰 A 氏 ) 
(4 HX A) 
(瀬川 副 富 長 ) 
( 同 E) 
(松波 寅 吉 氏 ) 


AS Bill F $e 
FR ッ ィ イオ 


( 南 & 長 ) 
(武藤 幹事 ) 
(A B® &) 


(HASTE 
( 南 含 長 夫 人 ) 
( 同 上 ) 
(都築 商事 ) 
(i 長 ) 
(AERA) 
( 南 fF 長 ) 
( 同 k) 
(mM 上 ) 
(山本 相談 役 ) 
( 南 全長 夫人 ) 
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Wet i ARENA 小川 源兵衛 氏 TH) (瀬川 副長 ) 
東京 市 下谷 居 好 之 端 仲町 ニー 岡 田 久 氏 (一 日) (SoH al aH) 


Hee rif SA fe EY 7 = 
久留 米 市 田町 三 入 BRE 
東京 市 小石 川 馬 大 塚 窪 町 一 


TH #€ Ft ME (一 日 ) (IRA) 
fl 正 KR りり) (4 HI BE Se) 
x TR (一 日) (久留 腎 長 ) 


Om as 


st FE fa BR > — = ERARERKR ED & DN 
i FEN fn GB / — SS 佐 を 々 木 9 き 子 氏 (=f) (本 人 ) 
WAR LEE GE BAA 鳥 田 内 氏 (一 日 ) ( 南 全長 夫人 ) 
東京 市 下谷 司 元 黒門 町 ニモ AU ı TER 一 日 ) (BEE 
東京 市 洪 谷 司 正 景 丘 町 二 三 須 田 秀 WK (一 日) Cae’) 


HOM KAIRO 清水 X 彦氏 (pi) rem 
Nee MY — 7 =A 相 B® 勝 夫 氏 (一 日) (青山 幹事 ) 
東京 市 日 本 橋 司馬 喰 町 ニノ ー 機 井 大 二郎 氏 DM um 


東京 市 芝 属 自 金 三光 町 四 五 〇 fl 田 3 TE (di) 7005 
HE AaB AD Te 田 中 秀 介 氏 (一 日 ) (本 A) 


Rh A) A Masa Z/ZAN 中 PRE €=58) ( 南 會 長 夫 人 ) 
東京 市 中 野 違 新井 業 師 町 六 四 九 MERK IR (一 日 ) (瀬川 副 合 長 ) 


東京 市 小石 川 司 宮 下町 一 〇 高 橋 2 雄 氏 =H) iS RRA) 
az NR > wy 南湖 院長 高 owe 2 (-A) & A 
HO i ME ee 高 野 演 氏 一 日 ) GEKA 
東京 市 芝居 西久保 思 町 四 一 #:B RR: RK (—H) ( 同 £) 


Kah FARMS A (Ai) exam 
a NT METE IE * ARR SE 戸田 千 替 子 氏 (回) (SHEA) 


KRAUT. Bo ch HER (一 日 ) ae 
名 古屋 市 東台 久恒 町 入 ノ 四 EHE HR (se) (Bs RR 
He li Afar BSA PG Jy By —O 都 32 E PR (一 日 ) (本 人 
東京 市 下谷 司 池之端 仲町 ニー 山 IA 千代 和子 氏 (一 日) (Se FH iF 
和歌 山 懸 日 高 郡 三尾 村 山 WA 義 AR -N) @& & ® 
東京 市 赤坂 臣 青 山南 町 一 ノ 三 三 安田 伊 左衛門 氏 (一 日 ) (HS (Ly aE 
Ho i Aa ot BY My 吉 WH 彰 LR aS) (i HE) 


東京 市 品川 司 北 品川 四 ノ 七 三 三 u Bw 武 KK (一 日 ) (HET) 
申込 者 八 十 六 氏 申込 金額 金武 千 四 百 七 拾 園 也 

前 申込 者 三 百 二 十 四 氏 前 申込 金額 金 九 千 九 拾 園 也 

115 AKA rR 申込 金 合計 pare es FA NAB 
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=. BERB —Oe2TWHh) (ABC) 
住 所 Kt 名 紹介 者 


KES PGR 7 Ate 相原 源 太郎 氏 (木庭 新 二 氏 ) 
東京 市 日 本 橋 司 米 澤 町 一 ノー kt 大 助 一 氏 (堅田 副 合 頭 ) 
東京 市 御田 司 東 御田 入 ノ 四 座 岡 新一郎 氏 ( 同 上 ) 
東京 市 下谷 司 南 稲荷 町 九 九 Hh JE HER (m 上 ) 
Be iF Fela Be PA Ar 古澤 まつ 子 氏 ( 同 上 上) 
SAGARA / TOA ve ey 一 氏 ae) ® 
Kirk i 内 ER N 3 aE ate) 
Het OY MS PR AS — 2 ZU fi Woe A BBR (植木 第 三郎 氏 ) 
TEAS BS RY A AB gj BE Ss kK RK 厚 ER ( 数 授 ) 
東京 市 漠 島 司 長 崎 南 町 ニッ ニー 四 四 川 上 左右 須 計 氏 ( SH al 9M) 
Kee HTM MY fos A LB 2 —O 川 島 好 RE te. 。 貞 
Hee hi PF Beek eZ EM 小園 画 一 朗 氏 (SET 
東京 市 瀧 野川 馬上 中 里 一 五大 Ny % & KR (ROA) 
AF it) GE os ART 笠 原 男 氏 ( SE aR & 8) 
HR HABEARN = xk 代 國 EEK ( 同 ト ) 
東京 市 本 卿 司 湯 島 順天堂 昧 院 H 原 be BER (ROA) 
HS EAE % A HRY =O RS AS PR OAR ORB (BB HY iP Az) 
KTS PAPE EPR— > AA ORS WE TE A PRE (木庭 新 二 氏 ) 
He hi web EH oe FE MY + — m 生 == BBR N Tr En) 
ATA i op a AR ERY 2 — OA 村 田 廣 AKER (河本 副 舎 長 ) 
東京 市 下谷 司 好 ノ 庄 仲町 一 入 水 野 RR Tr Er») 
HSS PBZ SAO ft 山 RR (村岡 林 之 助 氏 ) 


京橋 司 本 町 一 ノ 五 丸山 進 三 郎 氏 1:67) 
Kaum’ -n-E 野 下 E BR (AASB = SORE) 


Ae FG Ja RT SHR RIARE Ra 本 人 ) 
東京 市 湾 谷 司 宮 代 町 日 本 赤十字 填 病 院 (本 人 ) 
東京 市 小石 川 馬 表 町 一 〇 九 大 Mi = MBE KENNER) 


er 


Bee YG Foe BG I — 2» — OO 岡 田 oaF TR (HIGRAA) 
ATSB KAM IE ME 治 郎 氏 (A 人 ) 
盛岡 市 志 家 小路 三 五 佐藤 三 千 三 郎 氏 (本 人 ) 
ehr —-— =O Er WE 徳 松 氏 (植木 第 三 彼氏 ) 
東京 市 環 鳥 司 西 業 鴨 ニッ ニニ 四 入 ER 才 も 氏 (ARNE AEE) 
HSS Pa Ry = 7 POA ROI 連 氏 (植木 第 三郎 氏 ) 
東京 市 本 卿 司 弓 町 一 ノ 七 清 水 BE tR (HANNS Se) 
HS eS AS A KR AR HE A ORR (AMA) 
Hi ls SBR KB BR tt ik HR (本 人 ) 
HS R= 2 — B 木 Ar (i © 長 ) 
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東京 市 向島 司 寺 島町 二ノ 四 五 Hi A BZ BR (HEH A) 
東京 市 向島 司 寺島 町 二ノ 四 五 ho — AE ( 同 上 ) 
He hi ES eR Py BY —- OA HN a MR (A= MOR) 
Hh Paha LEA v =p Heh & = MR (ERST) 


HE RR N — DO ix FE DU ABE Mm 。 ) 
He hi ES ARS = 2 —— A 植木 第 三郎 氏 (本 NW 
東京 市 環 島 馬 雑 司 ヶ 谷町 四 ノ ニニ 三 和 Fe ER (植木 第 三朗 氏 ) 


ar Ser Fl Sat 7 mes 渡 i 静 氏 (天野 重 安 氏 ) 
東京 市 京橋 司 標 町 ニノ ー % J RM A ABH (SER 


申込 者 皿 十 六 氏 申込 金額 金武 百 参 拾 園 過 

前 申込 者 一 百 二 十 氏 前 申込 金額 金 六 百 彫 也 
申込 者 合計 一 百 六 十 六 氏 申込 金 合計 金 八 百 参 拾 園 也 
VARMA VER 申込 金 弧 計 党 高 八 千 参 百 九 拾 園 也 


康 業 會 報 結 (昭和 9 年 8 月 20 日 現在 ) 
・ 昭和 10 SES er eR ees eT A HR 
内 誠 
1 . 賛助 會 費 人 金 四 千 参 百 四 拾 園 也 
内 
rn. (一 晶 金 拾 園 旭 )…………・ 三 名 金 参 百 園 也 
EB, + ーー 名 金 七 拾 彫 也 
BAG, || nis adn ec ee ‘4% ZNHRBEK 
ーー ロム 和 ーーーーーーーーーーーーーー =e 7S 金武 千 セ も 百 六 拾 園 也 
p。 Gh 人 金 辻 千 九 百 拾 園 也 
A 金 五 彫 也 三 百 八 十 二 名 人 金 索 千 九 百 拾 園 也 


ー. 昭和 9 年 度 全 費 未納 高 金 七 百 六 拾 志 園 也 





内 : 
1. BSR SSAA 
内 
Me re 2 Pere eer - 名 23H 
-ー 昌 ロニ ーー ドド ・ ド トーーーーーーーーーー I 名 Sy Sh Bb 
>, GSR SARA 
































内 金 九 彫 B 百 二 填 一 名 Anne 
・ WAFS ASME ET AT Bi SB 
内 fF 
i. RHE FZUHARRÄLRU RU 
u, 振替 貯金 TAIRAIANEU 


放射 線 科 願 問 REAL: 








合計 FEIND ABRU Ww 上 
ze TF 究 所 MRM SF & 
Ci AAS A BE 
所 長 Reem: 長 RM 又 mM 
kü i RPM: 佐々 木 隆 興 
fall 問 BS: 緒方 知 三 人 郎 
病理 部 主任 PAM: 中 原 和 RD 
部 A MB HK Mm 
部 員 me Ke 原 IE, 
嘱託 Be: ii 水文 彦 
AH -E AT ie a 岸 Ei 
部 A “= 田 A BE 
康 業 病 院 職員 & 
昭和 九 年 十 月 五 日 現在 ) 
院 長 za: A OT a 吉 
BE Bl: 南 x = 
SER Rea: 宮 川 米 X 
REN mee: pe BE AB Hk AB 
Sh A Sew: Be 田 % 重 
SF RAIS We: BH HA Mi 
外科 願 問 Se: BH 青 山 徹 HK 
Pts APL Reel: Me RE 一 
BENT ARAB At 遠 山 fb 三 
Hy SUA FEA Ree: 増 田 MX 
WA RELA 2a: 西 川 GE 








og 局 


放射 線 科 々 長 nl: 
放射 線 科 助手 島内 科 助 手 a: 
放射線 科 助 手 ge 
放射 線 科 々 員 

A Fl @ kz Rh: 
内 科 助 手 me FL 上 
yh FL RR 長 hl: 
外科 助手 me |: 
fr A. PL Ee me HL 
has A Ft BF wu]: 

# 局 
# hy 長 TIERE EME 


% fil 手 i 33 EAB | 
fi # wr fe 
事 務 部 職 貞 & 
WAALS A 


事務 藤 EM 
Git EM: Be: 








山 
塚 


EX 
IH 


= 
Pa 


A 
角 


加 


松 


in 


中 


ji 


川 


a mR 


尾 
崎 
A OF 
i 
I 菊 
inf 


be 


ト fe 





fi 


- A 








WB ALA te TEN 
WANA SEP 一 日 法人 登記 


第 一 章 wm 則 
第 一 條 KG EAMG |} 
第 二 條 KONA B= VE 
BBE 7 MEM = HMR HEF BF 
テ 目 的 トス 
第 三條 AGH? AA 7 SED TS 2 
FEAR BAM SBE 7 ALL YL SHER 
PAR, EGFR 7 AT, RR 
wi), BER RT, ARE 
2 BMG? TR MRNA 7 Hise 
77S VER SRA / TR 
FFL IE DA 
前 項 7 HEM, eR. 授賞 、 


MA Dh oe REST BE | 


HM = ZT iE 2 


第 四 條 AT MHA 7H HSE BH 」 


鴨 二 丁 目 二 千 大 百 拾 五 番地 = 置 ク 
第 二 章 資産 及 経 費 
第 五條 AGRE? hy 
、 往 園 法人 閣 研 究 合 = 9 寄附 ヲ 受 ケ 
タル 別紙 目録 記載 財産 
二 、 後 援 會 基 他 ノ 者 ヨリ クノ 寄附 ニニ 佐 ル 
Fan 
=, mM DS 
四 、 基 他 ノ 取 入 
BAR AGA? PET AWE bm 
—, HIB / ME 
=. WRB Aen, 1h シ 用 途 
う 指定 シテ 寄附 シタ ル 金 品 へ 此 ノ 
限 = ア ラス 
RER N FRAME 


ek i WE Fe ee Ay BS TT 


“BEIM EEK = REP raw 












= 編入 ス へ キュ トニ 議決 シタ ル 人 金 加 
Boe MANU RA > b TTAB 
Rab GS BE BS = PRR ET 7 BER 
FEET REE MR ak? RA HRA WY wv 
ュ ト ラ 得 
第 八 條 ERWEITERN FW 
有 偵 誠 券 ヲ 買 入 レ 若 ク ム 郵 便 官署 駐 ム 確 
Hrn, It HAT FRE 
PERE / ER = BA RN TER / DR 
決 ヲ 経 テ 別 = 之 ヲ 定 > 
PAR KRM eR? ve? FU 
F HA 
ー、 基 本 財産 = リ 生 スル 下谷 
ー、 党 園 政府 補助 金 
三 、 用 途 ノ 指定 アリ タル 寄附 金 
PO, PRE Ep AE = BA eo & 
Al 
Ti, Alb 7 MA 
第 十 條 AG? mer —H= 
te) Be=fSr—-h=ew 
第 十 一 條 AG TEHERAN 
/ 議決 丸 へ 承認 ヲ 経 シコ トラ 要 ス 
REET re b % PPA Ge 7 SHE 7 HE > Bi 
途 特 別 會 計 ヲ 設 ク ル ュ トラ 香 


rar I BESTE シ 評 議員 會 

ノ 議 決 ヲ 経 テ 之 ヵ カー 部 若 へ 全部 ラ 基 本 財 
産 編 入 ス ル ュ トラ 香 
第 三 章 RKABA 

第 十 三條 O ITS HF 














B+ AG = AMR 4I7B7 


Brae KG = 4 RA RE 7 


aD 
第 十 六 條 WM MARZ IBTY. AB 
MAR) > 7c ES ve MRS I MER 
一 、 主 務 大 臣 
二 、 詳 議員 會 ニ 於 テ 推薦 シタ ル 者 


Stee WM BS R= KBR | 


ZIEH = A 
SOE 役 AR 
BME 本 會 = だ ノ 役 員 ヲ 置 ク 


Ge m ー 名 
al fF 頭 = 4 
理事 長 ee: 

as + 名 以上 
理事 +H KUN 
臣 事 名 以内 


SEERAFTE - ££ 
評議 員 Th 

第 十 九 條 PERK AKERS HF ZS 
7 EBA 

第 二 十 條 FH, wT MRM EHI 
3) HE AB Y HAR > BF Hi BE = 
KEE IRA va pb IA 


Bote 評議 貞 信 長 及 評議 上 員 へ 會 頭 み | 


7 We ス 
BE TH KG ME YR 
ラ 除 ク 外 胸 術 集 談 合 其 他 ノ 會 議 ノ 議長 ト 


Fw call PPA > BHF Hie シ 會 頭 事故 アル | 


トキ ォ ム っ 之 う 代理 ス 
第 二 十 三 條 MER KG IRR Y HB 
B77 F7—Y PBI BMA 


BPE EN Tb NER ER 


BV ME = EY fb 7 BRC > BOBS 3 Ir 
= 


BEAR BP 7 RTS eR / ER 
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若干 名 置 ク コト ヲ 得 
第 二 十 四 條 ROA PUREE I 


査 ス 
監事 必要 アリ ト 認 メタ ルト キム 評議 員 合 
ノ 招 集う 要 求 ス レ ュ トラ 得 


| 第 二 十 五 由 評議 貞 へ 評議 員 會 ヲ 組 織 シ 本 


件 柚 要 ノ 事項 ラ 評議 ス 

RAG RE = My SMS 7K EFT 
RAPRU EL? DRIUTARASHE 
クノ 請求 ア リタ ルト ミキ ※ 及 前 條 第 二 項 = 依り 
監事 = 9 請求 アリ タル トミ キミ 赤 同 シ 

第 二 十 六 條 TRACK TRAR 7 He 
トナ ル 

評議 員 倉 長 事故 アル トキ ム 創 頭 ノ 指定 シ 
タル 証 議 貞 之 ヲ 代理 ス 

第 二 十 七 條 PKA KR CM’ AA 
タル 事項 、 日 時 、 場 所 ヲ 指 示 シ テ 開 會 七 
日 前 = ニ 各 評議 員 ニ = 招集 ノ 通 知 ヲ 引 ス ヘー シ 
但 シ 會 頭 = 於 テ 緊 急 必 要 ア リト 認 ス タル 
場合 へ 此 限 ニア ラス 

第 二 十 八 條 評議 員 會 = 出席 スル ュ ト 能 ハ へ 
サル 詳 議 員 へ 書面 ヲ 以 テ 表 決 ヲ 乱 シ 叉 ヘ 
他 ノ 評議 員 = 基 代理 ヲ 委 任 ス ル ュ トラ 得 
詳 議員 創 = 出席 ノ 評議 員 立 = 前 項 ノ 書面 
表決 及 代理 素 決 ノ 敷 カ ヵ 全 員 ノ 后 敷 以上 = 
達 ス シル ニ 非 サ ン ム 議決 スル ュ ト ラ 得 ス 
TRA 7 EE BPM IDF LIRA 
En wv bX HER RAW RK 
wv 

第 二 十 九 條 役員 ノ 任 期 へ 各 三 年 トス 但 シ 
FEF tir a 

役員 = 魚 員 ヲ ラ 生 シ 會 頭 必 要 ア リト 認 メ タ 
ルト キハ 詳 議 員 含 = 誠 り 第 十 九 條 乃至 第 
ニ 十 一 條 ノ 規 定 = 佐 り 各 基 袖 人魚 員 ラ 定 ふ 
WGKA 7 任期 へ 前 任 者 ノ 残 任期 間 ト ス 

第 三 十 條 役員 ノ 任 期 浦 了 シタ ル 場 合 = 於 











F EMRE MILA Fe OTE 7 Fi 2 
= HF HORS 7 G7 | 第 三 十 三條 ARM Vom? Bev 
第 五 章 MM 則 トス ル ニ ッ 評議 員 四 分 ノ 三 以上 ノ 同 意 ヲ 
第 三 十 一 條 ThA AGE 
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VAWERGR NOP NAG SIF = | BMP BE THEM 
BA 7 7 7h HE 第 三 十 四 修 本 剣 設立 ノ 際 ノ 役 員 ハ 設立 者 










BZ Am’ AUIRBrrBsesy | 之 ラ 選任 ス 


EN 
= RIF 


設立 スル シュ ト ア ル ヘ シ 前 項 ノ 役員 就任 スレ マテ ム 設 立 者 其 職 務 
Wer > 4, Fa Aes yy BE WFR oy HY = sade 
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事務 所 i 法 人 
i wt # Ff 
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—, 書式 MCSF (DET BEE). 
FSS (SiS RHE ORR 2 OUTS S, 
=, 宛名 Hh PALS PGR TAS AAA, Mies 
=, 別刷 BCL O MBSR. SHULER. 
四 , MR 同 表 は 其 の 敷 に 應 じ て 覧 費 の こぶ ゞ . 
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MAI 5 x A a 
He He Thi ASHE ae SA AMY FF eo 
印 刷 者 ue 山 則 
東京 市 本 郷 属 駒込 林 町 表 七 十 二 番 地 
印刷 所 at as 林 
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